

[image: ]















純潔花嫁―無垢な新妻は冷徹社長に一生分の愛を刻まれる―

葉月りゅう










目次




純潔花嫁―無垢な新妻は冷徹社長に一生分の愛を刻まれる―


幸福処女 ―初めての幸せ―

暇乞遊郭 ―さようなら吉原―

悪戯一夕 ―ひと晩の戯れ―

独占熱望 ―誰にも渡さない―

愛縁蜜月 ―夫婦の在り方―

恋慕再来 ―寄せては返す恋心―

極上契約 ―深く結ぶ契り―

心緒繚乱 ―入り乱れる想い―

片羽蝶々 ―飛べない蝶は空へ舞う―

天命一途 ―どんな運命も共に―

純潔花嫁 ―穢れなき愛を誓う―

【番外編】未来明々 ―希望を託して―






あとがき







[image: ]
















純潔花嫁―無垢な新妻は冷徹社長に一生分の愛を刻まれる―










幸福処女 ―初めての幸せ―




　格こう子し状の窓の向こうの庭に、色とりどりの光を纏まとったオリーブの木が見える。

　宵闇に輝く幻想的なクリスマスツリーは、昭和の時代に入って間もなく定番となったが、一般庶民とは少し違う世界で育った睡すいにとっては目新しいものである。

　固めでやや黄みを帯びたバタークリームのケーキを作ったのも、好きな人から夢かと思うほど素敵な贈り物をもらったのも初めてだ。

　しかし、熱い口づけをされながら今にもベッドに押し倒されそうになっている彼女は、ケーキの味などすっかり忘れてしまった。口の中で感じるのは、艶なまめかしく動く舌の甘さだけ。

　薄桜色の小紋の着物が、シーツの上で乱れている。唇を重ねている合間に、帯留めはすでに取られていた。

　睡を翻ほん弄ろうする男は、桜色のぽってりとした唇を軽く吸って離れる。見目麗しい彼は、とろんとした瞳で頬を紅潮させる妻を見つめ、満足げに微笑んだ。

　そして、帯から伊だ達て締じめまで順に器用な手つきで解いていく。胴回りを締めつけるものがなくなった彼女に跨またがるようにして膝をつき、性急にベッドに沈めようとした。

　そのとき、彼はふとあることに気づき、団子の形にまとめた髪に手を回す。

「これは外したほうがいいな」

　低く艶のある声で呟き、そっと髪から外したものは、手て毬まりのような柄が可愛らしい一本軸の簪かんざし。睡が本当の姉のように慕っていた人からもらった、大切なものだ。

　睡はそれを目にした瞬間、はっと我に返る。これまで散々男性との一夜の過ごし方を習ってきたというのに、なにひとつ実践できていない。

「ごめんなさい、私ったら……時雨しぐれさんに任せっきりにして」

　骨が抜けたような状態になっていた背中をピンと伸ばして座り直し、申し訳なさそうに言った。思わぬ言葉を投げかけられた時雨は怪け訝げんそうにする。

　処女である女性を、男性が誘導するのは当然ではないだろうか。

「君は初めてだろう。すべて俺に委ねればいい」

「でも、〝あらゆる技法を駆使しなければ殿方を満足させられない〟と教えられてきたので……」

　不安そうな顔をする彼女を見て、時雨は目をしばたたかせた。

　睡はひと月前まで、春を売る場所――吉よし原わら遊ゆう郭かくにいた。花おい魁らんになりたての身だったのだ。幸い、誰にも肌を許さないまま廓くるわを出ることができたが、男を悦ばせる手て練れん手て管くだの知識だけはある。

　たとえば、吉原では昔からむやみに唇を重ねないことがよしとされていた。相手に特別感を持たせ、満足させるために安売りしてはならないのだと。なのに、今の睡はされるがままだ。

　睡はもう花魁ではなく、時雨も客ではない。れっきとした夫婦だ。それでもやはり、ずっと言い聞かされてきたことを実行しないと、経験のない自分では満足させてあげられないのではないかと睡は不安になる。

　はだけた着物の衿えりを掻き合わせて眉を下げていると、時雨は簪をテーブルの上に置き、睡の正面に胡坐あぐらをかいて座り直した。

「じゃあ、君の好きにしていいよ」

　少々いたずらな笑みを浮かべ、〝どうぞ〟というふうに手を広げる。いざ好きにしていいと言われると、睡は「う……」と身体を強張らせてためらってしまう。

　尻込みしてどうするのだ。優柔不断では呆れられてしまう。情熱的な口づけを彼のほうからされるのはとても嬉しいが、惚ほうけてはいられない。

　愛する夫を喜ばせたい一心で覚悟を決めた睡は、どうするのが相応ふさわしいか思案する。まずは、窮屈そうなネクタイかベルトを外すべきだろうか。

　とりあえず、じっと待っている時雨の首元へ遠慮がちに手を伸ばす。鼓動がどんどん速まるのを感じながら、包装のリボンを解くようにネクタイを外そうとした。

　ところが、想像していたようにするりとは解けず、むしろぐっと締まってしまい、時雨の表情がやや不快そうに歪んだ。

「あっ、すみません！　あれっ、どうやって取るんでしょう!?」

　睡はあたふたして、ネクタイをいろいろな方向に引っ張ってみる。

　芸や行為についての勉強はしていても、ネクタイの解き方など教えてもらったことがない。大正時代からモダンな服装が流行り出したとはいえ、まだまだ着物を着ている人も多く、スーツを着て遊郭に来る者はそういなかった。

　まるで飼い犬の紐を引いているような滑稽な状況に、時雨は堪こらえ切れずにぷっと噴き出した。

　どんなときもきりりとしている時雨が、おかしそうに声を出して笑うことは滅多にない。後ろに手をつき片膝を立て、くつろいだ姿で美しい顔をほころばせる彼に、睡は自分の失敗を一瞬忘れて見入ってしまう。

「そんな調子で、よく男の相手をしようとしていたものだ」

「面目ありません……」

「いや、君が他の男のことを知らなくてよかったよ」

　悦に入った様子でそう言った時雨は、上体を戻して睡のほうへ手を伸ばし、おもむろに彼女の手を取る。そのままネクタイのところへ誘導し、結び目に彼女の指を差し込ませた。

「いいか、奥さん？　ネクタイはこうやって外すんだ」

　色気のある声と手つきにぞくりとしつつ、睡は両手を操られてなんとかネクタイを取り去ることができた。

　こうやるのかと納得したのもつかの間、首元のボタンを片手で外した時雨が、鎖骨を露わにした状態で体重をかけてくる。今度こそ睡の身体はベッドに沈み、あっという間に衿を開かれた。

　長なが襦じゅ袢ばんの中へ滑り込んできた大きな手に胸を直接触れられ、身体を震わせると共に上ずった声が漏れる。

　小ぶりな胸をやんわりと、ときにいたずらに弄いじられ、ゾクゾクとしたなにかが背中を駆け上る。

　全身が、子宮が熱い。時雨の顔が近づき、先端を口に含み舌で転がされると、もうわけがわからなくなっていた。

「あっ、あ……時雨さ……」

　睡は手の甲を口に当て、与えられる初めての快感に身をよじって耐える。時雨は一旦愛撫をやめて彼女の頭を撫で、優しく微笑んだ。

「俺はもう満足している。君を抱いて、君の目に俺だけが映っているのを感じられるのだから。十分すぎる」

　偽りのない言葉と満たされた笑みは、不安で強張った心を溶かしていく。薄めで形のいい唇を寄せられ、睡は潤んだ瞳を閉じた。

　――姉さん、私、幸せになっていいんだよね？

　己と同じ境遇にいた大切な人の姿を脳裏によぎらせ、確認するように心の中で問いかける。

　幼い頃から家庭環境に恵まれず、〝幸せ〟というものがなんなのかわからなかった。形も明確な定義もなく、あやふやで儚はかないそれを、自分には手に入れられるとも思えなかった。

　けれど、今は確かに感じる。この彼がすべてを包み込んで、温かな幸福を与えてくれるのだと。

　手放したくない気持ちを込めて、逞たくましい背中にしっかりと手を回す。滾たぎる欲望に貫かれた瞬間の、破は瓜かの痛みすらも愛しさに変わる。

　ひとりの女として愛される初めての喜びに浸りながら、睡は無意識に何度も名前を呼び、夢中で彼の熱を受け止めた。










暇乞遊郭 ―さようなら吉原―




　襖ふすまの向こうで、艶めかしい吐息と、肌がぶつかり合う音に交じって、男女の睦み合う声が聞こえた。

　姉女郎の世話係として仕えている睡すい蓮れんは、情事の淫らな響きが耳に入ってくるのはいつものことなのに、足を止めてつい聞き入ってしまう。

　中の座敷にいるのが誰かはもちろんわかっている。姉女郎の花魁である玉たま響ゆらと、彼女の馴染みの客、瑛えい一いちだ。

　玉響は、大おお見み世せと呼ばれる高級なこの妓ぎ楼ろうの中でも、最も美しく人気のある花魁である。歩くだけで色香を漂わせる彼女が、大きな瞳を潤ませ、紅をひいた唇で微笑めば、虜とりこにならない男はいない。

　そんな玉響に素の笑顔を浮かべさせられるのは瑛一だけだと、彼女の宴会に同席する睡蓮は知っている。

　呉服屋の若旦那である瑛一もまた容姿は人並み以上で、羽振りも愛想もよく、ついでに床上手なのだとか。他の花魁と浮気をすることも一切なく、玉響ひと筋なのも好印象な男。

　だから、ふたりがただの花魁と客の関係ではなく、愛し合っていたとしてもおかしくはない。それが、この世界ではご法はっ度とだとしても。

「こんなの駄目って、わかってる……でも好きなの。愛してるの」

　乱れた呼吸の合間に、涙交じりに訴える。それに対して、「俺もだよ、玉響」と優しく切なげな声が返った。

　遊女は誰に対しても甘いセリフを吐く。それが仕事であり、疑似恋愛を楽しみたいだけの男性も多いから。

　しかし、今の言葉はきっと本心だ。情事の最中でさえいつも余裕を滲ませている彼女の、あんなに切なく濡れた声は聞いたことがない。

（……玉響姉さん。結ばれてはいけない人でも、止められないほど好きな人に出会えたなんて、幸せなことよね）

　睡蓮は心の中で声をかけ、瞼まぶたを伏せて襖から顔を背ける。梅の花が描かれた振袖を、金魚の尾のように揺らしてその場をあとにした。

　――それからひと月後、玉響は二十三歳の若さで亡くなった。

　遊女の逃亡を防ぐ目的で、廓を囲っている〝お歯は黒ぐろどぶ〟と呼ばれる水路に、自ら身を投げたのだ。滅多に着ることのない、白い袷あわせを纏って。

　葉月中旬の朝、警察によって亡なき骸がらが運ばれる様子を目の当たりにした睡蓮は、気が遠くなるのを感じながら地べたに崩れ落ちた。

　つい数日前に、大地主だという中年男性が玉響を身請けしたいと願い出たばかりだった。多額の金を見世に納めた者が、自分が指名した花魁を遊郭から出すことができる。

　それ以外で遊郭から出るには、年季が明けるのを待つしか方法はない。玉響は、この世界から抜け出せるはずだったのだ。

　それなのに、なぜ。

　皆が抱いた疑問であったが、睡蓮にはすぐにわかった。好いてもいない男性のものにされるくらいなら、死を選んだほうがよっぽどよかったのだと。

　物々しい様子を遠巻きに眺める野次馬の中で、夜着が汚れるのも構わずへたり込む睡蓮の頭の中には、昨夜最後に見た姉の姿と声が蘇る。

『睡蓮、身請けしたいって人が現れたら、あんたは迷わずにその人のもとへ行くんだよ。そのほうがきっと、幸せになれる』

　美しくも切なげな笑みを浮かべる彼女は、妹女郎の手を温かな両手で握り、『幸せにおなり』と、もう一度告げた。

　そのとき、玉響が身請けを望んでいないことに気づいただけでなく、ただ事ではない雰囲気を感じ取っていたものの、それが最後だなんて思わなかった。まさか、もう二度と会えなくなってしまうなんて。

「っ……ねえ、さ……姉さん……っ！」

　一度堰せきを切った涙は、決壊した川のように止まることを知らない。何度も名前を呼び、砂利の上で手を握りしめ、いくつもの雫で地面を濡らした。

　一瞬だけ見た彼女の白い姿は、死に装束というより白無垢のようだった。死後あまり時間が経っておらず、亡骸となってもなお美しいとは、まったく玉響らしい。

　十歳になる前から遊郭に入った睡蓮にとって、ずっと面倒をみてくれていた玉響は無条件で信頼できる人であり、憧れであり、本物の姉同然だった。本物の家族よりも、大好きだった。

　朝から強い日差しの下、悲しみに満ちた叫びが蝉時雨に掻き消される。

　――ここは吉原遊郭。恋愛に一番遠い、虚しさと絶望が渦巻く場所。




　玉響の死から三カ月が経った、霜月の中頃。ちらほら木々の葉が色づき始めた今日、睡蓮は初見世を迎えた。

　これまで振ふり袖そで新しん造ぞうという立場だった彼女は、客は取らずに姉女郎の世話をしていたが、十八歳になると一人前の花魁として営業を始めるのだ。江戸時代では、初見世を迎えた遊女は派手に花魁道中を行っていたものである。

　そして、ここ藤ふじ浪なみ楼ろうには、花魁と客との間に古くからのしきたりが残っている。

　一回目の〝初会〟で花魁は初めて客と対面するが、話もせず顔を合わせるだけ。二回目の〝裏返し〟で少し距離を縮め、三回目で〝馴染み〟となりようやく部屋へ招かれる。つまり、簡単には花魁と一夜を共にすることはできないのだ。

　すでにこの制度をやめている見世が多いが、藤浪楼ではそれを残しているが故に格式が高く、興味を持った客がひっきりなしに訪れる。

　花魁という最高位になった睡蓮も、今日の初会では客と口も利かず、飲食もせず、ただただやってきた男を眺めていただけ。初見世と同時に夜の相手をする他の見世とは違い、処女を失うまでに二度の猶予があるということだ。

　ただ、誰でもその階級に到達できるわけではない。美貌だけでなく、琴や三味線、書や歌にも優れていなければならず、あらゆる教養を兼ね備えた者だけがなれる。玉響も睡蓮も、努力をして高級遊女となったのである。

　初見世を終えて自らの座敷へ戻り、緊張から解放された睡蓮のもとへ、「お疲れ様！」と明るい声をあげてひとりの花魁がやってきた。

　髪は横よこ兵ひょう庫ごの形に結ったままで、顔立ちも性格もさっぱりとして愛嬌のある、同い年の四よ片ひらだ。

　ふたりは出身はまったく別だが、お互い八歳頃に遊郭に入り、その頃から切磋琢磨し合ってきたためとても仲がいい。

　四片はふた月ほど早く初見世を終えていて、ひと足先に花魁として営業を行っている。ツンとした部分と、可愛らしく甘える仕草の使い分けが絶妙だと、藤浪楼の中では人気が高い。

　今夜は泊まりの客がいないらしく、四片は食事が取れなかった睡蓮のために、わざわざ御膳を持ってきていた。そこに一緒に乗っているあんころ餅に、睡蓮は目を輝かせる。

「あんころ餅だ！」

「羽振りのいい人からもらったの。今日は睡蓮の特別な日だからお祝いにあげるよ。私も食べるけど」

　四片はちゃぶ台の上に御膳を置いて座布団に座ると、さっそくそれに手を伸ばした。

　奔ほん放ぽうな彼女に、睡蓮は笑って「ありがと」と礼を言う。急に腹の虫が鳴き始めたので、着替えもそこそこに手を合わせ、箸を持った。

「で、どんな方だったの？　初めてのお客様は」

　四片はあんころ餅を片手に、興味津々な様子で問いかける。睡蓮はもぐもぐと口を動かしながら、つい先ほどの男性の姿を思い返す。

　吉原の隣町で会社を経営しているという岩いわ政まさは、三十代半ばのどっしりとした体格の男で、玉響の宴会に同席した際に数回見たことがあった。あちらも付き合いで来ていたようだったが、睡蓮に向かってニコニコと笑いかけてくれたのが印象的である。

　今日も、三味線の音色が響く中、岩政は優しい笑みを浮かべて睡蓮を見つめていた。元からお人好しな彼女は、何度かつられて笑みを返しそうになった。

『初会では澄ましていなきゃいけないよ。笑顔を見せるのは裏を返すとき。簡単には手に入らない存在だって思わせるためにね』

　玉響からの教えを守ってツンとしていたが、表情に出さないのはなかなか難しい。無視をしているようで心苦しくもなる。

　睡蓮は十八歳にしては落ち着きがあり、かつ純粋な性格の持ち主だ。透明感のある肌や黒目がちな大きな瞳、所作なども美しく、ゆくゆくは玉響に匹敵するくらいの人気が出るだろうと目されている。

　なにより男たちを惹きつけるのは、睡蓮の背中に生まれつきある蝶のような形の小さな痣あざだ。珍しいから売りにしたらどうだと誰かが言い、いつの間にか噂うわさが噂を呼んで、それをひと目見たいと望む男たちが現れるようになった。

　そんな彼女に真っ先に目をつけていたのが岩政であり、『お前が玉響についていた頃から気に入っていたようだよ』と、藤浪楼の女将おかみが鼻高々な調子で言っていた。

　それを聞いても嬉しい感情は湧かないが、彼には人のよさが滲み出ていたので、なんとなく信頼できそうな気がする。そう直感した睡蓮は、先ほどの質問に答える。

「穏やかそうで、体格のいい人だった。シロクマ、みたいな」

「へえ、可愛いじゃん」

　可愛い？と、睡蓮は心の中で反はん芻すうし、あっけらかんとしている四片に微妙な笑いをこぼした。シロクマのぬいぐるみを思い浮かべているなら大違いなのだが。

　そんな岩政と、あと二度会ったら夜を共にすることになる。

　気に入らなければ断ることもできるが、花魁になりたての睡蓮にはまだそこまでの勇気はない。あまりに態度の悪い客は女将が追い返すこともあるが、今回受けた彼の印象もよかったようだし、おそらくこのまま馴染みとなるだろう。

　先のことを考えるとやはり憂鬱で、睡蓮は箸を置いて真面目に問いかける。

「四片は、初めてのときどうだった？　怖くなかった？」

　指についたあんこを舐め取っていた四片は、奥二重の瞳をあさっての方向に向ける。ふた月前の初見世に記憶を遡さかのぼらせているようだ。

「全然怖くなかったとは言えないけど、好奇心のほうが強かったからなぁ。幸い丁寧にしてくれる人だったから、そこまで痛くはなかったし。一緒に楽しんでたかも」

「さすが……」

　睡蓮にとっては不安しかない初体験だが、彼女はまんざらでもなかったらしい。尊敬して唸うなる睡蓮に、四片はどこか諦めたようなため息交じりに言う。

「前向きに考えるしかないよ。どうやったって、好きな人に処女は捧げられないんだしさ」

　初めては想い合った男と結ばれたい――廓にいる遊女には、そんな願いを持つことはできない。ここにいる限り、自由はないから。

　明治初期に娼しょう妓ぎ解放令が成立したが、遊女が自由意志で営業しているというのは建前であり、望んで遊郭にいる者などいないに等しい。様々な理由で背負った借金を返すため、皆仕方なく身体を売っているのだ。

　こんな世界では相手を選べないのが当然だと、もちろん睡蓮も承知している。四片のように、少しでもいいほうに考えて気を紛らわせるしかないだろう。

　初めての相手は女将の裁量によって決められるが、幸い藤浪楼の女将はとても遊女思いだ。この人なら安心して任せられるだろうと、きちんと判断した相手をあてがってくれるので、その後の仕事に支障をきたす者はほとんどいない。

　それだけは救いだと思いつつ、睡蓮は口元を緩める。

「女将の目利きは外れないって有名だしね」

「そうそう。今日のシロクマさんも、きっとその包容力で優しくしてくれるよ」

「ふふ。あったかそうだね」

　つられて茶化したが、四片は切なさが入り交じった穏やかな顔で頷き、「あったかいよ、人肌って」と、しみじみと返した。

　すでに行為を経験している彼女の声色からは、複雑な心情が感じ取れる。その表情もとても大人びて見え、睡蓮は少しはっとさせられた。

　すると、四片はおもむろに睡蓮の近くにすり寄って、彼女の華きゃ奢しゃな肩を抱く。

「いいお客さん見つけて、身請けしてもらえるようにがんばろ。それが無理でも、年季が明けるまでなんとしても耐える。生きてここを出ようね、絶対」

　しっかりとした口調で言われ、睡蓮の脳裏に今は亡き姉女郎の姿がよぎる。

　禁断の恋をして、死を選んでしまった玉響。彼女の気持ちは、恋をしたことのない睡蓮にはまだ完璧に理解できずにいる。なにが幸せなのか、答えはまだ見つからない。

　でも生きてさえいれば、いつか人生が好転して、幸せを手に入れられるかもしれない。だから、どんなにつらくても希望は捨てないでいよう。

　睡蓮は心に決め、まっすぐ四片を見つめ返して「うん」と頷いた。




　数日後、再び岩政がやってきて、睡蓮と共に上座に座って初めて会話をした。彼の笑顔は相変わらず、話し方もゆったりとしていて、睡蓮は不思議な心地よさを感じた。

　自分の知らないことを穏やかな口調でたくさん聞かせてくれた彼は、まるで父親のようだった。決して本物の父ではなく、あくまで理想の。〝こうであってほしかった〟という睡蓮の父親像を具現化した人であるから、心地よさを感じたのだろう。

　次に会うときは、彼の名前を呼び、自分の布団の中へと招かなければならない。しかし、彼から下心をほとんど感じないせいもあってか、情事の想像はまったくできなかった。

　そのときをただ待つしかない彼女は、今日も訪れる客のために髪を結っている。初会となる男は毎日訪れるが、花魁となって日が浅いため、二度やってきたのは今のところ岩政だけである。

　客以外で睡蓮の部屋に上がった男性は、髪結い師の兼かね聡さとだけだ。

　兼聡の父が腕を怪我した半年ほど前から、二十一歳になる彼がここへ来ている。玉響の髪を結っていたのも兼聡で、その腕前はもう一人前と変わらないと彼女も認めていた。

　童顔で女子のように可愛らしい顔立ちの彼は、それとは正反対の骨張った男らしい手で蝶の羽のように髪を立てて固定していく。

「睡蓮さんの髪はさらさらしていて手触りがいいですね。結ってしまうのがもったいない」

　心なしか残念そうにする兼聡を、睡蓮は鏡越しに見てあははと笑い、「ありがとうございます」と礼を言った。

　気を許した、年相応の無垢な笑顔。客には滅多に見せないそれに、兼聡の心臓はどきりと音を立てる。

（……こんなに純情さを感じさせるこの子が、本当に花魁になってしまったのか）

　信じられない、というよりも、信じたくない気持ちが押し寄せる。すでに貫禄が漂っていた玉響とは違い、睡蓮は未熟な果実のよう。彼女を前にして、絹糸のような長い髪に触れると、毎度もどかしい思いで一杯になる。

　手元に集中するふりをして、鏡越しの睡蓮から目を逸らしたときだ。部屋の襖がすぱんと勢いよく開き、女将が現れた。狐のようなその顔は、いつになく興奮気味に見える。

「睡蓮、今日の殿方はものすごい男前だよ！　あんなに若くて器量よしな人、これまで来たことないわ。こちらもおゆかり様になってくれたらいいわね」

　腕を組み、得意げに口角を上げる彼女は、ひとりうんうんと頷いている。どうやら、まだ見世が開く前だというのに、睡蓮を指名している者がいるらしい。

　おゆかり様とは馴染みの客のことだが、おそらく岩政を超える上客になってほしいと期待しているのだろう。女将の面食いっぷりは兼聡も知っているので、睡蓮と共につい笑ってしまう。

「女将さん、そんなににやけていちゃ先の旦那に失礼じゃありませんか。岩……なんとかさんでしたっけ」

「しょうがないじゃないか。いつの世も、女は顔のいい男に弱いんだよ」

　一応たしなめる兼聡だが、女将がざっくばらんに返すのでまた笑ってしまった。

　そうやってごまかすしかないのだ。睡蓮が何人もの男と身体を重ねることを、ただの髪結い師である兼聡に止められる術などないのだから。

　兼聡の想いなどつゆ知らず、睡蓮はしゃんと背筋を伸ばした姿勢で言う。

「どんな方が来られても同じです。私は精一杯お相手をして、殿方を満足させるだけ」

　鏡の中の自分と目を合わせ、言い聞かせるように口にする彼女に、兼聡はやるせない気持ちで視線を向ける。女将もじっと見つめたあと、静かに息を吐き出す。

「まあね。お前も間ま夫ぶにうつつを抜かして人生捨てられちゃ困るから、そういう心持ちでいてくれると助かるんだけど」

　間夫というのは、花魁が特別気に入った本命の男のこと。

　廓には昔から、恋に落ちた男と無謀な足抜けをしようとしたり、死ぬことで自由を得ようとしたりする遊女は数多くいる。玉響もそのひとりだったのではないかと推測している兼聡は、女将が彼女のことを言っているように思えて胸が苦しくなる。睡蓮もわずかに表情を曇らせていた。

　女将は気持ちを切り替えるようにさっぱりとした口調で告げる。

「そういうことだから兼聡さん、手早く綺麗に仕上げておくんなんし」

「わかりました」

　頭を下げて答えた兼聡は、襖が閉まるのを確認してから睡蓮に向き直り、再び和やかな雰囲気で話し出す。

「女将は相変わらず色男が好きなんですね」

「ええ。だから兼聡さんも贔ひい屓きにしているんだと思いますよ」

　無邪気な笑顔で言われ、簪を挿していた手が一瞬止まる。はっとした睡蓮は、「あっ、もちろん髪結いの技術が優れているからこそですけれど！」と慌てて付け足した。

　兼聡はぷっと噴き出す。

「ありがとうございます。睡蓮さんにそう思われているのは嬉しいな」

　若干の照れを交じえて破顔したものの、その表情にはすぐに影が差す。

「でも……俺はもう、あなたの髪を結いたくはありませんけどね」

　暗い声となって、本音がこぼれた。睡蓮の顔からも笑みが消え、兼聡の真意を測るような目線が鏡越しに向けられた。

　おそらく彼女は兼聡の好意に気づいていないだろう。今の言葉も、花魁という非情な仕事をしていてほしくないという気遣いだと受け取るはず。

　そして、自分は睡蓮にとって心を許せる存在になれていても恋仲にはなれないだろうと、兼聡は重々理解している。

「……わっちはまだ花魁になったばかりでありんす。寂しいこと言いなんすな」

　しばらくして、睡蓮からそんな言葉が返ってきた。現在ではもう使わない廓言葉をあえて口にしたのは、茶化しているだけでなく今の状況を変えることはできないのだという意味も込められているのだろうか。

　睡蓮は憂いを帯びた笑みを浮かべるが、兼聡には口角を上げることができなかった。




　女将が頼んだ通り、兼聡は手際よく髪を仕上げて去っていった。

　化粧も施したし、うなじから背中まで見えるように開けた衿も、前結びにした豪華絢けん爛らんな刺繍が映える帯も完璧だ。支度を終えた睡蓮は、新造と共に客が待つ座敷へ向かう。

　今日の客は、紡績会社を経営する九ここの重えという男性だと聞いた。肩書きにはさほど興味ないが、あの女将を唸らせた男前っぷりはどれほどのものかは気になる。

　重い着物の長い裾すそを引いて座敷に到着すると、襖が開けられて中へ入る。上座に座って初めて、太鼓持ちや芸者に囲まれる男性と顔を合わせた。

　――瞬間、周りの賑やかな音が消え、前方の彼に釘づけになる。

　前髪を掻き上げた清潔感のある短髪、しっかりとした意思を持っていそうな凛々しい眉と瞳、高い鼻に整った薄めの唇。服装は、ベストを着込みネクタイを締めた、きっちりとしたスーツ姿。

　これまで見たどの客とも一線を画す、隆りゅうとした男性がそこにいた。

　女将が騒ぐのも納得だ。容姿はそこら辺の遊女よりも美しく、高貴な雰囲気を醸し出している。目を合わせるだけで体温が上昇しそうな、なにか危ういものまで感じる。

　九重は一度、睡蓮を観察するかのごとくじっと見つめた。本来なら花魁が客を品定めするはずなのに、真逆になっているように感じてならない。

　そして、他の者は必ず口にする花魁の美貌に対しての賛辞や甘い文句を贈ることもなく、普通に食事を始める。下心どころか自分への関心すらもあるとは思えず、睡蓮は内心戸惑った。

（なぜ私を指名したの？　そもそも、なぜ遊郭に？　これほど容姿端麗で財もある方なら自然に女性が寄ってくるだろうに……）

　顔を合わせるだけの初会ですら高額な金がいるのだから、ただの気まぐれでやってきたわけでもないだろう。かといって、これから馴染みになりそうな気配もない。

　男の目的はさっぱり読めず、涼しげな顔で品よく酒を嗜たしなむ姿を眺めながら、睡蓮は終始怪訝に思っていた。

　三味線の音と太鼓持ちの男の声ばかりが響く中、食事もひと通り済んだところで、九重はなにやら女将を呼んだ。その様子を、睡蓮は大きな黒目だけを動かして追う。

「九重様、どうなさいましたか？」

　さっと隣に膝をついた女将に、九重は初めてまともに口を開く。

「この娘の借金はいくらだ？　現金はすでに外の車に積んである」

「はい？」

　女将だけでなく座敷にいる皆が意味を理解できず、一様にキョトンとした。九重は睡蓮を一いち瞥べつし、そこはかとなく色気を帯びた声色で告げる。

「彼女……睡蓮を、私が身請けする」

　しん、と静まり返ったあと、座敷中が一気にざわめいた。

　花魁になる前の、新造のときに身請け話が持ち上がることは稀にある。ただし、何度かその遊女に会って気に入った場合の話で、まったくの初対面で身請けするなど前代未聞だ。

　睡蓮はこれでもかと目を見開いたまま、なんの言葉も発することができない。女将もしばらく呆気に取られていたが、口の端を引きつらせてとりあえずの返事をする。

「ご、ご冗談を……」

「生あい憎にく、私は冗談が苦手だ。部下からももっと笑わせてほしいと言われる」

　九重は表情を変えずに少しばかり茶化すが、身請け話は本気のようだ。女将にもそれは伝わったが、なにか裏があるのではと勘繰ってしまう。

「九重様はまだ初会でございます。会ったばかりで決められる理由をお聞かせ願いたいのですが」

　真意を探る視線を向けられた九重は、再び睡蓮をまっすぐ見つめる。

「ひと目惚れだ。……というのは理由にならないか？」

　そこで初めて、隙のない九重の口元がふっと緩んだ。睡蓮の胸の奥で、鐘に似た音が鳴る。目が泳ぐほど動揺するのは、彼女にとっては珍しい。

　女将は一瞬目を丸くしたものの、すぐに冷静な顔に戻る。しばし黙考したのち、なにかを決めたようにひとつ頷く。

「……わかりました。では、九重様がこの子に値段をつけてやってくださいませ。言い値で売りましょう」

　その言葉に、芸を披露するのも忘れて静観していた皆は、口々に驚きの声をあげた。

　身請け時に払う金は、その遊女が着物や寝具を買うために背負った借金や、遊郭に売られてきたときの身代金などを合算するので、かなりの高額になる。その金額を客に委ねるというのもまた前代未聞だ。

　一体なぜ女将がそんなことを持ちかけるのか、九重はいくらの価値をつけるのか。皆と一緒に睡蓮も酷く困惑しつつ、固かた唾ずを呑んで見守る。

　しかし、その時間はわずかなものだった。九重は忌々しげに眉をひそめ、すぐに返答する。

「値段などつけられるものか。彼女は商品ではなく、ひとりの人間だ」

　思わぬ意見に、睡蓮は目を見張った。

　いつからか、自分は男性が己の欲求を満たすためだけにいる存在だと思っていた。自由も、意志も、感情も必要ない。ただ高い価値のある商品として自分を磨いていくのが花魁だと。

　遊郭に入るのも、身請けも、極端に言えば人身売買のようなもので、自分に値段がつけられるのは当たり前の感覚だった。

（それなのに、この人は……）

　これまで会った誰とも違う、特別な人。そう確かに感じていると、女将の厳しい表情がみるみる緩み、穏やかな笑みが生まれる。

「そのお答えが聞けて安心しました。あなたは、睡蓮を人として扱ってくださるのですね」

　女将の柔らかい声色を聞き、睡蓮はなぜ彼女が言い値で売るなどと言ったのかを理解した。

　彼女は九重を試したのだ。睡蓮をぞんざいに扱わない、信頼できる人間かどうかを見極めるために。

　その計らいに胸を打たれていると、女将は上座のほうへ顔を向けて「睡蓮」と呼ぶ。

「あんたと、おさらばえのときが来たみたいだよ」

　心なしか声に寂しさが交じっているような気がして、睡蓮は鼻の奥がツンと痛くなった。

　幼い頃に遊郭に来た日から、厳しくしつけ、温かく接してくれる女将は母親のような存在だった。疎ましく思うときもあったが、すべてこの世界で生きていく自分のためにしてくれたことだったと、今ならわかる。

〝おさらばえ〟は、さようならを意味する廓言葉。突然すぎる別れに心がついていかない。

『身請けしたいって人が現れたら、あんたは迷わずその人のもとへ行くんだよ』

『幸せにおなり』

　玉響の言葉が頭によぎる。幸せになれるかは皆目見当もつかないが、断る理由もない睡蓮には選択肢はひとつしかない。

　覚悟を決めてゆっくり腰を上げ、皆の視線が集まる中、下座に移動する。九重と女将の前に座り、睡蓮は丁寧に頭を垂れる。

「女将さん。長い間お世話になり、ありがとうございました」

　この場で初めて愛らしく澄んだ声を発した彼女を、九重は静かに見下ろしていた。










悪戯一夕 ―ひと晩の戯れ―




　朝を迎えた妓楼では、まだ薄暗いうちから、遊女たちは一夜を過ごした客を見送る。皆が後きぬ朝ぎぬの別れを行い、再びつかの間の眠りに落ちる頃、睡蓮はむくりと上体を起こした。

　昨夜の秀麗な男の姿や声が頭から離れず、まともに眠れなかった。まさか、今日が廓で迎える最後の朝になろうとは。いまだに現実味がない。

（あの人は、本当に私にひと目惚れしたっていうの？）

　あのときの微笑みを思い出すだけで胸が騒がしくなるが、どうにも信じがたい。

　とはいえ、これは決定事項だ。彼の言葉が本心であろうとなかろうと、睡蓮は彼についていかなければならない。

　あれから九重は身請け金だけ置いて帰っていき、今日の昼前に迎えに来ることになっている。

　約束の時間になるまで荷造りをしたり、朝風呂に入ったりして身支度をする。身請け話は早くも廓中に広まっており、興味津々な遊女たちに絡まれて少々大変だった。

　花魁になった睡蓮は、これまで玉響がしていたのと同様に、振袖新造の娘の面倒をみていた。

　その妹女郎は、わずか数週間で睡蓮と離れることを嘆きながらも、最後の支度を手伝った。可愛い妹女郎との別れを、睡蓮も寂しく思う。

　そしてここを出る前に、もうひとり別れを惜しむ人物のもとへ会いに行く。

　昨夜は馴染みの客が来ていたはずだから、まだ眠っているかもしれない。そう思いつつ部屋の辺りまで来ると、中から新造の子が出てきた。

「おはよう。四片は？」

　声をかけると、四片の妹女郎は申し訳なさそうに眉を下げる。

「すみません、睡蓮さん。姉さんは体調が優れなくて、誰にも会いたくないそうで……」

　歯切れの悪い話しぶりからして、四片は自分と会うのを拒否しているのだろうと察した。睡蓮は肩を落とし、「そう……」と力なく呟く。

　悲しみに襲われるが、睡蓮には彼女の気持ちもなんとなくわかった。ずっと支え合ってきた仲間が突然いなくなってしまうのだ。気持ちの整理もつかないだろうし、遊郭の外へ出られることへの羨望もあるだろう。

　睡蓮は襖の外に膝をつき、中にいる彼女に向かって声をかける。

「四片……私、先に行ってるね」

　返事はない。それでも話し続ける。

「突然こんなことになって、一緒にいられなくて申し訳ないと思ってる。でも、会えるまで待ってるから」

　きっと彼女は聞いているはずだが、物音ひとつしなくて寂しさが募る。

　ちゃんと顔を見て、しばしの別れを告げたかった。十年も同じ屋根の下で過ごしてきたのに、こんなふうに離れるのはやはりつらい。

　だが、希望は捨てない。約束したように、四片には絶対に生きてここを出てきてほしい。そうしたら、お互いに普通の女としての生活をして、また笑い合いたい。

　望みを抱いたまま、最後に「またね」と声をかける。直後、中から衣擦れの音が聞こえた気がしたが、睡蓮はそっとその場を離れた。

　午前十一時、見世の外へ出ると、昨日と同じ眉目秀麗な男が待っており、やはり夢ではないのだと実感する。

　町娘と同じ地味な着物を着て、長い髪の毛も派手な髷まげではなく、後ろで団子のようにまとめた自分は、彼の目にどう映るのだろうか。

　花魁ではない姿をしていることに大きな違和感と不安を抱きつつ、見送りに出てくれた女将に頭を下げる。

「女将さん、本当にお世話になりました」

「稼ぎ頭がひとり減っちまって、見世にとっちゃ大打撃だわ。岩政さんにもなんてお詫びしようかね」

「すみません……でも、これは不可抗力です」

　相変わらずざっくばらんな女将に肩をすくめると、彼女は「わかってるよ」と言って明るく笑った。そして真面目な表情になり、睡蓮の肩に優しく手を置く。

「大切にしてもらいなさい。二度と戻ってくるんじゃないよ」

　厳しい言葉に聞こえるが、これは女将なりの励ましである。遊郭に出戻ったら最後、二度と出ることは許されない。決してそうならずに幸せになりなさい、という意味だ。

　睡蓮は込み上げるものを感じながらも、背筋を伸ばしてしっかりと頷く。

「はい。本当に、今までありがとうございました」

　もう一度深々と頭を下げ、廓の母に綺麗な笑顔を向けると、新たな主人のほうへと身体を向けた。

　妹女郎にも見送られ、唯一遊郭への出入りができる吉原大おお門もんへと歩き出す。九重は斜め後ろをついてくる睡蓮を振り返り、彼女が抱える風呂敷の包みを視線で示す。

「荷物はそれだけ？」

「はい。必要のないものはすべて渡してきました」

　花魁の派手な着物一式も、やや値が張る布団も、妹女郎に託してきた。それ以外で持っていくものは、普段使いの着物と小物くらいだ。

　一般女性よりも質素で、とても花魁だったように見えない睡蓮を見下ろし、九重は軽く頷く。

「昨日よりも、今の君のほうがいい」

　思いがけない言葉がかけられ、睡蓮はそろりと目線を上げる。昨日と同様に胸が鳴るのを感じたが、それはつかの間だった。

「花魁は苦手だ」

　どことなく暗い声色で続けられたひと言に、表情が強張る。

　苦手ならなぜ今こんなことをしているのか、ますます疑問だ。昨夜『ひと目惚れ』と言ったのも出まかせだったのだろう。睡蓮の心の温度がみるみる下がっていく。

「……やっぱり昨日の発言はでたらめだったのですね。冗談も苦手だったはずでは？」

「『冗談は苦手』という冗談を言ったつもりだ」

　九重があっさりと屁理屈を返したので、睡蓮は呆れて憮然とした。この男は紳士的なのか横暴なのか、それすらも把握できない。

「じゃあ、なぜ私を身請けしたのですか？」

　少しだけ歩調を速めて彼の隣に並び、やきもきしながら問いかける。話すのに気を取られている間に、一度も越えたことがなかった大門の外へ足を踏み出していた。

　そこには立派な車が停まっており、九重の姿を見ると運転手がわざわざドアを開ける。彼は「中で話そう」と言い、睡蓮の背中にそっと手を当てて促した。

　渋々乗り込んだが、車に乗るのは吉原に売られてきたとき以来、しかも当時の記憶はおぼろげなので、動き出した瞬間に一気に意識がそちらへ向かう。

「わ、動いた……！」

「なんだ、初めてか」

「いえ、昔に一度だけバスに乗ったことがあるんですが、その感覚をすっかり忘れていたので」

　目を白黒させる睡蓮を、九重は物珍しそうに見る。車を所有しているのは上流階級が多いが、ここまで驚く者はあまりいない。

　睡蓮は窓に張りついて興味津々で街並みを眺める。

　大正時代から増えだした洋風建築や、着物ではなく長いスカートをひらめかせる女性の姿は、古風な遊郭にいた彼女にとってはとても新鮮である。

「街は雰囲気がまるで違いますし、洋服を着た人もたくさん……。あの女性の方々の髪型は珍しいですね」

　カールした髪の毛で耳を隠し、残った髪を後頭部で纏めた、斬新な髪型の女性がちらほらいる。あれはどうやっているのだろうと考えると、ふいに髪を結ってくれていた兼聡の顔が浮かんだ。

　兼聡とも、なにも挨拶ができないまま別れることになってしまった。心残りはあるが、とにかく彼にも元気でいてほしいと願う。

　侘わびしさを紛らすように、物珍しいものをあれこれ見つけてはひとり言を喋り、圧巻のため息を漏らす。

「東京ってすごい……外国に来たみたいです。外国がどんなところかは知りませんが」

「くっ」

　窓の外を眺めたままひとりで喋り続けていたとき、黙って聞いていた九重が噴き出した。

　隣を振り向くと、窓枠に肘ひじをついた彼がおかしそうに笑っている。その邪気のない顔を見ると心地よさを感じるのはなぜだろうか。

「君は面白いな。いろいろな場所に連れて行って、反応を見てみたくなる」

　今の言葉にも裏があるのかとつい勘繰ってしまうが、特に変な思惑はなさそうだ。

　ただ単に馬鹿にされているだけだったりして……と微妙な心境になっていると、彼は真面目な顔に戻り、唐突に尋ねる。

「君の本名は、峯みね村むら睡で合っているか？」

　長い間呼ばれることのなかった名前を口にされ、睡蓮の黒目がちな瞳が大きく見開いた。

「そう、でしたね……。すっかり忘れていました」

　もう花魁ではない自分は、これからは〝睡〟に戻る。あまりいい思い出がない、この名前だった頃の記憶が蘇り、睡は冷笑を漏らした。

　今しがたの興奮っぷりとは打って変わって目線を落とす睡を、九重は横目で見ながら言う。

「だから源氏名は睡蓮だったんだな」

「はい、女将がつけてくれました。わざわざ〝ねむる〟なんて意味の一文字にしなくても、本名も睡蓮でよかったのに……変な両親ですよね」

　口ではそう言ったものの、おそらく睡蓮と名づけるには贅沢だから一文字取ったとか、そんなところだろうと思っている。貧しい家庭で育った自分にはこれがお似合いだ、とも。

　睡の生みの親は幼い頃に離縁しており、母親も七歳のときに病で亡くなった。身の周りに〝死〟がつきまとうせいで、名前も不吉な気がして仕方ない。

　ところが、九重からは意外な意見が飛び出す。

「睡蓮の花は夕方閉じることから〝睡〟とつけられているんだろう。君の名前も花のようだと考えれば洒しゃ落れているじゃないか。それに、眠るのは生きるために必要なことで、別に悪いことではない」

　淡々と語られたのは睡が一度も考えつかなかったもので、目から鱗だった。彼のように考えれば、そこまで悪い気はしない。

「そんなに前向きな解釈をした方は初めてです。ありがとうございます」

　睡は温かさを取り戻した笑みを浮かべて礼を言った。少しだけ救われた気持ちになり、この男はわりといい人なのかもしれないと、単純に思ってしまう。

　それにしても、雑草のようにひっそりと生きてきた自分の存在だけでなく、名前までも知っていたとは。

「よく私の名前をご存じでしたね」

「君を捜して連れてくるように言われていたんだ」

　新たな事実が明かされ、睡は整った眉をひそめた。一体誰が自分などに用があるというのか。

　九重は前方の揺れる車窓に目を向け、ようやく身請けの事情を話し出す。

「私は『心しん英えい社しゃ』という紡績会社を経営しているんだが、共同開発のためにとある社長と密約を交わしていてね」

「とある社長？」

「ああ。彼が持つ北陸の繊維工場や技術者を、心英社に一部譲渡してもらう計画がある。そのための条件が、人買いにさらわれてしまった愛娘を連れ戻すことだった」

　――北陸の繊維工場、人買いにさらわれた愛娘。

　その言葉が睡の脳内で線で結ばれ、たったひとり思い当たる人物が蘇る。これまで無理やり消していた男の顔が。

「峯村哲てつ夫おは、君の義理の父親なんだろう」

　名前を聞き、睡の背筋が凍った。

　母親は亡くなる一年ほど前に、哲夫と再婚していた。母が生きている間は睡を〝普通に〟可愛がっていて、いい父親だという印象を周囲も抱いていた。

　しかし、母親が亡くなり父子家庭となった頃から、哲夫の愛情が歪み始めた。

　睡にフランス人形のようなドレスを着せ、暇があれば髪を撫でる。最初は嬉しかった睡も、次第に違和感を覚えていった。

　母が残した道具で下手な化粧をされ、椅子に座ったまま動いてはいけないと言われる。それは徐々に過度になっていき、『お人形は食べたり歩いたりしないだろう』と、いつしか食べ物も与えられず、部屋から一歩も出してもらえなくなった。

　哲夫は、睡を本物の人形のごとく愛でたいという、過度な人形偏愛症となってしまったのである。

　人買いにさらわれたというのは、半分間違っている。知らない人に無理やり連れて行かれたわけではないからだ。

　衰弱した身体でなんとか隙を見て逃げ出し、あてもなくさ迷っていたところを哲夫の父、つまり睡の義祖父が見つけた。彼は哲夫の再婚相手である睡の母を好ましく思っておらず、その娘に対しても同じく邪険に扱っていた。

　助けを求める睡の話を聞いた義祖父は、あろうことか『哲夫がおかしくなったのはお前のせいだ』と罵り、自らが保証人となって睡を遊郭に売り飛ばしたのである。おおかた哲夫には睡が自ら外へ出たところを人買いに見つかって連れて行かれたのではないかなどと言い、目障りな少女の存在を消そうとしたのだろう。

　酷い仕打ちだが、睡にとっても遊郭に入ることは決して嫌ではなかった。哲夫のもとにいるよりも少しはましな生活ができると思い、むしろ望んで足を踏み入れた。

　生き地獄のような扱いを受ける家から抜け出せるなら、遊郭でもどこでもいい。それが遠く離れた東京なら、なおさら好条件だった。

　これで二度と会うまいと思っていたのに、まさか仕事を利用して九重に連れ戻させるとは。

　絶望の表情を浮かべる睡だが、九重は本当の事情など知らない。生き別れになった気の毒な親子を再会させてあげようとしているだけだ。

「ずっと行方がわからなくて、相当心配していたようだぞ。君たちが暮らしていたのは富山だから、吉原の遊郭までは調べられなかったんだろう。私がこちらで捜したら、わりと苦労せず見つけられたよ。君の噂が立っていたから」

〝噂〟と聞いて、睡はぎくりとする。

「峯村社長から、名前だけでなく君の特徴も教えてもらっていたんだ。背中に蝶のような――」

「やめて！」

　思わず声をあげ、九重の言葉を遮った。彼は目を見張り、口をつぐむ。

〝睡蓮という花魁は、背中に珍しく美しい蝶の形をした痣がある〟

　その噂自体は流れていても構わないが、哲夫が絡むと嫌悪に変わる。痣を見せるよう命じられて肌をさらすのが、なにより嫌だった。

　背中の痣に直に触れる、生温かい指。耳元で『可愛いなぁ』と囁ささやく、ねっとりと絡みつくような声。鮮明に蘇るそれを振り切りたくて、両手で耳を塞ぐ。

「やめて、ください……あの人には絶対に会いたくない。思い出したくもない……！」

　声も身体も震わせ、青ざめた顔をする睡を見て、九重はただ事ではないと感じ取ったらしい。

　哲夫の話を聞いた限り、よき父親として娘に会いたがっている印象を受けていた九重は、怪訝さを滲ませる。

「社長は心底君を取り戻したいようだったが？」

「それは……私を閉じ込めておきたいからです。誰の目にも触れないように、自分だけの人形になるように……。私は、その生活から逃げて遊郭に入ったんです」

　怯えた様子で話す睡が真意を話しているかどうか、見極めるようにじっと見つめたあと、九重は面倒そうなため息を吐き出す。

「……参ったな。厄介事に片足を突っ込んでしまったらしい」

　彼はシートに背中をもたせ、難しい顔をして額に軽く手を当てた。

　このまま、あの男のもとへ連れられて行ってしまうのだろうか。睡は不安で押し潰されそうになり、自分で自分の身体を抱き、腕をぐっと掴んだ。

　しばらくして車が停まり、睡は恐る恐る窓の向こうに目をやる。そこには立派な門があり、少し離れた場所に洋館のような白い外壁の建物が見えた。

「私の家だ。ここでひとまず詳しい話を聞こう」

　九重の手が背中側から腕に回され、睡の肩がびくりと跳ねる。構わず身体を支える大きな手からは、逞しさと思いのほか優しさを感じる。

　ひとまず無理やり哲夫のもとへ連れて行かれることはなさそうで、睡は胸を撫で下ろす。車を降りると、九重にしっかりと身体を支えられたまま、豪華な邸宅の中へ入った。

　焦げ茶色の木製のインテリアや床が重厚感を醸し出しており、格子状の窓やシャンデリア、ステンドグラスなどが見事な洋風建築だ。生まれてからずっと日本家屋にしか入った経験のない睡は、異世界に迷い込んだ気分になる。

　家の中にいたのは、女中らしき初老の女性がひとり。睡を見て最初は驚いた様子だったが、とても人のよさそうな笑顔と態度で迎えてくれた。

　九重は彼女に茶を用意するよう頼み、居間の南側にあるサンルームに睡を連れて行く。穏やかな陽が差し込むその空間には、小さなテーブルを挟んで肘かけのついた椅子が二対ある。

　向かい合って座り、茶が運ばれてひと息ついたところで、九重は睡の様子を窺いながら少しずつ幼少期の話を聞き出していった。

　貧しい家庭で育ち、母親は亡くなり、義理の父親に虐待めいた扱いを受けていた。ぽつりぽつりと語られるそれらを一部始終聞き、整った顔が忌々しそうに歪む。

「まさかあの峯村社長がね……。私も社長になって関わる者たちの人間性はよく観察して見識を備えてきたつもりだったが、見抜けなかったとは屈辱的だ」

　小さく舌打ちする九重と、睡も同じような顔をして暗鬱とした声を紡ぐ。

「二度とあの人には会いたくありません。どうしてもあの人のもとへ行けと言うなら、また逃げ出して吉原に戻ります」

　九重は再び面倒そうなため息をつき、気だるげに長い脚を組む。

「それでは私が女将に恨まれる」

「では、ここで舌を噛み切って死にます」

「うちをいわくつき物件にしないでもらえるか」

　睡は本気で言っているというのに飄ひょう々ひょうとした調子で返されるので、むっとしかめっ面をした。この男は慈悲深いのか、それとも無情なのかよくわからない。

　すると、九重はおもむろに腰を上げて睡のほうに歩み寄る。

「そう焦るな。まず確かめておきたいことがある」

　そう言って手を差し出され、睡は怪訝そうにしながらもおずおずと手を重ねて立ち上がった。

　そのまま手を引かれ、緩やかに曲がる階段を上って二階に連れて行かれる。ひとつの部屋の扉が開かれると、ベッドや鏡台が置かれた寝室になっていた。

　ここでなにを確認するのだろうと戸惑う睡と、涼しげな顔を変えない九重が鏡台の鏡に映る。

「少し着物を脱いで、背中を見せてくれ」

　突然告げられた思いもよらない言葉に、純粋な瞳が大きく見開く。

「えっ!?」

「なにもしない。痣を見るだけだ」

「で、でも……」

「できないなら私が脱がせる」

　躊躇ためらう睡に、九重は有無を言わさず近づいてくる。後ずさりするもすぐに鏡台にぶつかり、彼の長い指が帯締めに伸びる。

　痣を見てどうしようというのか。遊郭に来ていた客のようにことに及ぶわけでもなさそうだが、まだなにも知らない男に背中をさらすのは抵抗がある。

　しかし、どことなく威圧感があって帯を緩める手を止めることもできず、されるがまま解かれてしまった。腰紐だけで留めた状態で、衿を緩められる。

　男性に着物を乱された経験などない睡は、肩に手が触れただけで鼓動が異常なほど速くなる。

　胸の前くらいははだけないようにと、衿を合わせて強く握りしめ、背中が空気に触れてひんやりするのを感じながらぎゅっと目をつむった。

　しばらくして、肩甲骨の上辺りにある痣を確認したらしい九重が口を開く。

「これは故意につけられたものではないようだな」

「はい……生まれつきです」

　睡の返事を聞いた九重の表情からわずかに険しさが消え、軽く頷く。

「峯村社長に心だけでなく身体まで傷つけられていたんじゃないかと思ったが、そうではないようで少し安心した」

　気遣うような言葉と、そっと衿を戻す仕草に、睡の身体から力が抜けていく。

　哲夫には精神的な苦痛を与えられたが、暴力を振るわれたり性的暴行を受けたりすることはなく、それだけは救いだった。どうやら九重は、睡が痛めつけられていなかったかを確認したかったらしい。

（下心や好奇心とかじゃなく、私の心身をただ心配して……？）

　鏡越しに彼の顔を見やるとなんだか胸がもどかしくて、睡は合わせた衿を握る手に無意識に力を込めていた。

　彼が時々かいま見せる優しさは睡の胸を打つ。少々冷徹で強引な印象を受けるが、きっと根は温情ある人なのだろう。

　ベッドに置いた帯を手に取る九重を見て睡は我に返り、慌てて崩れた着物を直す。

「それにしても、身請けされる前に馴染みの客を取らなくてよかったな。その調子では男の相手などできなそうだ」

　鼻で笑いつつからかうような調子で言われ、睡は打って変わって頬を膨らませた。度胸のない女だと思われるのは心外だ。

「あなただからです」

　手渡された帯を抱いて言葉を返すと、九重の眉がぴくりと上がる。

「お客様相手なら割り切って肌をさらしますし、その覚悟もとっくにできていました。でも九重様は、一夜の夢を求めてくる他の方とは違う。私をちゃんとひとりの人間として見てくれる」

　財力を見せつけたり、甘い台詞を吐いたりして疑似恋愛を楽しむのではなく、花魁であってもなくても関係ない態度で接するこの男の前では、睡はただの女になる。

「だから……恥ずかしいんです」

　ぽつりと本音をこぼすと頬に熱が集まるのを感じ、自分を凝視している九重を視界から消すように瞼を伏せた。

　文句をつけたかったはずなのに、なぜ自分が照れているのか。彼と出会ってからずっと調子を乱されている。自分自身のことがよくわからない、この感覚は初めてだった。

「……〝時雨〟だ」

　しばらくしてそんな言葉が聞こえてきて、睡は俯いていた顔を上げる。

「九重時雨。名前で呼んでくれていい。様なんてつけられるような大層な人間じゃない」

「時雨、さん？」

　素っ気なく放った九重に、睡は今初めて知った名前を呼んでみた。彼は小さく頷き、綺麗に整頓されている部屋を見回す。

「しばらくはこの客室を使ってくれ。峯村社長については対応を考える」

　睡は目を見開いた。父親のもとへ連れて行く件は、ひとまず保留にしてもらえたようだ。

　胸を撫で下ろす睡に、時雨は真剣な眼差しを向ける。

「それと、絶対に死のうなどとは考えるな。自ら命を絶つなんて、冗談でも言うなよ」

　厳しさの中に心配の色を含んだ声を投げかけられ、睡は背筋を伸ばす。

　死ぬなどと軽々しく口にしてはいけなかった。玉響の一件で、睡自身もつらい思いをしたというのに。反省も込めて「はい」としっかり返事をした。

　納得した様子の時雨は、「帯を直してゆっくりしていろ」と言ってドアのほうへ向かう。その背中に、睡は感謝を込めて深く頭を下げた。




　その日の夕飯は、女中である菊きく子こが用意したものを時雨と共に食べることになった。食堂のテーブルに向かい合って座ると、着物に白い割かっ烹ぽう着ぎをつけた菊子が料理を運んでくる。

　ふたりの前に並べられたのは、牛肉を赤ワインでじっくり煮込んだビーフシチュー。遊郭で食べていたのは和食が主だったため、睡はその濃厚な味わいに感激して「ん～！」と声をあげた。

「とっても美味しいです！　こんなに柔らかいお肉、初めて食べました」

　泣きそうなくらい目をキラキラさせる睡に、テーブルの横に立つ菊子は目元のしわを深めて嬉しそうに笑う。

「たまたま昨日から煮込んであったんですよ。ごちそうを用意できてよかったです。時雨様が女性をお招きするなんて流れ星を見るくらい珍しいですから、睡様はよっぽど大切な方なんだろうなと……！」

「誤解だ、菊子さん」

　眉をひそめる時雨も、頬を染めて興奮気味の菊子もおかしくて、睡はクスクスと笑った。

　菊子が時雨に〝様〟をつけて呼ぶのは昔から絶対の決まりだったため、今も変えないそうだが、睡にはふたりが本当の親子のように感じられた。

「俺の前で初めて笑ったな」

　ワイングラスに手を伸ばす時雨が和やかに言い、睡はそういえばそうだと真顔になる。昨日からずっと緊張していて表情も強張っていたかもしれないが、いつの間にか変な力は抜けている。

　時雨が自分のことを〝俺〟と呼ぶのも初めて聞き、自分たちの間にある壁が少し崩れてきた気がした。

「菊子さんの料理はうまいだろう。これが食べたくて毎日帰ってきているようなものだよ」

「し、時雨様……！」

　胸の前で祈るように手を組み、感動している菊子。大袈裟に反応するところが可愛らしいなと思いながら、睡は尋ねる。

「菊子さんはずっとここで女中をしていらっしゃるのですか？」

「元は、夫の家の人間が代々九重家の使用人として勤めておりました。その夫もずいぶん前に亡くなって、娘も嫁いでしまったので私が引き継いでいるんです」

　なるほどと頷いた睡は、そういえば他の九重家の人々はどうしているのだろうと今さらながら気になった。今この家に時雨以外の人はいないが、これから帰ってくるのだろうか。

「時雨さんのご家族は？」

「母は十年前に、父は去年病で亡くなった。それで父の会社を継いだってわけだ。兄弟もいないんでね。親戚は遠い地で暮らしていてほとんど関わりがない」

　時雨は淡々と語るが、両親が亡くなっていると知り気の毒な気持ちになる。「そうだったんですか……」と呟いて目線を落とす睡に、彼は柔らかな声を投げかける。

「俺も君と似たようなもの、天涯孤独だ」

　顔を上げた睡の目に、わずかに憂いを帯びた笑みをこぼす時雨が映った。決していいことではないのに、身分がまったく違う自分たちにも似通った部分があるとわかると、不思議と心が温まる。

　食事する手を止めてしんみりとしていると、時雨は思い出したように菊子のほうを振り向く。

「ああ、すまない。菊子さんも家族同然だった」

「時雨様！」

　菊子は感涙するように顔をくしゃっとさせ、両手を合わせてついに拝みだしてしまった。

　睡は思わず噴き出し、笑って明るい気分を取り戻す。落ち着いたまま食事を進める時雨と、顔をほころばせる睡を、菊子は交互に見て穏やかな調子で言う。

「大丈夫ですよ。おふたりにも、いつか新しい家族ができますから」

　――新しい家族。それは考えたこともない発想だった。

（誰かと結婚して、子供を産むなんていうことが、こんな私にもできるのかな）

　今はまだ先が見えない状況だが、菊子の言葉や微笑みには、そんな幸せな未来が本当に作れそうに思えるくらいの不思議な力を感じる。

　小さな希望を抱かせてくれた彼女に感謝しつつ、睡も笑みを返して食事を再開した。




　あと一時間ほどで日づけが変わる頃、睡はひとり昼間時雨と話をしたサンルームにいた。一度はベッドにもぐり込んだがなかなか寝つけず、部屋を抜け出してきたのである。

　菊子は夕食の片づけを終えると自宅に帰ってしまい、今この家にいるのはふたりだけだ。

　面積の広いガラスの窓からは、濃紺の空にくっきりと浮かぶ満月がよく見える。夜でも明るい遊郭ではこれほど美しく見えなかった。灯りをつけなくても月夜はこんなに明るいものだったなと、まだ田舎にいた幼い頃に感じたことを思い出した。

　最も中なかのような月から、手に持った細長い煙管きせるへと視線を移す。これは玉響が使っていたもので、彼女の形見のひとつである。

　宴会の最中に、玉響は自らの唇で吸って火をつけた煙管を馴染みの客に渡していた。彼女は部屋でもよくひとりで一服していたが、その姿は色香が溢れるものだった。

　見よう見まねで煙管を人差し指の上に乗せ、親指と中指で挟んで持つ。それを口の高さに持っていったとき、足音と人の気配が近づいてくるのに気づいて振り返った。

　麻の葉柄の浴衣を着た時雨が、ゆっくりと歩み寄る。端整な顔に前髪が下ろされていて、昼間とはまた違った雰囲気に睡の心臓がどきりと鳴った。

　先ほど二十七歳だと聞いたが、いつからその匂い立つような色気を醸し出しているのかと感服してしまう。

　彼は煙管に目をやり、眉をひそめる。

「未成年がなにをやっている」

「本気で吸うつもりはありませんよ。眠れなくて、なんとなくこうしていました」

　藤浪楼の女将のごとく注意する彼に、睡は苦笑して肩をすくめた。

「この煙管、姉女郎が使っていたものなんです。気分を落ち着かせるために吸うのだと言っていたので、思い出して」

「まあ落ち着かないよな、他人の家では。でも、これは今の君には似合わない」

　遠慮のない物言いはどこか清々しく、睡はむっとするよりも確かにそうだと納得して笑みをこぼした。

　時雨はおもむろに椅子に腰を下ろす。

（もしかして、眠れないでいる自分に付き合ってくれるのかな）

　きっとこれも彼の優しさだろうと受け取り、心の中で感謝しつつ睡も昼間と同じ椅子に座った。

　睡の下ろした長い黒髪が、月の明かりでほんのりきらめいている。時雨は、花魁のときよりもやけに大人びて見える彼女の姿を一瞥し、少々気になっていたことを口にする。

「いくら父親のもとから逃げ出したかったとはいえ、遊郭に入って後悔しなかったのか？　どんな場所かはすぐに気づいただろう」

　問いかけられ、睡は月を見上げてしばし思いを巡らせる。あの頃はどんな心境だっただろうか。

「……当時の私は、ご飯が食べられて、仲間と笑って話せるだけで天国のようだったんです。あのまま暮らしていたのでは絶対に触れられなかった芸事をたくさん学べましたし」

　様々な思い出がよぎり、楽しいことも多かったなと睡の口元が緩む。義父に囚われた生活より、遊郭にいたほうが確実に安全で充実していた。

「遊女がどんなことをしているのかはっきり自覚してからも、自分の生きる道はそれしかないと思えば受け入れられました。義父が嫌なだけで、男性が苦手なわけではないですしね」

　もしも義父の影響で男嫌いになっていたら、それこそお歯黒どぶに身を投げていたかもしれない。幸い、遊郭に来る男性と接しても、嫌悪感を抱くことはなかった。

「それに……私は、姉女郎のようになりたかったのかもしれません」

　再び煙管に目線を落とし、睡は玉響の姿を脳裏に蘇らせる。

　花魁としての振る舞いを見習っているうちに、いつしか睡は彼女のように生きたいと思うようになっていた。

「みすぼらしかった私にも優しくて、とっても美しくて、世の男性すべてを魅了するような姉さんがすごく格好よかったんです。お客様から、身も心も本当に愛されているようで……」

　少しだけ開いた襖の隙間から、男と絡み合う場面をつい見てしまったことがある。相手が間夫の瑛一でなくても、玉響の声、表情、仕草、どれもが官能的でありながら決して汚らわしくなかった。

　愛のない行為でも、あんなふうに抱かれるなら一時の幸せを得られるのではないかとまで思った。睡も玉響に魅せられる者のひとりだったのだろう。

　黙って耳を傾けていた時雨は、感情を読み取れない無表情で軽く頷く。

「君は周りの人に恵まれたらしいな。とはいえ、吉原でのまがい物の色恋を、本物の愛だと勘違いする前に出られてよかったんじゃないか」

　確かにその通りなのだが、素っ気ない上に嫌味を感じる口調が睡には引っかかる。

　遊郭を出るとき時雨が『花魁は苦手だ』と言っていたことを思い出し、その理由を知りたくなって、睡はなにげなく問いかけてみる。

「時雨さんは、どうして花魁が苦手なんですか？」

「ああ……語弊があったな。花魁に偏見はないが、遊郭そのものが嫌いなんだ。女性の花盛りの時期を奪い商品同然に扱って、決まりを守らなければ酷い折せっ檻かんをされるんだろう？　そんな地獄のような場所、いっそ無くなればいいのにと思うよ」

　ほんの数秒月が雲に隠れ、冷たい声色で吐き捨てる時雨の表情をさらに暗くさせた。

　確かに女性にとっては地獄だと、睡は思う。藤浪楼は遊女思いの女将のおかげで待遇はいいほうであったが、もっと安い見世では酷いものだと話に聞いていた。

　客は当然喜んでやって来るので、時雨のように思う男性もいるのだと、睡は新鮮な気持ちになった。そして、花魁自体が嫌いなわけではないとわかって、なぜだか少し安心している。

「あなたのように思慮深い方が増えれば、きっと吉原も変わるんでしょうね」

　憂いを帯びた笑みを浮かべる睡を見て、時雨の表情もいくらか柔らかくなっていた。

　しばしの間、沈黙が流れる。不思議と心地悪さは感じず、ふたりでただ夜空を見上げていた。

　酒を飲む者の上機嫌な声も、舞いの音楽や女の嬌声も聞こえない。こんなに穏やかな夜を過ごすのはいつぶりだろうか。

「……ここは静かですね」

　ぽつりと呟いた睡に、時雨はいたずらっぽい流し目を送る。

「廓では遊女たちのよがる声が聞こえてきたか」

「それはもう毎晩」

　恥ずかしがらずにおどけてみせると、時雨も呆れたように笑った。

　本当に昨日までとは違いすぎて、こちらのほうが断然いい環境なのに落ち着かない。

「静かだし、ひとりだし、ベッドは初めてなので寝ている間に落ちてしまいそうで……」

「それで眠れないって？」

　子供みたいでからかわれそうだと思うも、正直に頷く。その予想通り、時雨は「子供か」と笑い交じりに言い、おもむろに腰を上げた。

　睡のもとへ近づいてきた彼は、彼女が持つ煙管を〝渡せ〟と言うように手で合図する。睡は小首を傾げつつ、とりあえず先ほどと同様の手つきで持って差し出した。

　その姿を見下ろし、時雨はいたずらっぽく口角を上げる。

「まるで張はり見み世せの遊女だな」

　明治の頃までは、張見世と呼ばれる遊郭の店先にあった格子の中で、遊女たちがずらりと並んで客を待っていた。吉原をぶらつく男の中でも好感の持てる者に向かって、自分で吸っていた煙管を〝お吸いなんし〟と格子越しに差し出し、誘っていたのだ。

　それを再現するように煙管を差し出させて、からかっているのだろうか。ただそれだけならやはり意地悪だと、睡は仏頂面になった。

　しかし次の瞬間、時雨の手が煙管へと伸ばされる。

「今夜だけ、睡蓮に戻れ」

「えっ？」

　すぐには意味がわからず、睡はきょとんとした。

　遊女の誘いに乗った客のごとく煙管を受け取り、それを片手で持つ時雨が、妙に妖艶な風貌で意味ありげに微笑む。

「ひと晩共にしてやる。ひとりでは眠れないんだろう？」

　その言葉で、今の一連のやり取りは遊女と客になったつもりで行ったのだと理解し、睡の顔はみるみる熱くなった。

（一緒にいてくれるのはありがたいけれど、こんなに回りくどいことをしなくていいのに！　絶対面白がっているんだわ）

　顔を赤らめて心の中で文句を言っているうちに、手を引かれて二階へと連れられていく。しかし向かうのは客室ではなく、時雨の部屋だ。

　扉が開くと、客室よりも少し広く、和洋折衷の気品ある雰囲気にいくらか生活感を感じさせる空間が広がる。

　ふたりで寝てもまだ余裕がありそうなベッドに歩み寄った時雨は、布団をめくって中に入り端のほうに寄る。それを見た睡はぎょっとした。

「まさか、同じお布団で寝るのですか!?」

「生憎、来客用の寝具は綿を打ち直している最中なんでね」

　ただ同じ部屋でひと晩過ごしてくれるだけだと思っていた睡は唖然とした。時雨は涼しげな表情を変えず、「早く来い。俺は明日も仕事だ」と言ってさっさと布団にもぐってしまう。

　睡は鼓動が大きく乱れるのを感じながら、どうしようどうしようと頭を抱える。

　昼間も言ったように、時雨は特別な男性であり、ひとつのベッドに横になるだけで緊張して逆に眠れなさそうだ。

　しかし彼を客だと思って接すれば、なんとか乗り切れるかもしれない。おゆかり様にするようにすり寄れば、自然に床へ入れるはず。

（そう、思い込むのよ。時雨さんはお客様、私は花魁、時雨さんはお客様……）

　心の中で何度もそう唱え、ここは遊郭だと思考を切り替えた睡は、ひとつ深呼吸をしてベッドに腰かけた。

　こちらに向けている背中に向かって、思い切って口を開く。

「旦那様、つれないではありませんか。私の煙管を受け取ってくださったのに」

「……は？」

　ゆったりとした色気のある口調で、睡が急にそんなことを言うので、時雨はおかしな顔をして振り向いた。

　初めて見る彼の戸惑う様子に、睡は意外にも好奇心をそそられる。今度は自分が意地悪を仕返してやりたい、と。

　布団をめくり彼の隣に身体を滑り込ませると、腕にそっと触れてとろけるような笑みを浮かべる。

「私も旦那様とこうしたいと夢見ていたのですよ。意地悪はよしてくださいな」

　甘えた声を蜂蜜のように絡ませる睡を、時雨はじっと見つめて固まっている。

　やればできるではないかと自画自賛すると同時に、余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくの彼も少しは動揺しただろうかと、睡は内心しめしめとほくそ笑んだ。

　しかしいつまでも続けられないので、ふっと力を抜き、作っていた営業用の笑みから素の表情に戻る。

「なんて、お客様になった気分は――」

〝いかがでしたか？〟と聞こうとした瞬間、視界が反転した。

　ベッドの上に長い髪が散らばって広がり、着物の裾から素足が覗く。見開いた瞳には、暗い天井を背景に前髪が垂れた色男が映った。

「ならば、遠慮なく君を抱こう」

　糖度が増した低い声が響き、骨張った手が睡の髪を優しく撫でる。

「え、あの、ちょっと……！」

　まさか本気なのかと、睡は目を白黒させた。身体は押し倒されたまま動かないが、心臓は激しく暴れている。

　あたふたしているうちに伏し目がちの美しい顔が近づいてきて、思わずぎゅっと目を瞑つむった。

　数秒後、くぐもった笑い声が聞こえてくる。恐る恐る片目を開けてみると時雨がおかしそうに喉を鳴らしているので、睡は一気に憮然とする。

「花魁ごっこに付き合ってみただけだ。やはり君は遊郭を出て正解だったな」

「なっ……！」

「でも惜しかったよ。少しそそられた」

　時雨は意味深に口角を上げたあと、身体を離して再び布団にもぐり込んだ。睡は湯気が出そうなほど真っ赤な顔を両手で覆い、声にならない声を出して悶える。

　ひと泡吹かそうとしたつもりが、あっさりとやり返されてしまった。しかも、この上なく心臓がバクバクと音を立てている。

（もう、まんまと手の平で転がされちゃって恥ずかしい……。でも〝そそられた〟ってことは、ちょっとは動揺したのよね？）

　元花魁の名に恥じなくてよかった、などとよくわからないことを思っていると、素っ気ない声が投げかけられる。

「ふざけていないで早く寝ろ」

「人のこと言えないでしょう」

　ぼそっと言い返し、睡も横になって布団を被る。ようやく落ち着くと、これまで使っていた寝具と歴然と差があることに気づく。柔らかくて温かく、とても寝心地がいい。

　微妙な隙間を開けて時雨が寝ているが、思いのほか緊張はすぐに解け、目が冴えていたのが嘘のようにあっという間に眠気がやってくる。

「時雨さんの隣、あったかい……」

　うつらうつらしながら呟くと、穏やかな声で「そうか」とだけ返ってきて、睡は安堵に包まれながらゆっくり瞼を閉じた。










独占熱望 ―誰にも渡さない―




　朝の気配を感じて時雨が重い瞼を開けると、目の前にあどけなさの残る寝顔があり、ぎょっとして一気に覚醒した。腕は柔らかな身体をしっかりと抱きしめている。

　そういえばと、夜中の出来事を思い出す。

　あれほど眠れないと言っていた睡はベッドに入るとあっさり眠りに落ち、逆に時雨のほうが寝つけなくなっていた。

　とりあえず瞼だけ閉じていると、寝返りを打った彼女がベッドの端に転がっていくのに気づき、落ちる寸前で咄とっ嗟さに抱き寄せた。

　本当に子供みたいだなと、呆れつつも胸のくすぐったさを感じてしばし彼女を眺めていると、ようやく睡魔がやってきて、気づけば今に至る。

　うぶかと思えば色香の漂う顔を見せたり、それとはまた違う憂いのある大人びた表情をしたりする。素直に気持ちを口にするし、階級社会の廓にいたというのにまったく擦れていない。

　時雨は特別だと言い、背中の痣を見るだけでとても恥らう姿も、未熟なくせに花魁になりきって甘えてくるのも、素直に可愛らしいと思った。

（吉原から出してやってよかったんだよな……？）

　穢けがれのないまま一般の世界に戻してやれてよかったと思う反面、父親との過去を知ると余計なことをしてしまっただろうかと少し罪悪感を覚える。

　しかし、もう後の祭りだ。時雨にできるのは、この娘が遊郭にいたとき以上に幸せな生活を送れるよう助けること。

　そのためにどうすべきかを頭の中で整理し、時雨はそっと腕を離した。

　睡を起こさないようにベッドを抜け出して支度をする。

　朝食は昨日のうちに菊子がふたり分用意しておいてくれたので、それをいただいた。今日も彼女は働きにやって来るし、睡には適当に過ごしていてもらえばいいだろう。

　丈の長いコートを羽織り、居間のソファに置いておいた鞄を持って出ようとしたとき、慌ただしい足音が聞こえてきた。

　夜着をまとったまま、少し乱れた長い髪をなびかせ、申し訳なさそうに眉を下げた睡がひょっこりと現れる。

「時雨さん、すみません！　とっても寝心地がよかったせいか、寝過ごしてしまって……」

　次第に頭を垂れてしょんぼりする彼女に、時雨はふっと短く笑って玄関へと向かう。

「別に寝ていてくれていいのに。見送りもいらないぞ」

「そうはいきません。後朝の別れと言われるように、共寝した殿方と別れる朝はお見送りするのが鉄則なので」

「花魁ごっこはまだ続いていたのか」

　くっついてくる睡に半笑いで返すと、彼女はなにかを思いついたように「あっ」と小さく漏らした。靴を履いて振り向いた時雨の視界に、上目遣いで見つめてくる睡が映る。

「旦那様にすぐに会いたくなってしまいそうです。早くお帰りになってくださいね」

　昨夜と同じ甘えた声と微笑みを向けられ、時雨は一瞬ぽかんとする。それもつかの間、花魁風の見送りをしているのだとわかり、整った眉をぐにゃりと歪ませた。

　その様子を見て、時雨を見上げている睡の口の端が引きつる。

「そんなに嫌そうな顔をしなくても」

「……やはり遊郭に通う男の気が知れない」

　呆れた調子で呟いた時雨がさっさと玄関のドアを開けるので、睡は慌てて「あっ、いってらっしゃいませ！」と声を投げかけた。

　ドアが閉まったあとで後ろを振り返り、小さくため息をつく。昨日と同様、不意打ちであんなふうにされると多少動揺するが、演技だと思うとどこか物足りない気分になる。

（……素で言われればもっとそそられるのかもしれないな）

　なぜか妙な思考が浮かぶ頭を軽く振り、時雨は車が待つ門へと歩き出した。




　時雨が社長を務める心英社は、明治の産業革命を受けて設立された紡績会社である。中小紡績を合併して規模を拡大し、今では本州の各地に最新の機械を導入した工場と、十分な労働力を持つ大企業だ。

　ここまで社を大きくした前社長への評判は相当なものだったが、息子の時雨もかなりの切れ者だと期待を寄せられている。

　有能な後継者であることと強く堂々とした振る舞いから、百獣の王とかけて密かに〝孤高の嗣し子し〟と呼ばれているほどだ。

　現在、綿糸や綿織物の輸出が輸入を大きく上回っている状況で、紡績会社が日本経済の一翼を担っていると言っても過言ではない。

　しかし、世界情勢によってはいつ低迷に陥るかもわからない。綿工業ばかりに頼らず日々発展させていかなければならないと考え、時雨は社長に就任する前から試行錯誤していた。

　そのひとつとして研究を進めているのが合成繊維である。日本でこの生産を試みている企業は稀だが、あるとき心英社の他にも製造法を研究する者たちが存在することを知った。

　彼らは、峯村哲夫が所有している繊維工場で技術者として働いているという。しかし、哲夫はその研究には否定的であり、協力を得られない技術者たちは資金面や環境の悪さで苦労していた。

　そこで時雨は共同開発の話を持ちかけ、技術者と工場の一部を譲渡してほしいと哲夫に交渉した。そうして譲り渡す条件として出されたのが、睡を連れ戻すことだったのである。

　峯村は警察にもかけ合ったが娘の行方はわからずじまいで、他に捜す術も伝手もなく途方に暮れていたという。

　正直かなり面倒だし変わった要求をするものだと思ったが、金よりも娘が必要だと、今にも泣きだしそうな顔で必死に頼み込む彼の姿を見て、ひとまず可能な範囲で調べてみることにした。

　時雨には、私立探偵として働く同い年の友人、茨いばらがいる。学生時代からの付き合いの彼は非常に有能であり信頼度も高く、社内犯罪の有無や取引先に不審な動きがないかなどを調査してもらうことがある。

　睡の行方捜しも彼に頼んだところ、驚くほど早く発見した。……といっても、その件に関しては彼がたまたま睡蓮の噂を知っていたからで、特に有能さは関係なかったのだが。

　日に本ほん橋ばしにある本社ビルに出社した時雨は、社長室で書類を確認しながら茨を待っていた。昨日のうちに連絡を取り、ここへ来るように言っておいたのである。

　しばらくして、着物にとんびの形をしたコートを羽織った茨が約束通りやってきた。

　カンカン帽の下には若干だらしなく伸びた癖のある髪、口元にはうっすらと髭ひげが覗くが、それすらも洒落て見えるのは彼の男前な顔立ちのおかげだろう。

　陽気な茨はニカッと愛嬌のある笑顔を見せ、ひらりと片手を挙げる。

「よぉ、時雨。今日も冷たい顔してんなー」

「生まれつきだ」

　お決まりのやり取りをして、茨は当たり前のように応接用のソファに座る。時雨も棚からいろいろな種類の駄菓子が詰まった入れ物を取り出し、テーブルの上にどんと置いた。

　これは茨専用のお茶請けだ。昔から駄菓子が好きだったり、見た目に似合わず酒に弱かったりと、お子ちゃまのようなところも愛嬌のひとつだと時雨は思っている。

　茶はそのうち部下が届けてくれるので、そちらは任せて時雨も向かいに腰を下ろした。茨はさっそく串が刺さったカステラを選び、封を開けながら言う。

「また社内調査？」

「いや、今回は仕事はあまり関係ないが早急に頼みたいんだ。報酬は弾む」

「お、てことは結構重要な案件か」

　茨はぴくりと眉を上げ、カステラを咥くわえて身を乗り出した。

「峯村哲夫という男の身辺を探ってもらいたい」

　時雨の口から出た、つい先日も聞いたばかりの苗字に、茨は不思議そうに目をしばたたかせる。

「峯村？　この間の睡って子も峯村だったよな。まさかその子を捜してた父親？」

「ああ……もしかしたら陰で背徳行為をしているかもしれない。ただの勘だが」

　睡の幼少期の話を聞き、時雨は哲夫に対して疑惑を抱き始めていた。

　時雨に睡の件を頼んだのは、自分では手が回らない東京方面を探してもらえると思ったからだろう。しかし、それほど彼女に執着しているのに、いくら伝手がなかったといえ約十年もの間なにもせずにいられるだろうか。

　もしかしたら、警察に届け出た話自体が嘘だったのかもしれない。いろいろと調べられたら、睡を監禁していた事実を知られることも十分ありえるのだから。

　人形偏愛症が行きすぎた者が、愛でる対象を失くしたまま生活ができるのかも疑わしい。大抵は依存するものではなかろうか。

　そうだとすれば、別の女子を身代わりにすることで欲を満たしている可能性もある。なにかしらの証拠を掴めれば、睡を渡さずに峯村をやり込めることができるのではと考えたのだ。

　茨は真剣な時雨の様子をじっと見て、話を引き受ける価値はありそうだと直感し、ゆっくり頷く。

「ふーん……。で、その峯村はどこにいるんだっけ？」

「富山」

「遠いな！」

　間髪を入れずに、茨は驚きの声をあげてのけ反った。

　東京から北陸方面までは鉄道は繋がっておらず、乗り換えやバスを駆使して向かわなければならないため容易ではない。

「お前、北陸なんて行くだけで半日近くかかるぞ。そもそも俺が対応可能な地域は関東なんですけど」

「まあ旅行だと思ってくれ。行き方はちゃんと教えるし、俺もあとから行くから」

　涼しげな顔で手帳と万年筆を取り出す時雨に、眉根を寄せた茨はカステラの串を突き出して乱心する。

「なぁにが旅行だ！　人から強制された旅行なんざ御免だね」

「金は出すって言ってるだろ」

「だからそーいう問題じゃ……」

「お前なら移動も含め三日もあればなにかしらの情報は掴めると思うが、なるべく急ぎで頼む。なにかわかったら逐一報告」

「聞いちゃいねぇ！」

　茨は再びのけ反って天を仰いだ。

　時雨の強引なところは昔から変わらない。なのに、根は温かい性格なので憎めず、お人好しな茨は結局どんな依頼も毎回受けることになるのだが、すぐに気が乗るわけでもない。

　ずれたカンカン帽を取り、ソファにだらりともたれて情けない声で呟く。

「この間の人捜しが楽だったかと思えば、なんて人使いの荒い……。あー、俺も睡蓮ちゃんにひと晩癒してもらおうかな」

「駄目だ」

　咄嗟にぴしゃりと放った時雨を、茨はキョトンとして見やる。時雨自身、彼の発言が冗談であることくらいわかるのに、なぜ本気で制してしまったのかが理解できず書く手を止めた。

　ほんの数秒、時が止まったようにお互い固まっていたが、時雨はややぎこちなく目を逸らして再び万年筆を動かし始める。

「彼女はもう花魁じゃない」

　もっともな理由を口にすると、じっと時雨を見つめていた茨も、睡について以前少しだけ聞いたのを思い出す。

「ああ……そういえば父親のもとに連れて行くとか言ってたっけ。でも、その父親が怪しいことをしてるかもしれないんだろ？　本当にそうだったらどうするんだよ、彼女は」

　時雨は富山への移動方法を書きながら、思考を巡らせる。

　哲夫のもとへ行かないなら、睡はこれからひとりで生きていかなければならない。そのための手助けもしてやるつもりだが、哲夫の一件が収まるまでは具体的な考えはまとまらない。

　書き終えるとその面を一枚破り、哲夫の名刺と一緒に差し出す。

「それについては峯村を調べてからだ。この仕事は茨にしか任せられない。頼んだぞ」

　真剣な眼差しを向けられた茨は、徐々に迷いが消えていく。時雨は相手の損になるような取引はしない男だし、なんだかんだ言いつつ孤高の嗣子に信頼されるのは嬉しくもあるのだ。

　茨は一度くしゃくしゃと頭を掻き、帽子を被り直して手控えと名刺を受け取る。

「ったく、わかったよ。ちゃんといつでも電話に出られるようにしておけよ」

「なるべくそうする」

「あと、今度そのお茶請けに寒天ゼリーも入れといて」

「はいはい」

　相変わらず〝子供か〟と言いたくなるような茨の要求に笑いつつ、無茶な頼みも引き受けてくれる彼に時雨は感謝していた。




　普段通りの仕事を終え、午後七時になる前に帰宅すると、着物に割烹着をつけた睡が夕食を食堂に運んでいるところだった。

「時雨さん、おかえりなさいませ！」

「……ああ」

　明るく迎えられ、なんだかむず痒がゆくなる。睡の存在が増えただけで、今日はやけに家の中が華やいでいる気がした。

　台所から菊子も姿を現し、いつにも増してニコニコしている。

「睡様が家事を手伝ってくださるので、とても助かりましたのよ。女同士のお話もたくさんできて、四半世紀若返った気分です」

「菊子さんとご主人のなれそめ、とっても素敵なんですよ～」

　うふふ、と楽しそうに笑い合うふたり。時雨はもうこんなに仲よくなったのかと驚きつつ、自分がここに混ざるのは場違いな気がしていた。

　微妙に肩身の狭さを感じ、ひとまず居間のソファに鞄を置こうとしたとき、窓際に花が飾ってあることに気づく。緑の長い葉がすっと上に伸び、白い六枚の花びらをつけた水仙だ。

「その花も君が？」

　睡に尋ねると、彼女は盆を抱えて隣にやってくる。

「はい、庭に綺麗な水仙が咲いていたので。時雨さんのお母様のお道具を使わせていただきました」

「奥様も生け花がお好きでしたからねぇ。睡様が華道を習っていたとおっしゃったので、私も久しぶりに見たくなったのですよ」

　時雨は菊子の言葉になるほどと頷き、近くに寄ってじっくり眺める。花は可憐で、かつまっすぐ伸びた葉が凛々しく、睡自身を表しているように感じた。

　腕を組んで眺める時雨の後ろから、睡が遠慮がちに声をかける。

「すみません、勝手に……ご迷惑でしたか？」

「いや、なかなかいい出来栄えだ。花は癒されるな」

　時雨の口元が自然に緩む。それを見て、睡も嬉しそうな笑みをこぼした。

　菊子が台所に戻って料理の仕上げをしている最中、時雨はふと気になったことを問いかけてみる。

「睡蓮の花は生けられるのか？」

「ちょっと難しいですが、できますよ。平たい器を使って水に浮かべるように生けるんです」

「へえ、それも見てみたいものだな。君なら睡蓮も美しく魅せるんだろう」

（自分のもうひとつの名前だった花を彼女自身が生けたら、また味わい深い作品ができあがりそうだ）

　単純に興味があって口にしたのだが、睡に目線を移すとなぜか浮かない表情をしている。どうかしたのか問いかけようとしたとき、彼女は探るような時雨の視線に気づいて顔を上げた。

「ありがとうございます。雨の季節になったらできるといいのですが」

　そう言う睡の微笑みが、心なしか寂しそうに見える。時雨の胸にわずかな引っかかりを残したまま、彼女は台所のほうへと向かっていった。




　その日の晩も、ふたりは同じベッドで眠ることにした。

　睡は一度は遠慮したものの、ベッドから落ちる寸前だったという話を聞いてやはり添い寝させてもらおうと決めたのだ。

　この日も先に眠りに落ちたのは睡のほうで、むにゃむにゃとなにかを言っている。

「ん～きもちぃ……しぐれしゃん……」

　相当寝心地がいいようでなによりだと、時雨の口元が緩んだ。確かに普段は感じないぬくもりが隣にあるが、時雨自身も不思議としっくりきている。

　睡の無防備な寝顔を眺め、なんとなく髪にそっと触れてみると、身体より心が温かくなる。

　共同開発の件、哲夫への対応、睡の今後。絡み合ったそれらがすべてうまくいくように、考えを巡らせながら瞼を閉じた。




　翌日、無事富山に着き調査を始めた茨から連絡が来た。哲夫の弱みを握るような情報が得られたかと期待したものの、返ってきたのは残念なものだった。

　睡を売った哲夫の父親と、母親もすでに他界しており、現在はひとりで暮らしているらしい。哲夫の自宅や帰宅途中の様子を偵察しても、なんら怪しいことはないという。見当違いだっただろうかと落胆するも、もう少し調査を続けてほしいと頼んで電話を切った。

　睡の居場所がわかったとき、すでに哲夫に連絡を取ってしまっていた。適当に理由をつけて会わせるのを引き延ばしているが、いつまでもこのままではいられない。

　とりあえず直接哲夫のもとへ行き、話し合うことにする。もし現在彼が真っ当に生きていたとしても、睡を精神的に苦しめていたのは事実。それを見過ごすわけにはいかない。

　同居生活を始めて三日目の夕食時、時雨は睡に向かって告げる。

「明日、君のお義父さんに会いに行く」

　睡の身体がぴくりと反応し、食事をする手が止まった。

「そこで君の現状を話してみるつもりだが……」

「時雨さん」

　話の腰を折った睡は、なにかを決意したような強さが滲む表情で時雨としっかり目線を合わせる。

「私も義父のもとへ行きます」

「……え？」

　意外なひと言に、時雨は眉根を寄せた。

　あれほど嫌がっていたのに、急にどうしたのか。むしろ、今は時雨のほうが行かせたくない気持ちが大きい。

「昨日も今日も、ずっと考えていたんです。会いたくないと拒否ばかりしていたけど、私のわがままで時雨さんの事業に影響を出すわけにはいかないって」

　テーブルに並ぶ料理を見るともなしに眺めて語る睡を、時雨はじっと見つめる。

「菊子さんに聞きました。時雨さんは、ものすごい重圧の中で毎日会社と社員のことを考えているのだと。義父との取引も、とても重要なものなんでしょう。もし私のせいでうまくいかなくなったら、申し訳が立ちません」

「……まあ、共同開発の件はなんとしても実行させるが」

「ふふ、さすがは孤高の嗣子様」

　相変わらず強気な時雨に、睡は表情をほころばせた。嫌味も憂いもなく、自然な笑みだ。

「だから、私のことは気にしないでください。もうあの頃みたいな子供ではありませんから、義父の言いなりにはならないし、いざというときはまた逃げ出します」

　ぐっと拳を握り、茶化して笑う彼女は、決意が固まっているように感じる。しかし時雨の脳裏をよぎるのは、昨日の寂しげな笑み。あれが彼女の本心に違いない。

　一度戻ったら逃げ出すのは至難の業だと、彼女自身も重々わかっているはず。そんな場所、廓と同じではないか。

　それなのに、自分の身よりも会社への影響を案じている健気な睡に、時雨は胸を掴まれるような感覚を覚えた。

（……この子は、絶対に渡さない）

　ますます強くなるその思いを抱き、箸を置いて口を開く。

「俺の意地が悪いのは、菊子さんから聞かずともわかっているだろ？　よだれを垂らす醜い獣けだものに、易々と餌を渡すような男じゃないんだよ」

　時雨の言葉に、睡は目を見張る。

「君が幸せにならなければ、俺が女将に恨まれると言っただろう」

「でも――！」

「睡」

　落ち着いた声で初めてちゃんと名前を呼ぶと、反論しようとした彼女は口をつぐむ。

「俺は、君につらい思いをさせたくて吉原から出したわけじゃない。きっかけは事業のためだったが、この身請けでその子には幸せになってほしいと願っていた」

　遊郭から出たくても出られない女性が数多くいる中で、家族と再会できる機会に恵まれた睡は幸運だと、時雨は思っていた。その手助けをできるのは嬉しくもあった。

　しかしその家族が、父親として娘を愛せるかどうか、信頼の置けない人物だったとは痛恨の極みである。彼女の幸せを約束できないのに、無責任に手放したりはしない。

　睡に安堵してほしくて、時雨は真剣な表情を少しだけ柔らかく崩す。

「会社も君も、必ず守ってみせる。だから、ここで俺を待っていてくれ」

　優しく、しっかりと諭され、睡は目を見開いた。その澄んだ瞳には、本当にいいのだろうかという戸惑いと、かすかな希望が揺れていた。




　同居生活四日目の朝、時雨は早いうちから家を出てひとり富山に向かった。

　長旅を終えて降り立った北陸の地は、近代的な建物はまだ少なく田園風景が広がっていて、東京とは違った空気が新鮮だ。雪が多い地域としても知られており、その時期より少し早いもののすでに寒さは厳しい。

　足早に哲夫が経営する工場へ向かい、併設されている事務所に入ると、社員と話していた哲夫が目尻を下げた笑顔を見せて時雨のもとへやってきた。

　中年男性の中では若々しいほうで、腰の低い態度の彼は、一見異常性を持った男には見えない。

「九重社長、遠いところたびたびご足労おかけして申し訳ありませんね」

「いえ、こちらこそお時間を取っていただき、ありがとうございます」

　営業用の笑みを貼りつけて挨拶を交わし、奥の社長室へ案内される。応接用のソファに座ってまずは仕事の話を始めるが、哲夫がその間そわそわしているのは明らかだった。

　話がひと区切りついたところで、彼は待ち切れないといった調子で身を乗り出してくる。

「それで、九重さん。娘は見つかったのですよね？」

「ええ。立派に成長しておられました」

　時雨は飄々と答えるが、一向に睡の姿が見えないので哲夫は困惑している。笑みもぎこちない。

「それはよかった、安心しました。あのー……早く睡に会いたいのですが」

「申し訳ありませんが、今日は連れてきておりません」

　きっぱりと言い放たれ、哲夫の顔から笑みが消えた。

　意味がわからない様子で「なぜ……」と呟く彼を、時雨も無表情になって見据える。

「ひとつお聞きしたいのですが、娘さんと最後にした会話を覚えておいでですか？」

　突然そんな質問をされた哲夫は、表情を強張らせる。質問の意図が理解できないせいか、はたまた別の理由か。

「そんなことを聞いてどう――」

「お答えください」

　ぴしゃりと言葉を遮り、厳しい視線を突き刺す。そんな時雨にわずかに委縮したのか、哲夫は目を泳がせて黙り込んだ。

　しばらく待っても返答がないので、時雨は冷淡な笑みを口元にだけ浮かべる。

「やはりわかりませんか。まあ無理もないでしょうね、人形は喋りませんから」

　強調した最後の言葉に、哲夫が明らかにぎくりとしたのを、時雨は見逃さない。

　睡の話が本当である証拠はなにもないので、彼女が大袈裟に話している可能性もゼロではなかった。今日ここへ来たのは真実を確かめるためでもあったが、やはり彼女を信じて正解だったようだ。

　次第に顔が青ざめていく彼を冷ややかな目で見ながら、ソファに背中を預けて腕を組む。

「まんまと騙だまされましたよ。あなたはその辺の役者よりずっと演技派だ」

「……なんのことです？」

　目を合わせずにしらを切ろうとする姿に若干の苛立ちを覚えつつ、時雨は率直に物申す。

「娘さんからあなたとの昔の生活ぶりをお聞きしました。監禁状態で食事もさせてもらえず、衰弱した身体で命からがら逃げ出したと。あなたの名前を出した途端、ずいぶん怯えた様子になっていました」

　哲夫に対してひとつ疑問なのは、父のもとへ行くと知らされた娘に嫌がられるのは予想しなかったのか、ということ。

　考えられるのは、時雨が事業のために有無を言わさず連れてくると踏んだか、もしくは睡が哲夫への恐怖心から言いなりになるだろうと高を括っていたか。どちらにせよ浅はかであるし、大外れだ。

　時雨が鋭利な視線を向けて反応を窺うが、哲夫はいくらか冷静になってきたらしく、ふっと笑い飛ばす。

「そんなのはでたらめですよ。きっと人買いにさらわれたあと、そうやって酷い扱いを受けたせいで記憶が曖昧なんでしょう。かわいそうに」

（その台詞こそ、こうやって責められたときのために用意していたものだろう。でたらめはどっちだか）

　白々しい嘘を吐くこの男に虫むし唾ずが走り、時雨の表情は徐々に険しくなっていく。

　無意識に睨みつけていると、哲夫は痺しびれを切らしたように握った手でテーブルをドンと叩き、声を荒らげる。

「見つけたのなら早く渡してください。九重さんに渋る理由はなにもないでしょう？　私の大事なひとり娘ですぞ!?」

　最後のひと言にぴくりと反応した時雨は、わざとらしく首を傾げてみせる。

「ひとり？　数人の間違いでは？」

　哲夫は意表を突かれたように目を丸くして押し黙った。

「あなたが所有している山奥の別荘にも、何人かの少女がいるそうですね。身寄りのない子を引き取って幽閉し、自分の思うがままにしていたとか、そんなところでしょうか」

　時雨の言葉で、彼の顔はみるみる青ざめ、額には冷や汗が滲む。

　実はここに来る前に、茨と待ち合わせをして追加で得た情報を教えてもらっていたのだ。

　哲夫が自宅以外にも家を持っている可能性もあると考え、昨日茨と電話した際にそちらも調べてほしいと頼んでいた。その予想は大当たりで、茨が懸命に調査したところ、見つけた別荘には助けを求める痩せ細った少女たちがいたという。

　中から鍵を開けてもらって話を聞くと、周りには民家も店もなにもなく、外に出たところでどうしようもないと諦めていたらしい。哲夫は休日しか来ないため、家にあるものを密かに食べて飢えを凌しのいでいたのだ。

　彼女たちも人形同然の扱いをされていたようだが、身体の所々に睡とは違う痣がついていた。手を上げられていたのは明らかで、今の哲夫に睡を渡していたらどうなっていたか、想像するとぞっとする。

　もちろん茨はすぐに警察に連絡し、少女たちは無事保護された。今頃、哲夫の身元も割れていることだろう。

「すでに警察が動いています。捕まるのも時間の問題ですよ」

「ぐっ……貴様ぁ！」

　般はん若にゃのような顔をした哲夫が、なにか喚きながら掴みかかってくる。愚かだと睥へい睨げいし、時雨は軽やかに身をかわす。

　騒ぎを聞いた社員が中へ入ってきたときには、時雨が腕を捻ひねり上げてソファに押さえつけていた。社長としての威厳は見る影もない哲夫の姿に、皆が愕がく然ぜんとする。

　悔しげな声をあげる彼を見下ろし、時雨は感情を押し殺した声で言い放つ。

「あなたの人間性は卑劣極まりないが、優秀な人材を手に入れていたことだけは評価に値します。安心してください、この会社を引き継げる者はちゃんとおりますから」

　わずかに口角を上げ「それと」と続けた直後、すっと冷徹な表情に戻し、瞳の鋭さを増して強く戒める。

「金輪際、睡に会おうなどとは考えるな。もし姿を現したら、私が制裁を与える。それを頭にしっかり刻んでおいてください」

　時雨の表情や声色から露わになる凄みに、哲夫は目を見開いて絶句していた。

　しばらくして警察が到着し、哲夫はさほど抵抗することもなく連れられていった。残された社員や、時雨が手に入れた技術者と今後の対応について話し合い、てんやわんやの一日が過ぎていく。

　この日は近くに宿を取って一泊した。布団に入って眠りにつくまでの時間も、東京に戻るまでの長い道のりの間も、頭の中を巡るのは家で待たせている彼女のこと。

　あの子はようやく、父親の人形でも花魁でもない、普通の女性に戻れた。これからどんな生き方を選択するかは彼女の自由だが、時雨はすでにあるひとつの決意を固めている。

　哲夫の事実を知らせるのはあまりに酷なので黙っておくつもりだ。彼のもとに行くのを拒否していたとはいえ、あのような事態になって睡は本当に身寄りをなくしてしまった。そうした責任は時雨自身にもあると重々承知している。

　しかし、これから睡に対して行おうとしていることは責任感からではない。ただただ彼女を放っておけないという、心の奥から湧いてくる素直な感情に従うだけだ。




　師走の直前にしては緩んだ空気が肌を撫でる夕方、自宅に戻った時雨が玄関のドアを開けると、待ち侘びたかのように睡が小走りにやってきた。

　その顔には哲夫の件に対する不安や、時雨が帰ってきたことの安堵が入り交じっている。

「時雨さん……！　おかえりなさいませ」

　複雑な心情を露わにする睡は、それから先の言葉が出てこないらしく目を泳がせる。

　時雨は真剣かつ柔らかな眼差しで彼女を捉え、一枚の紙切れを差し出した。

「君は、俺が意地悪なだけでなく強引なこともわかっているだろうから、遠慮はしない」

　帰宅早々出された用紙を戸惑いつつ受け取った睡は、そこに記された〝婚姻届〟の文字を見下ろして息を呑み、目を見開く。

「これから〝九重睡〟にならないか」

　確固たる意思を感じる時雨の声が、睡の鼓膜と心臓を大きく揺さぶった。










愛縁蜜月 ―夫婦の在り方―




　これほど強い衝撃を受けたのは、睡の人生で二度目だった。

　一度目は初対面の相手に身請け話を出されたとき。そして今、あのときの男性に求婚されている。睡の脳内は一気に大騒乱と化しているのだが、実際は唖然としてたどたどしく言葉を紡ぐことしかできない。

「結婚……するってこと、ですか？」

「ああ」

「時雨さんと、私が？」

「そうだ」

　若干震える声で確認する睡に、時雨は淡々と答える。その瞳はいつもと同様に冷静だが、揺るぎない力強さも湛えている。

「峯村社長には話をつけてきた。事業についても心配いらない。ただ、義父との関係を断ち切ることで身寄りがなくなってしまうから、俺が君を娶めとる」

　時雨の大胆な決断に、睡の胸に熱いものが込み上げた。

　哲夫と完全に関わらないようにするためには、縁を切るのが一番だろう。どうにか絶縁してひとりで生きていく選択もあると、睡は時雨の帰りを待っている間に考えていた。

　しかし彼は、この家を睡の居場所にしようとしてくれている。ただ場所を提供するだけではなく、新しい戸籍を作ってまで睡をひとりにさせないつもりだ。

　その寛大すぎる心に感動して睡の胸は打ち震えたが、本当に結婚に踏み切っていいのだろうかと不安もよぎる。一大企業の社長と元花魁の自分では、あまりに釣り合わないと思えたからだ。

「でも……時雨さんにとって賢明なことだとは思えません。あなたほどの方には他に相応しい女性がたくさんいるはずです。私なんかと一緒になったら、世間になにを言われるか」

「君の身分や生い立ちで非難する者がいたら、それは立派な差別だ。俺はそんなものに惑わされずに、自分が守りたい人を妻にする」

　一片の迷いもなく堂々と返され、睡は唇を結んだ。

　時雨が結婚しようとしているのは睡に対しての同情や責任感からではなく、〝守りたい〟というちゃんとした己の意思があるからだと感じ取れる。

　睡の胸は、焼け焦げそうなくらい熱くなる。

「どうするかは睡が決めろ。君はもう自由なんだから」

　その言葉にはっとした。睡自身の意思で決めていいと任せられたのは初めてに近い。

　時雨は意地悪で強引かもしれないが、必ず睡の心を気遣い、気持ちを尊重してくれる。こんなにかけがえのない人が差し伸べる温かい手を、どうして振り払うことができようか。

「……私、本当に時雨さんの家族になっていいんですか？」

　潤む瞳で見上げて確認すると、彼は〝何回聞くのだ〟と言わんばかりに呆れながら笑みをこぼして頷く。

　睡は泣きそうになりながらも破顔し、「嬉しい」と本心を吐露して婚姻届を胸にそっと抱きしめた。

　ずっと、家族と暮らす人並みの生活に憧れていた。これからそれが現実になるかもしれない。なにより、他の誰でもない時雨と新しい関係を作っていけることが、睡は心から嬉しかった。

　うっすら涙を浮かべつつ笑顔の花を咲かせる睡を、時雨は意外そうに目を開いて見つめる。驚きを含んでいたその瞳は次第に細められ、柔らかな笑みが生まれた。

　喜びに浸る睡に、ふいに彼の手が伸ばされる。それは睡の頭に触れ、自身の胸へと引き寄せた。

　額をこつんと当て、目をまん丸にして固まる彼女の耳に「睡」と呼ぶ声が響く。

「これからはつらさも喜びもすべて分け合って、共に生きよう」

　頼もしいひと言で、睡の脳裏に浮かぶ未来が一気に鮮やかに色づいた気がした。

　愛し合った末の結婚ではない。けれども、ふたりの間には特別な絆が生まれている。

　どんなことがあっても添い遂げようと一いち蓮れん托たく生しょうの覚悟を決め、睡は瞼を閉じて「よろしくお願いします」と応えた。




　数日後、必要な書類が用意できたふたりはさっそく婚姻届を提出した。

　睡にとって、東京はいまだに外国のように感じる。その街を時雨と並んで歩くだけで不思議な感覚なので、夫婦になったという実感を得るには時間がかかりそうだ。

　本人たちよりも周りの人間のほうが盛り上がっている。結婚記念日となった今日は、菊子が腕によりをかけてごちそうを用意していた。

　和洋折衷の品々をダイニングテーブルにずらりと並べる菊子は、先ほどからずっと頬を紅潮させてうっとりしている。

「睡様が身請けされたのだとお聞きして、やはりおふたりはお熱い仲だったのだと確信しておりました。時雨様が遊郭に通われていたのはシマウマがワンワンと鳴くくらい意外でしたが、それも睡様にお会いするためだったのですね！」

「半分誤解だ、菊子さん」

　興奮している菊子に、時雨は苦笑を交えてやんわりと訂正した。

　睡が吉原にいたことは彼女自身が打ち明けていたのだが、いつの間にか時雨が遊郭に通っていたことになっている。時雨としては、色好みだと勘違いされては癪しゃくなのだろう。

　しかし菊子には強く言えない彼を見て、睡はくすくすと笑った。

「今夜はささやかながら祝宴といたしましょう。そろそろ茨様もお見えになるかと……」

　菊子が言いかけたときちょうど呼び鈴が鳴り、客人がやって来たことを知らせた。

　時雨が会社関係よりも先に結婚すると知らせたのは茨で、招待したわけではないのに今夜祝いに来る気満々だったという。時雨は面倒くさそうにしていたが、睡は彼の友人である私立探偵に会えるのを楽しみにしていた。

　菊子と一緒に玄関ホールへ向かうと、カンカン帽を被りとんびを羽織ったお決まりの姿の茨が、片手に風呂敷の包みを抱えて現れた。

「どうもこんばんは～。そしてご結婚おめでとう～！」

　入るなり歓声をあげる茨に、時雨は「うるさい」とぼそっと呟く。菊子と睡は、明るい客人を笑って出迎えた。

　茨は帽子を取り、少し上体を屈めて小柄な睡に目線を合わせる。

「君が時雨の奥様か」

「はじめまして、睡と申します」

「会いたかったよ、睡ちゃん。俺は時雨の大親友の茨。よろしくね」

　愛嬌のある笑顔でとても気さくに片手を差し出す彼に、睡は人当たりのよさを感じて快く握手をした。

　眉をひそめる時雨はすかさず「大親友？」と繰り返すが、茨はお構いなしに風呂敷の包みを開けて中に入っていたものを手渡す。

「はい、結婚祝い。富山名物の鱒ます寿司と、越えっ中ちゅう瀬せ戸と焼やきの湯呑。ぜひふたりで使って」

「……どうも」

「富山ってやっぱり海の幸がうまいよねぇ。高級旅館は対応が違うし、温泉もよかったし」

「存分に楽しんできたようでなによりだよ」

　最初は乗り気ではなかったはずがちゃっかり贅沢をして帰ってきた茨に、時雨は呆れた笑いをこぼした。しっかり目的は果たしてくれたので、なにも文句はない。

　茨はさらに、もうひとつの紙袋を睡に渡す。

「睡ちゃんにはこれも」

「わぁ、駄菓子がいっぱい！　ありがとうございます」

　中にはたくさんの駄菓子が詰め合せられており、時雨は呆れ返っている。時雨が言っていた『見た目に反して子供みたいなやつ』というのはこういうところかと、睡はおかしそうに笑った。

　食堂に集まると、皆で乾杯をして食事を楽しんだ。時雨の厚意で菊子も一緒に席について家族団らんのようなひとときを過ごし、睡は心もたっぷりと満たされていた。

　食後の生菓子を用意する頃、心英社の社員から電話がかかってきて時雨は席を外す。茨は頬杖をついて彼の姿を目で追い、感慨深そうな表情を見せる。

「それにしても、まさか時雨が結婚するとはね。あいつは心底睡ちゃんを手放したくないみたいだ」

　ふいにそんなふうに言われ、睡はやや複雑な心境になる。茨がもし恋愛結婚だと思っているなら、実際はそうではないから。

「手放したくないのは、時雨さんも家族が欲しかったからじゃないでしょうか」

　自分と同じく天涯孤独な時雨は、どこかで家族を求めていたのかもしれない。だからこそ、妻としてそばに置いておける存在が必要だったのではないか。

　睡はそう考えているが、茨は意味深な笑みを浮かべる。

「それも間違ってないだろうけど、もっと別の理由があると思うな。ねぇ、菊子さん」

「ええ。時雨様には過去に何度か縁談のお話がありましたが、お写真を見るまでもなくお断りされていましたし」

　話を振られた菊子は、水ようかんをテーブルに置いて少々いたずらっぽく返した。

　それに対し、睡は「そうだったんですか？」と驚いたものの、縁談が持ち上がるのは大企業の息子ともなれば当然かとすぐに思い直した。とはいえ、写真も見ずに断っていたとは意外だ。

　菊子は茨の隣に腰を下ろし、穏やかに語り始める。

「上流階級の家ほど親に決められて結婚するのが当たり前で、今もまだその風習は続いています。ですが、明治の頃は離縁する者も多く、跡取りの子を授かるまでは婚姻届を出さない人たちもいたとか」

　睡は眉をひそめる。結婚は家と家でするものだとよく聞くが、当人同士の気持ちがないがしろにされているのはいいことだとは思えない。

　神妙な顔で耳を傾ける睡に、菊子は優しく微笑みかける。

「時雨様のご両親が亡くなられたのは残念ですが、こうして自由な結婚ができるのは幸せなことだと思います。お子様についてもゆっくり考えられますしね」

　菊子の話に共感していたものの、最後の言葉の意味を理解した睡は急激に恥ずかしくなる。子供のことなど頭になかったが、夫婦になったのだから跡取りを残すのも立派な妻の役目だ。

「お子、様……」と呟いて顔を赤くし、しおしおと俯けていく。そんな睡を見て、茨はぷっと噴き出し、無邪気に笑った。

「睡ちゃんって、遊郭にいたのが信じられないくらいうぶだね。きっと花魁の衣裳より白無垢姿のほうが似合うんだろうな」

　白無垢と聞いて、睡の脳裏に一瞬玉響の最期の姿がよぎった。

　生前、玉響と〝花嫁になって白無垢を着てみたいね〟と話した覚えがある。

　昔は八はっ朔さくという八月一日にだけ、遊女も白無垢を着て花魁道中をする習わしがあった。しかし、今ではその風習もなくなり派手な着物しか着なくなったので、玉響も睡も清純な色に憧れがあったのだ。

　玉響が亡くなったときに纏っていた白い袷が神聖なものに見えたのは、そのせいもあるのだろう。

「白無垢、素敵ですよね。でも……」

　睡の笑みがやや曇った。憧れはあれど、実際に着るのは少し躊躇する。

　白無垢は誰にも染まっていない純潔な娘が着るもの。睡も処女ではあるが、遊郭で数多の男と関わっていた自分にはどうしても相応しくない気がしてしまう。

（そもそも、結婚式自体してもいいの？）

「式は挙げることになるんでしょうか」

「時雨ほどの地位にある人は、お披ひ露ろ目めの意味でも結婚式は避けられないだろうね。まあ、式より先に婚姻届を出してるほうが珍しいけど」

「私もぜひ拝見したいですねぇ。睡様の花嫁姿」

　茨に続き、菊子がまたうっとりとした顔で同調した。

　やはり自分がどんな生い立ちであれ、式は挙げなければならないらしい。それを悟った睡は改めて覚悟を決める。

（皆に認めてもらえるくらい、時雨さんの隣に並んでも恥ずかしくない女になりたい）

　少しでも釣り合うにはどうしたらいいだろうかと考えていると、その彼が電話を終えて戻ってきた。ちょうどひとつの案が浮かび、睡は隣に来た彼をばっと見上げる。

「時雨さん、私も働きたいです！」

「え？」

　突然の宣言に、時雨だけでなく茨たちも目を丸くした。

　時雨に釣り合うのは、地に足のついた女性ではないか。そうでなくても、なにもせず世話になりっぱなしでいたくないと思うと、睡の中で働きたい意志がみるみる強くなる。

「もちろん妻として家の仕事も覚えていきますけど、菊子さんもいますし、なにか他の部分でお役に立ちたくて」

「仕事か……」

　時雨は腰を下ろしながら思案する。

　女性が家庭を守るべきだという考えはまだまだ根強いが、大正時代から社会進出を果たす女性も増えてきている。心英社の工場でも女性は立派な働き手であるし、労働するのはなにも咎とがめられることではない。

「家のことなら私にお任せください。まだまだここでお仕えしていたいですから」

　菊子が茶目っ気のある笑顔でふたりに声をかけた。

　彼女の気遣いを睡がありがたく感じていると、茨がなにかを思いついたように身を乗り出してくる。

「じゃあさ、俺の相棒になるってのは――」

「断固拒否」

「早っ」

　即行で却下する時雨に、茨は口の端を引きつらせた。茨に構わず、時雨は睡に向かって口を開く。

「睡に意欲があるなら、無理せず働ける場所を探してみよう」

　探偵の仕事にもちょっぴり興味はあったが、時雨が提案する場所なら安心だと、睡は笑顔で「ありがとうございます！」と礼を言った。

　しばし食後の茶を楽しんだあと、茨はひと足先に九重邸をあとにし、片づけを終えてから菊子も帰っていった。

　風呂に入った睡は、ぽかぽかした身体で時雨の部屋に向かっているのだが、入浴しただけで火照っているわけではない。帰り際に茨にかけられた言葉のせいだ。

『今夜はふたりの大事な大事な新婚初夜だね』

　含みのある笑みを浮かべて言われ、そういえば今夜は夫婦になって初めての夜だと気づいた。すっかり頭から抜けていたが、一般的には契りを結ぶ重大な日なのである。

　睡は居候させてもらってからずっと時雨と同じベッドで寝ているため、特に初夜という感じもしない。しかし、やはり儀式的に行為をしなければならないのだろうかと、緊張が走る。

　かなり意識してしまい、ぎくしゃくした動きで寝室のドアを開けると、時雨はベッドに座って本を開いていた。ページをめくる指先も、伏し目がちな瞳も、睡の目にはなぜか一段と艶めかしく見える。

　とりあえず気を紛らわせるために、睡はなにげない調子で口を開く。

「今日は楽しかったですね。菊子さん、あんなにごちそうを作ってお祝いしてくれて。茨さんにもお会いできて嬉しかったですし……」

　話しながら時雨の隣に腰を下ろした直後、パタンと本を閉じた彼の瞳に捉えられた。妙に熱っぽい視線が絡み、大きな手が長い髪をそっと掻き上げて頬に触れる。

　官能的な雰囲気を感じ、睡の心拍数がみるみる上昇していく。

「君の家に柿の木はあったか？」

　ところが、なんの脈絡もなく柿の話を切り出され、面食らった睡はぱちぱちと目をしばたたかせた。

「か、柿の木？　あー……あった気がします」

　なぜそんなことを聞くのか不思議に思いつつ昔の記憶を引っ張り出すと、本当の父と母と三人で暮らしていた頃の家の庭で、橙だいだい色の実をつけた木を見た覚えがある。そのまま食べた記憶はないので、おそらく渋柿だったのだろう。

　目線を斜め上に向けて思い出している睡を見て、時雨はくすっと笑い、さらに問いかける。

「実みはよく生ったか？」

「まあまあ、ですかね」

「じゃあ、それを俺がもいで食べても？」

「たぶん渋柿なのでやめたほうが……ってなんですか、この会話は。そしてなぜ笑っているんですか？」

　俯いて肩を震わせる時雨に、睡は奇妙な目を向けて問いかけた。こんなに失笑する彼は珍しいし、いよいよ話の意図がわからなくなってきた。

　困惑する睡に、時雨は笑いを堪えて言う。

「君が今〝食べていいですよ〟と答えていたら、俺に抱かれるところだったぞ」

　真顔になった睡は、数秒の間を置いて「はっ!?」と声を裏返らせた。急激に顔が熱くなる。

「だ、抱かれるって……！」

「柿の木問答も知らないんだな。面識がなく結婚したふたりが初夜に挑む際に困らないように、お決まりの会話が昔から用意されているんだよ。これから身体を重ねる合図のようなものだ」

　説明を聞くと、どうやら夫が〝もいで食べてもいいか？〟と問いかけ、妻が〝いいですよ〟と答えたら性行為に合意したことになるらしい。嫁ぐ娘にはそれを伝えられるそうだが、噂すら睡のもとには回ってこなかった。

「それは奥ゆかしいというか、なんというか……」

　両手で顔を覆って呟く睡に、時雨はおかしそうに笑って布団をめくる。

「君がどんな反応をするか気になってやってみたが、俺たちには関係ない。初夜といっても、共に寝るのが初めてではないのだし」

「そ、そうですよね」

　さっさとベッドにもぐり込む彼に睡もぎこちなく笑って返したが、胸にかすかに隙間風が吹き込んだ気がした。

（いざ色っぽい雰囲気を感じるとどぎまぎしちゃうくせに、なにも起こらないとなるとそれもまた寂しいと思うなんて……。心のどこかで、名実共に夫婦になれるのを期待していたのかな）

　わがままな自分を面倒だなと自嘲して、彼に背を向けて横になり布団をかけた。

　直後、衣擦れの音と後ろで動く気配がしたかと思うと、逞しい腕が身体に回される。

「でもまあ、夫婦らしいことをするのも悪くないか」

　背中に男らしい胸板が密着し、耳のそばで甘さを含んだ声が囁いた。

　男の腕に初めて抱きしめられた睡は、その包容力に息が止まりそうになった。薄い布越しに心臓の音が伝わってしまいそうなほど、鼓動が激しい。

　今この瞬間まで信じられなかった。触れられて嬉しい――そんな感情が自然に湧いてくるなど。

　茹ゆで蛸たこのように赤くなっているであろう顔を見られなくてよかったと思いながら、睡は言葉にはできない嬉しさを表すように、回された腕にそっと手を重ねた。

　先ほどまでは、時雨はただ天涯孤独だったから家族が欲しかったのではないかという疑問を投げかけてみようかと思っていたが、それは胸にしまい込む。今はこうして自分が必要とされているだけで十分だ。

　嬉しさが込み上げると同時に、決して心地悪くはない胸の苦しさを感じて、睡は身体をひねって時雨のほうに顔を向ける。

「時雨さんが私を娶ったこと、後悔させたくありません」

〝結婚しなければよかった〟と思ってほしくないし、失望されたくもない。

　そのためにどうすればいいのか、具体的にはまだわからないけれど、確かにあるこの気持ちを伝えたくて口にしていた。

　一瞬目を見張った時雨は、睡の身体を自分に向き合わせ、さらにしっかりと抱きしめる。

「後悔しないし、俺もさせないから、心配するな」

　温情に溢れた声にも包まれ、大きな安心感を抱いた睡は、彼の浴衣の衿をきゅっと掴んで瞼を閉じる。

　身体が交わることはなくても夫婦としての契りを結べたような、優しく甘やかな初夜だった。










恋慕再来 ―寄せては返す恋心―




　約二週間後、睡は肩の部分や裾にひだがついた白いエプロンを着物の上につけ、香ばしい香りに満ちた喫茶店で食器を運んでいた。

　コーヒーや軽食を提供する、ここ『喫茶ヱモリ』は夫婦ふたりで営んでおり、知る人ぞ知る名店である。

　九重家から近いため時雨もたびたび利用しており、夫婦の人のよさは十分にわかっているので、ここなら睡も安心して働けるのではないかと紹介されたのだ。

　店が繁盛してきてふたりで回すのはぎりぎりの状態だったらしく、睡は快く迎えてもらえた。働き始めて十日になり、花魁とはまったく勝手が違うがなんとか仕事も覚えてきたところだ。

　五十代の江え森もり夫妻には子供がいないため、睡を娘のように思い、すでに家族のように馴染んでいる。ここでも人の温かさに触れ、彼女は充実した日々を過ごしていた。

　昼時の店内でテーブルを拭いてカウンターの奥に入ると、店主の妻である有ゆ美みがハムや野菜が挟まれた三角形のパンを乗せた皿を差し出してくる。

「睡ちゃん、これ窓際のテーブルのお客さんに運んでくれる？」

「はい」

　元気に返事をした睡は、皿を受け取ってホールに戻る。

　このサンドウィッチという食べ物はここへ来て初めて見た。上流階級の者しか手が出せないものであったが、最近になって庶民の間でも食べられるようになってきたらしい。

　新聞を読んでいる中年男性のもとへ歩み寄り、睡もすっかりお気に入りとなったそれを差し出す。

「お待たせいたしました。サンドウィッチです」

「ああ、ありがとうね」

　礼を言いながら顔を上げた男性客は、睡を見上げて一瞬ぽかんとしたあと、バサッと新聞を閉じて有美のほうに声を投げかける。

「ちょっと江森さん、いつの間にこんなべっぴんさんを置くようになったんだい？　これじゃカフェーと間違えちまうよ」

　笑って茶化す彼に、睡は無邪気に笑い返した。

　近年、客の話し相手になる女給のサービスやアルコールを提供する、カフェーと呼ばれる店が急増している。喫茶店とはまた違った形態で、女性を目当てに訪れる者も多い。

　他の客へのコーヒーを手に奥から出てきた有美は、眉間にしわを寄せてあからさまに不機嫌さを露わにしている。

「カフェーだぁ？　やらしい目で見るんじゃないよ！　うちはちゃんとコーヒーと飯で勝負してんだ、この節操なしが」

「そこまで言わなくても！」

　悪態をつく有美に、男性は笑顔を引きつらせた。こういうやり取りは日常茶飯事なので、周りの客もおかしそうに笑っている。

　料理の美味しさだけでなく、有美の江戸っ子のような性格がヱモリのひとつの名物でもある。どことなく藤浪楼の女将と似ていて、睡はすぐに慕うようになった。

　そんな彼女は、睡に申し訳なさそうな顔で謝る。

「ごめんね、睡ちゃん。気を悪くしないでおくれよ」

「全然、大丈夫です。すごく楽しいです」

　首を横に振る睡の言葉は本心だ。吉原にいた頃から男性の接客には慣れているが、方法はまるで違うし客と気軽に話せるのがとても楽しい。

　まったく嫌そうではない睡に、有美は安堵した様子で「そっか」と言い、表情を緩めて続ける。

「まあ、たとえ睡ちゃん目当てでも客が増えるのはいいことだけどね」

「まんざらでもないんじゃ……」

「あぁん？」

　ぼそっと茶々を入れた先ほどの男性客に有美が鋭い視線を飛ばすと、彼はしゃきっと背を伸ばして「いや、なんでも！」とごまかした。息の合ったやり取りに、睡は呑気に笑っていた。




　翌日も、睡は雑用でさえ楽しんで率先して行っている。師走も半ばの今日は、店の前を皆寒そうに肩を縮めて忙しなく通りすぎていく。

　ヱモリが開店するのは午前十一時。その十分前、外のごみ置き場に袋を置いた睡が店に戻ろうとしたとき、通りの向こうからやってくる見覚えのある人物に気づいた。

　鈍にび色いろの着物を纏った相手も睡を見て、半信半疑な様子で目をまん丸にする。

「え……睡蓮、さん？」

「兼聡さん！」

　整髪料を使っていない自然な髪型に、中性的な顔立ちの青年は紛れもなく兼聡だ。吉原を出て以来の再会に、睡は嬉しさを隠せず声をあげた。

〝信じられない〟といった表情で立ち尽くす彼に、睡は満面の笑みで駆け寄る。

「こんなところで会えるなんて！　元気そうでよかっ――」

　目の前まで近づいた途端、彼の手が伸ばされ、睡はあっという間に引き寄せられた。

　廓でよく嗅いだ、独特の鬢びんづけ油の甘い香りが鼻をかすめる。見た目よりもずっとしっかりした胸に抱き留められ、睡は驚きと混乱でいっぱいになる。

「か、か、兼聡さん!?」

「睡蓮さんだ……夢じゃない」

　思いのほか強い力で抱きしめられてマネキンガールのごとく固まる睡の耳に、感極まった声が響く。

「知らない間に突然いなくなってしまったから悔しかったし、寂しかったし……会いたかった」

　切なさが滲む声色に、睡の鼓動が大きく乱れる。まさか兼聡が、ここまで自分との別れを惜しんでいたとは思わなかった。

　呆気に取られていると、道行く人が遠巻きに見ながら「お熱いねぇ」と小声で囁いていることに気づく。兼聡もはっとして、飛び退くほどの勢いで身体を離した。

「ああっ、すみません！　睡蓮さんに不ぶ躾しつけに触れてしまうなんて……！」

　一気に怯えた表情になり今にも土下座しそうな姿を見て、睡はぷっと噴き出した。

　花魁に触れられるのは限られた豪商や大地主だけ。その考えが抜けないのであろう彼に、くすくすと笑う。

「兼聡さん、私はもう睡蓮ではありませんよ。本名は峯……九重睡というんです」

　九重の苗字に慣れておらず、旧姓を名乗りそうになった。こうして時雨と同じ苗字を口に出すのは、まだ恥ずかしくてむず痒くなる。

　彼女が照れているのに気づいていない兼聡は、「睡、さん」と初めて知った本名を新鮮な気持ちで呼んでみた。

　睡は頷いて微笑む。

「私もすごく嬉しい。会えないまま別れるのは、やっぱり名残惜しかったから」

　もうひとり、顔も見られずに離れてしまった友人の姿が幾度となく脳裏をよぎる。彼女も元気でやっているだろうかと、時々思いを馳せては感傷に浸っているのだ。

　憂いのある笑みを浮かべる睡を、兼聡は熱い眼差しで見つめる。

　兼聡にとっては、もう二度と会えないのではと諦めかけていた彼女が目の前にいるだけで胸がいっぱいだ。さらに、きっとこれからも会えると思うと安堵も入り交じる。

　睡がエプロンをつけた姿で店に入ろうとしていたところからして、ヱモリで働いていることが窺えるからだ。

「睡さん、ここで働いているんですね。俺、たまに来るんです」

「そうなんですか。楽しみがひとつ増えました」

　本当に嬉しそうに笑う睡とは違い、兼聡は口元をほころばせながらも、入り乱れた複雑な感情を露わにする。

　身請けされた睡は今もその男と一緒にいるのか、気になって仕方がないのに切り出すことはできなかった。

　今日は休みで早めの昼食を食べに来たという兼聡と一緒に店の中へ入ると、蓄音機の音に交ざって電話している有美の声が聞こえてくる。

「えっ、ぎっくり腰!?　大丈夫なのかい？」

　すっとんきょうな声に驚き、ふたりは一度有美に視線をやったあと目を見合わせた。店内にはまだ一組しか客はいない。

　しばらくして電話を切った彼女に、睡が問いかける。

「どうしたんですか？」

「今日カツレツを予約してた人がいたんだけど、急に腰をやられちまって来れなくなったんだとさ。ここに来るのが月一の楽しみだって言って、本当に美味しそうに食べてくれる人なんだよ。できれば届けてあげたいくらいだけどねぇ」

　有美は残念そうに言い、ひとつ息を吐き出した。

　ヱモリのカツレツは予約をしないと食べられない。さらに決して安くはないが、サクサクの衣と自家製のソースがたっぷり絡んだ絶妙な一品だと大人気である。

　それをそんなに楽しみにしていたのなら同情してしまう。とはいえ、東京の街に詳しくない睡には、届けることは難しいだろう。

「その人はどこにいらっしゃるんですか？」

「吉原の光こう晶しょう屋。そこの番頭なんだよ」

　駄目もとで尋ねたところ意外にもよく知っている店の名が飛び出し、睡は目を丸くした。

　吉原遊郭の中にある光晶屋は装飾品を扱っており、遊女たちにとっても必要不可欠な店だ。睡も玉響や四片と連れ立って簪を買ったことがある。

　そこの番頭なら顔見知りだし、遊郭にさえ行ければ店の場所もわかる。自分も役立てるかもしれない。

「私、届けに行きましょうか。私が抜けてもお店は回りますし」

　意気込んで名乗りを上げると、有美は目をしばたたかせた。

　睡はそこではっとする。花魁だったことはまだ明かしていないため、いくら仕事の一環だとしても女性があまり寄りつかない吉原に行こうとするのは不自然だ。

　有美は申し訳なさそうな笑みをこぼす。

「ありがとう、睡ちゃん。でも、吉原だよ？　女の子ひとりで行かせるわけには……」

「俺も一緒に行きますよ」

　遠慮する有美と睡の間に、兼聡が割って入った。

「それなら安心でしょう。俺と一緒なら大門切手を手に入れるのも楽だろうし、むしろなくても大丈夫かも」

「兼聡さん……！」

　ありがたい助け舟を出され、睡は表情を緩めた。

　吉原唯一の出入り口である吉原大門は、番人が常駐して厳しく見張っている。男性は出入り自由で、女性も入ることは可能だが、出るには大門切手という通行証をもらわなければならない。

　仕事で出入りしている兼聡は番人ともよく見知った仲であるため、事情を話せば問題なく通れるはずだ。連れているのがあの睡蓮だと知れば大騒ぎになりそうなので、口止めは必須だが。

　意思の疎通が取れているふたりを見て、有美は「なんだ、あんたら知り合いかい」と眉を上げて言った。そして、納得した笑みを向ける。

「そうね、兼聡さんなら任せられるか。あとでお駄賃やるから、頼まれてくれる？」

　まるで子供のおつかいのような感覚で頼まれたが、ふたりは笑って快く「はい」と返事をした。

　料理人である有美の夫がさっそく揚げたカツレツは、白米や野菜と共に木製の容器に入れられ、弁当さながらに仕上がった。睡はそれを大事に持ち、兼聡と一緒に昼前の街に繰り出した。

　最近東京でも運行し始めたバスに乗り、吉原へ向かう。睡は軽い遠足のような気分でわくわくしているが、兼聡への申し訳なさもある。

「まさかまた吉原に行くことになるとは思わなかったな。兼聡さん、お休みなのに付き合わせてすみません」

「気にしないでください。睡さんとこうして街に出られるなんて夢のようですから」

「そんな大袈裟な」

　隣に座る兼聡は屈託のない笑みを浮かべていて、睡もつられて笑った。

（でも確かに、こんなふうに過ごしているのは数週間前の自分からしたら夢みたいね）

　小型のボンネットバスが、ガラガラとエンジン音を立てて何台もすれ違うのを眺めていると、兼聡がなにげない調子で言う。

「ついでに藤浪楼に顔を出していったらどうですか？」

「ううん、いいんです。女将に『二度と戻ってくるんじゃないよ』って言われているし、きっと突っぱねられます。皆に会いたい気持ちはもちろんあるけど」

　身請けされた女が現れても冷やかしだと捉えられかねない。それを兼聡もすぐに察した様子で、「そっか」とひとり言をこぼして頷く。

「でも、四片さんはすごく寂しがっていますよ。髪を結うのは俺ではないけど、たまに会うと話すんです。睡さんがいなくなってから、めっきり元気がなくなっちゃって」

　意外なことを聞き、睡の胸がちくりと痛んだ。四片に元気がないのは単に寂しいせいではないかもしれないと、離れてから不安が大きくなっている。

「私、四片にも会えないまま廓を出たんです。あの子が会いたがらなかったみたいで。先に出てしまった私のことを恨む気持ちも少なからずあるんじゃないかって……」

「それは絶対にありえませんよ」

　俯き気味に本音をこぼした睡は、力強い声に導かれるように顔を上げた。

「四片さんはずっとなにか思い悩んでいるようにも感じていたんですが、あなたとのことを後悔していたんですね。きっと、今なら素直に話せるはずです」

　兼聡の落ち着いた笑みを見つめていると、不安よりも恋しい気持ちが上回っていく。

　もしも彼女が後悔しているなら、そして睡自身も本心に従うなら、もう一度話がしたいと。

「四片、ふらっと外に出ていないかな……あの子にだけは会いたい」

「この時間なら昼飯を食べに出ているかもしれません。少しだけ探してみましょう」

　事情を知っている兼聡が一緒にいるのは心強い。協力してくれる彼に感謝しつつ、睡は偶然が重なってほしいと願った。

　十五分ほどバスに揺られたあと、少し歩いて吉原大門に着いた。ここをくぐったのはほんの数週間前なのに、ずいぶん懐かしく感じる。

　今門の辺りに立っている番人は兼聡の知り合いではなかったらしく、「たぶん中にいるんで声かけてきます」と言い、門の脇にある詰所へと向かっていった。

　ひとり待つ睡は、門の外側から仲なか之の町ちょうの通りを眺める。夜ほどの賑わいではないものの、人力車が走っていたり遊女が歩いていたりする独特の雰囲気は、やはり一線を画した場所だ。

　自分もここにいたんだなと、なんだか不思議な気分で眺めていた、そのとき。

「睡！」

　名前を呼ばれると同時に、後ろから腕を掴まれた。驚いて振り向くと、珍しくとても焦った表情をする時雨がいて、睡は目を大きく見開く。

「時雨さん!?　どうしてここに……」

「それはこっちが聞きたい。なぜ吉原にいる？　まさか戻る気じゃないだろうな」

　両肩をしっかりと掴み、怒っているように顔を強張らせる彼に思わぬことを言われ、睡はぶんぶんと首を横に振る。

「違いますよ！　ちゃんと仕事で来たんです。とある方にこのヱモリのカツレツを届けに」

　時雨はどうも誤解しているらしいと気づき、手に持っていた木の箱をこれ見よがしに掲げてみせた。

　彼の背後には社用車が停まっているのが見える。おそらく仕事中にたまたまここを通りかかり、睡がいたので慌てて降りてきたのだろう。

　なにも心配されることはないのだと、睡は笑顔を向ける。しかし時雨はいまいち信用していない様子で、眉根を寄せたままだ。

「君にここまで届けさせるなんて、江森さんがそんなことをするか？　それに、さっき一緒にいた男はなんだ？」

　どうやら兼聡といるところも見ていたらしい。不機嫌さを露わにする彼をどう宥なだめればいいか頭を回転させるが、兼聡との関係やカツレツを届けるまでの経緯を説明するとなると容易ではない。

「話せば長くなるんですが、彼は……用心棒のような感じですかね。安心してください、私も江森さんも気心の知れた方ですから」

　とりあえずそこを強調して、兼聡はまだだろうかと大門のほうへ視線を向けたとき、見覚えのある着物姿の遊女がいた気がして、「あっ!?」と声をあげた。

　すぐに人の影に隠れてしまったが、大振りな花柄の着物は四片のそれとよく似ていた。慌てて時雨に向き直り、今度は睡が彼の腕を掴む。

「すみません、時雨さん。私行かなきゃ」

「待て、そんな説明で納得でき――」

「旦那様！」

　咄嗟に飛び出した睡のひと言に、時雨は面食らったような顔で口をつぐんだ。

　ふいに睡の頭に浮かんだのは、遊女が同時に複数の客をつける〝廻し〟という制度。重なってしまった客には待っていてくれと頼んで、もう一方の相手のもとへ向かう。

　花魁はひと晩でひとりの相手をするため、玉響が客を待たせることはなかったが、階級が下の遊女はこういう駆け引きも行っていた。

　今の状況もそれと若干似ていると感じ、睡はなんとか穏便にこの場を切り抜けるために花魁の作法を実践する。

「あとで必ず旦那様のもとへ帰りますから、私を信じて待っていてくださいな。そうしたら、なんでも言うことを聞きます」

　時雨を見上げ、色香の漂う笑みで甘い言葉を紡いだ。彼が怯んだ隙に、「ごめんなんし！」となぜか廓言葉を残して大門へと駆け出す。

「おい、睡……！」

「社長、商談のお時間が」

　時雨が手を伸ばそうとした瞬間、見兼ねて車を降りてきた運転手に声をかけられ、小さく舌打ちをする。確かにもう時間の余裕はない。

　睡はあっという間に花街の中へ吸い込まれてしまい、時雨は酷くもどかしい気持ちを抱いたまま仕方なく車へと乗り込んだ。

　大門をくぐったところでキョロキョロする睡だが、先ほどの女性は見つからない。

「間に合わなかったか……」

「睡さん、どうしました？」

　肩を落とす睡に、門番と話をつけてきた兼聡が駆け寄る。

「今、四片に似てる人がいたんです。見間違いかもしれないけど」

「本人の可能性も十分ありますよ。門番の許可も取れたんで、光晶屋に向かいながら探しましょう」

「ありがとうございます」

　睡は丁寧に礼を言い、ふたりで通りを歩き始めた。

　以前は街を歩くと、藤浪楼の睡蓮だと気づいて声をかけてくる者もいたが、今は髪型も着物も違うせいか誰も気に留めない。別人になったような気分で周りを見回しながら歩くが、四片らしき人はいない。

　そうしているうちに光晶屋に着き、店の奥にある座敷で猫のように横向きに寝ている番頭にカツレツを渡した。彼はわりとすぐに睡蓮だと気づき、驚いた拍子に痛がって大騒ぎだった。

　身体はくたばっているものの、元気はありそうで安堵する。久々に顔を見られたのも嬉しい。

　きちんと代金を受け取ったあと「わざわざありがとうね！」と深く感謝され、睡は気分よく店をあとにした。

　用事を済ませたところで四片探しを再開するも、見つけられないまま藤浪楼の近くまで来てしまった。ふたりして諦め気味に小さく息を吐く。

「四片さん、いませんね。俺が見世に行って声かけてきましょうか？」

「うーん……」

　どうしようかと逡巡しているときだった。睡の視界の端に淡い紫色の着物が映り、そちらを振り向く。

　視線の先に、先ほどと同じ大振りな花柄の着物を纏った遊女が、下駄を鳴らして気だるげに歩いてくる姿を捉えた。

「四片……！」

　睡が思わず名前を口にすると、気づいた彼女が目を見開く。

「え……睡、蓮？」

　足を止め、半信半疑な様子で凝視する四片は、先ほどの兼聡とまったく同じ反応だ。

　無事再会できたふたりに兼聡はほっとした様子で、睡に「俺、そこの茶屋で待ってますね」と告げてその場を離れていく。睡はそれを見届け、「四片！」ともう一度呼びながら駆け寄った。

　近くに来てようやく見間違いじゃないと実感したらしい四片は、睡の両腕を掴んで驚きの声をあげる。

「睡蓮、なんでここに!?」

「たまたま用があって、光晶屋に行ってきたの。もしかしたら四片がいるかもしれないって探してたんだけど、会えてよかった」

　実際に会うと不思議と不安はどこかへ散り、代わりに安堵と嬉しさが込み上げた。

　愛嬌のある顔を久しぶりに見られて笑みをこぼす睡とは逆に、四片は眉を下げて苦しそうな面持ちになっていく。

「睡蓮、ごめん」

　頭を垂れる彼女を見るだけで、気持ちは痛いほど伝わってくる。睡の表情も切なげに変わっていた。

「あんたの身請け話が突然すぎて、全然気持ちが追いつかなくって。廓を出ようって約束したけど、まさかあんなにすぐいなくなるとは思わなかったから」

「……うん」

「明るく送り出すべきなのに、顔を見たら妬ねたむようなことも言っちゃいそうで会えなかった。でも、あとからすごく後悔して……あのまま会ってもらえなかったらどうしようって、不安で仕方なかった」

　ひと思いに吐露されるあの日の彼女の心情に、睡はただ耳を傾けた。そして、「謝らなくていいんだよ」と言って顔を上げさせる。

「四片の気持ちはなんとなくわかってたけど、ちゃんと聞けてよかった。また、会いに来てもいい？」

「当たり前じゃん！　うぅ～」

　四片が子供みたいな調子で泣きべそをかくので、睡は笑って彼女の背中をぽんぽんと優しく叩いた。

　鼻を啜すすった四片は、涙目のまま心配そうに問いかける。

「身請けされた旦那様とは、うまくやれてる？　都合のいい愛人にされてない？」

　昔は身請けをするような男性には正妻がいることが多く、花魁は妾や後妻にされるのがほとんどだった。それでも廓から出られるのならそのほうがいいと四片は考えていたが、やはり睡には女として幸せになってもらいたい。

　その思いを汲み取った睡は、偽りのない笑みを向ける。

「大切にしてもらってる。心配しないで」

　睡の笑顔に疑う部分は見出せず、四片もようやく口元をほころばせ、「よかった」と胸を撫で下ろした。

「旦那様だけに身も心も愛されてるんだね。ああ、羨ましい」

　四片が以前と同じ元気な調子に戻ってくれて嬉しいのに、睡はそのひと言にぴくりと反応してぎこちない笑みになっていく。

「それは……実はまだで」

「えっ、もう結婚はしたんだよね？　まだ結ばれてないってこと？」

　声をひそめて問いかける四片に、睡は恥ずかしくなりながらも頷いた。四片にとっては相当意外だったようで、目をまん丸にしている。

「珍しい旦那様だね。ひと目惚れで身請けを決めたくらい睡を愛してるなら、すぐにでも抱きたいって思うだろうに」

「そう、だよね……」

　言われてみれば確かに、と睡も賛同する。実際はひと目惚れではなかったわけだが、ひとつ屋根の下で、しかも同じベッドで眠っているというのに手を出されないとなると、睡に女性としての魅力は感じていないのかもしれない。

　やはり愛されているわけではないのだろうと、睡の胸がちくちくと痛みだす。

　つい黙り込んでしまう睡に、四片は「本当に大切にされてるんだね」と優しく声をかける。その言葉に少し救われた気分で、睡は曖昧に微笑み返した。




　四片とそれからも少し話をして、また絶対会いに来ると約束をして別れた。女将や他の皆には、自分が来たことは一応内緒にしておいてほしいと頼んで。

　仲直りができてすっきりした睡は、四片との再会を兼聡と喜び合いながら、足取りも軽やかに吉原をあとにした。次はいつ来られるかわからないが、門番にも話は通してもらえたので幾分か出入りしやすくなっただろう。

　再びバスに乗り込むと、睡は気を楽にしてずっと思っていたことを言う。

「兼聡さんって私より年上ですよね？　もっと気軽に話してくれていいんですよ」

　確か、彼は二十一歳のはず。仕事のときはいいとして、睡が花魁をやめた今も敬語のままなので、なんだか他人行儀な感じがして寂しいのだ。

　兼聡はぽりぽりと頭を掻き、遠慮がちに答える。

「そう、なんだけど……睡さんはやっぱり俺の中で尊い存在というか、気安く接するのが難しいというか」

「さっきは抱きしめたのに？」

　いたずらっぽく返すと、可愛らしい顔がみるみる赤くなる。彼は口元に手を当て、「それは忘れて……」と呟いた。

　抱きしめられたときはかなり動揺したが、単に再会できた感動が体現されただけなのだろうと思い、睡は無邪気に笑った。

　兼聡は頬の赤みが引いた頃、真面目な表情になって口を開く。

「睡さんを身請けした人とは、どうなりましたか？」

　それは、兼聡が今日ずっと聞きたかったことだった。

　女将が気に入っていた色男が、あっさりと大金を払って睡を奪っていったのは知っているが、彼のものになったとは限らない。それを確かめたかった。

　先ほど四片にも聞かれた睡だが、落ち着いて改めて時雨の顔を頭に浮かべると胸がくすぐったくなる。彼の姿は毎日すぐそばで見ているというのに。

　今度頬を染めるのは睡の番だ。

「夫婦に、なりました。一般の夫婦とはちょっと違うかもしれませんが」

　恥ずかしそうに目を逸らす睡の口から出たのは、兼聡に残されたわずかな期待を打ち砕くものだった。

　やはり彼女は娶られていた。その事実が、鉛のように重く兼聡の胸に沈み込む。

　しかし〝一般の夫婦とはちょっと違う〟というひと言が引っかかった兼聡は、眉をひそめてさらに問う。

「ちゃんと妻として愛されているのですか？」

　睡は四片との会話を思い出し、かすかな胸の痛みを覚えた。

　大切にされているのは間違いないが、男女の愛が成立しているのかどうかはわからない。身体が結ばれて初めて、妻として愛されていると言えるのなら、睡は今の関係が少々切ないものに感じた。

　とはいえ、時雨と過ごす日々はかけがえのないもので、これからも一緒にいたいと願っているのは事実。彼が自分をどう思っていようと、睡の気持ちは変わらない。

「どうなんでしょう……。でも、旦那様と一緒にいて毎日心が温かいのは確かです」

　睡は正直に答え、穏やかで美しい微笑みを浮かべる。それを見て、兼聡は複雑な心情を抱いていた。

　ヱモリに戻ってくると、いつもより少し豪華なまかないがふたりに用意されていて、それも兼聡と一緒に食べた。

　食事を終えて帰る彼を、睡は今日一日付き合ってくれた感謝を込めて店先で見送る。

「今日は本当にありがとうございました。四片と話ができたのも、兼聡さんのおかげです」

「いや、俺も楽しかったんで」

　自然に口角を上げた兼聡だが、すぐに表情を引きしめる。なんだか改まった様子で、睡の正面に向き直った。

「俺、これからもここへ来ます。睡さんに会いに」

　彼がヱモリの料理だけではなく、睡自身に会うのも楽しみにしているのが伝わってくる。

　宣言しなくてもどんどん来てくれて構わないのに律儀だなと思いつつ、睡は「待ってます」と笑顔を返した。




　それからはいつも通り店内での仕事をこなし、上がる時間の午後五時を迎えようとしていた。

　ヱモリは昼間のみの営業で、昼食を出し終えたあとは江森夫妻が翌日の仕込みをし、睡は掃除をしている。この日もすべてのテーブルを綺麗に拭き、床を磨いていた。

　そのとき、営業時間外にもかかわらず店のドアが勢いよく開き、意外な人物が姿を現した。

　彼を見た瞬間、睡は昼間の出来事を思い出してギクリとする。

「睡！」

　花街の手前で会ったときと同様に、焦燥に駆られているのが明らかな時雨が一直線に睡のもとへ向かってくる。

　彼が帰宅するのはだいたい午後七時頃であり、そもそもヱモリに来ることはなかったため動揺する。いやそれよりも、彼をないがしろにしてしまったことを怒られるのでは？と、睡は身構えた。

「時雨さん、今日は早かっ――」

　とりあえず笑顔でごまかそうと、ぎこちなく口角を上げたものの、最後まで言い終わる前に彼の腕に捕らわれた。

　調理場には江森夫妻がいるというのに構わず抱擁され、睡は目を白黒させる。今日はよく抱きしめられる一日である。

「なっ、ど、どうしたんですか!?」

「……ちゃんと帰ってきていて安心した」

　一気に赤くなった睡の耳元で、時雨は安堵のため息交じりに本音をこぼした。あれからずっと心配していたのであろうことがわかり、睡の口元が自然に緩む。

「『信じて』と言ったでしょう。私が帰る場所はひとつしかないんですから」

　身体の力を抜いて穏やかに囁き、意外にも心配性な彼の背中にそっと手を回した。




　熱く抱き合う姿は有美にしっかりと見られており、ふたりはそのあとたっぷり冷やかされた。兼聡とカツレツの件も有美が説明し、時雨が抱いていた不安はようやく晴れたようだ。

　店を出て、家までの十五分ほどの道のりをふたりは並んで歩く。とうに日が暮れて辺りは闇に包まれており、一段と寒さが厳しくなっている。にもかかわらず、抱きしめられた余韻で睡の身体は温かかった。

　しかし、時雨の不機嫌さはまだいまいち直っていない。

「まさか俺がふられるとはね」

「すっ、すみません」

　無表情で呟かれ、睡は口の端を引きつらせて謝った。

　廻しを取った遊女が自分のもとへ来ないことを〝ふられる〟という。本物の旦那である彼を優先しなかったのは、やはり少々決まりが悪い。

　とはいえ、時雨も大人だ。「まあ、仕事だったなら仕方ないな」と割り切り、気持ちを切り替えるように白い息をひとつ吐き出した。

　睡はせめてもの罪滅ぼしに、昼間言ったことを実行しようとする。

「約束なので、なにかしてほしいことがあればおっしゃってください。なんでも聞きますから」

「俺の命令でなにかをしてもらってもあまり嬉しくはない」

　純粋な好意で言ったものの、時雨の返事は素っ気ないものだったので、睡はしゅんと肩を落とした。

　考えてみれば、時雨は強引なわりに命令することはないし、基本的に睡の意思を尊重する。だから今回も、睡が自ら彼のために行動しなければ喜ばないのかもしれない。

　ではどうすればいいだろうかと、思案し始めたときだった。

　ふいに足を止めた時雨が、睡の頬に手を伸ばしてくる。彼のほうへと顔を向けられた次の瞬間、伏し目がちの美麗な顔が近づいて、距離はゼロになった。

　――唇に重なる熱、瞳に映る繊細なまつ毛、優しい息遣い。

　五感すべてで彼を感じるのに、なにが起こっているのか理解が追いつかない。目を見開いて硬直する睡に、唇を離した時雨は視線を絡ませ、わずかに口角を上げる。

「今日はこれで許してやる」

　魅惑的な低い声で囁いた彼は、睡の手を取って何事もなかったかのごとく再び歩き始めた。睡は呆然としたままついていく。

　……初めて、口づけをされた。

（し、信じられない……時雨さんが、私に……なんで!?）

　先ほどまで冷たかった指先が、じんじんするほど熱い。心の中も徐々に高揚してきて、悶えたくなるほどもどかしい。

　時雨の心情はいまいち読めないが、睡自身はこの瞬間にはっきりと自覚した。身も心も彼に愛されて、名実共に夫婦になることを本気で望んでいるのだと。

　彼に求婚されたときも、口づけされた今も。こんなに嬉しい気持ちが溢れてくるのは、とっくに恋に落ちていたからだったのだ。

（やっぱり知りたい。孤独を癒してくれるなら誰でもよかったのか、それとも私でなければ駄目なのか。時雨さんの気持ちを――）

　勇気を出して確かめようと決意する。同時に自分の想いも伝えようと心に決め、睡は繋いだ手にぎゅっと力を込めた。










極上契約 ―深く結ぶ契り―




　クリスマスを数日後に控えたある日、時雨は取引先の呉服屋へ出向いていた。

　心英社の機械紡績で生産した糸は、夏用の着物に最適な通気性や速乾性に優れた生地を作り上げられる。木綿は絹に比べると安価なこともあり、日常用の着物にもよく使われる。

　贔屓にしてくれているこの呉服屋には、生地の仕上がりを確認したり新しい製品や要望などを話し合ったりするためにたびたび訪れるのだ。

　今日も三代目当主である富とみ井いと話をしている。年は時雨のひとつ下で、好色な美青年だと密やかに囁かれているが、性格も手腕も決して悪くない男だ。だからこそ女性に人気があるのだろう。

　仕事関係の話がまとまったところで、ふいに富井が切り出す。

「そういえば九重さん、ご結婚されたんですよね。おめでとうございます」

　端整な顔に和やかな笑みを浮かべる彼に、時雨の唇も弧を描き「ありがとうございます」と頭を下げた。

　二週間ほど前に社の皆に報告していたのだが、外部にもすでに広まっているようで、その早さには若干呆れてしまう。

　富井は台の上に広げた数種類の美しい生地を片づけつつ、なにげない調子で問いかける。

「奥様はどんなお方なんですか？　九重家の内室に選ばれるくらいですから、きっと品行方正で素敵なご令嬢なんでしょうけど」

　やはり富井も、家柄で選ばれた娘と政略結婚したと思っているようだ。それが普通であり、おそらく社員も同様に思っているだろうが、別に隠しているわけではないので正直に答える。

「名家の出身でもない普通の子ですが、人一倍心が綺麗だと思いますよ」

　睡の無垢な笑顔を頭に浮かべると、時雨の口角は自然に上がっていた。

　それは、時雨が仕事中に見せるものとはまた違った優しい笑み。富井は目を見張ったが、すぐに政略的ではないと察したらしく表情を緩める。

「そうでしたか。恵まれましたね、恋愛結婚できるなんて」

　嫌味のない温かな口調で言われ、時雨は笑みを浮かべたまま富井の視線から逃れるように瞼を伏せた。

　自ら望んだ相手との結婚ではあるが、恋愛の末に至ったものではない。今現在も、妻との接し方がわからず悶々としている。こうなったのは〝あの夜〟以降なのだが。

　富井が「僕もそろそろ身を固めようかなぁ」とぶつぶつ呟いているのを耳に入れつつ、時雨はこっそりと小さくため息をついた。




　その日の夕方、早めに仕事を終えた時雨は大事な用事を済ませるために向かった商店街で、偶然茨と出くわした。

　調査のためにあらゆる場所に出没する茨だが、今日は彼も帰宅するところだったらしい。時雨の目的の場所まで方向が同じだったため、たわいない話をしながら共に歩調を緩めて歩く。

「最近、妻の様子がおかしい」

　浮かない表情で唐突に打ち明けた時雨を、茨は意外そうに目を丸くして見やる。

　時雨が睡の様子を気にし始めたのは数日前の夜、帰り道で彼女に口づけをしたあとからだ。

　普通に会話はするが視線を合わせなかったり、微妙に避けられていると感じるときがある。帰宅する時間が時雨と同じくらいになる日も増え、理由を聞いても『秘密です』とはぐらかされてしまう。

　原因はあの口づけだったに違いないと時雨は踏んでいるが、そんなに嫌だったのかと少々沈んでもいる。命令したくはないと言っておきながら、本能的に唇を奪ったのはやはり間違いだったかもしれない。

　珍しく悩んでいる様子の時雨に、茨は神妙な面持ちでこそっと耳打ちする。

「不倫調査しましょうか」

「なんですぐそっちの方向に持っていくんだ」

　探偵にしてみればその調査は十八番なのだろうが心外だ。

　時雨は脱力するが、茨は経験から得ている意見を述べる。

「態度が変わったとか、急に帰ってくるのが遅くなったとか、そういう変化は不倫の兆候のひとつだぞ」

「睡は不倫なんてする子じゃない」

　もちろんそう信じているので断言した。今の茨の言葉はどちらも当てはまっていて、時雨の心は揺れていたが。

　ひとつ気がかりなのは、睡と吉原へ行っていた兼聡という男の存在だ。あのあと、花魁だった頃に世話になった髪結い師だと聞いたが、本当にそれだけの関係なのかは疑わしい。

　有美もなにかに感づいたのか、『睡ちゃんが大事なら、しっかり繋ぎ止めておきなさいよ』とこっそり忠告してきた。睡にその気はなくても、あの男が彼女に好意を抱いている可能性は十分ある。

「兼聡ってやつはなんなんだよ……」

　ため息交じりにひとりごつと、すぐに察した勘のいい茨は片方の口角を上げる。

「またそいつの身辺調査しますよ」

「なんでも仕事にしようとするな」

　茨が面白がっているのは明らかで、時雨はげんなりして言い返した。

　結局、なにを言っても案件にされてしまいそうなので、それ以上詳しい話はしなかった。時雨はひとまず、睡と過ごす初めてのクリスマスについて考えることにする。

　遊郭にいた彼女は、クリスマスがどういうものだったかよく覚えていないと言っていた。せっかくなら楽しませてやりたいとあれこれ思案しているが、これまで西洋かぶれの浮かれた騒ぎだと敬遠していた時雨にはやや難しい。

　商店街に寄ったのは、とりあえず人並みに準備をしようと買い出しをするためだったのだが、ひとつ睡に聞きそびれていたことを思い出した。

　家路についたあと、夕食を食べながら彼女になにげなく問いかける。

「君はケーキを食べたことはあるのか？」

「はい、ヱモリでちょっとだけいただきました。これまで食べたどのお菓子とも違っていて、びっくりするくらい美味しかったです」

　味を思い出しているのか、うっとりした表情を見せる彼女に、時雨はふっと柔らかな笑みをこぼす。

「ならクリスマスケーキを注文しておこう。食べるのは二十四日と二十五日、どちらがいい？」

「あー……それは大丈夫です！　またの機会で」

　想定外の返事に、時雨はぽかんと間抜けな顔になった。

　甘い菓子が好きな睡なら、もちろんケーキも食べるだろうと予想していた。なのになぜ断るのだろうかと、時雨は眉根を寄せる。

「遠慮しているのか？　気にするな」

「いえいえ、本当に！　あっ、それより二十五日は日曜日でお互い休みですね！　なにして過ごしましょうかね～」

　ぎこちなく笑ってあからさまに話を逸らす彼女を見て、時雨の表情は強張っていく。

　またなにかを隠しているような、自分だけ遠ざけられているような虚しい感覚を味わう。明確に嫌われているふうでもないので、話し合おうにもどう切り出せばいいのかわからず、時雨の胸にはもやもやが溜まるだけだった。




　迎えた十二月二十四日、土曜日なので時雨の業務は午前中で終わる予定だが、睡は書き入れ時で江森夫妻が大変そうだからと丸一日働きにいった。

　仕事を終えたあと、彼女がいない間に時雨はひとり準備をしている。菊子も娘夫婦とクリスマスを祝えることになったというので、今夜のご馳走は店で調達することにした。

　商店街で買った色とりどりに光る電球を、庭のオリーブの木に巻きつけてみたりもした。部屋の中からイルミネーションが見えたら、睡は子供のように目を輝かせるかもしれない。

　そして、大事なプレゼントも用意してある。彼女がこれらを目にしたとき、きっと笑顔で喜んでくれると信じている。ふたりの間にあるかすかなわだかまりもなくなってしまえばいい。

　そう願ってすべての用意を整えた午後六時、普段なら睡は帰っている時間のはずだが、今日もまだ現れない。

「ったく、今日もか……」

　腕時計を見下ろし、ついひとり言を漏らした。待っていると一分がとてつもなく長く感じられる。

　ついに痺れを切らし、時雨はコートを羽織った。就業時間はとっくに過ぎているのだから、迎えに行ってもいいだろう。

　冬の澄んだ月が見下ろす中、もどかしい思いを白い息に乗せ、自然に早歩きでヱモリに向かう。人通りはめっきり少なく、おそらく皆どこかでクリスマスを楽しんでいると思われる。

　逸はやる気持ちを抑えて静かな住宅街の道の角を曲がったとき、時雨の目に思わぬ光景が飛び込んできた。

　着物の上に長羽織を身につけた妻が、地べたにぺったりと座り込んでいる。今にも泣きそうな顔をしている彼女の横には、四角い箱が無造作に転がっていた。

「睡!?」

　驚きの声をあげて駆け寄ると、一瞬目を丸くした睡はさらに眉を下げ、弱々しく「時雨さん……」と呼んだ。片方の下駄が脱げているのもわかり、膝をついた時雨は心配そうに睡の肩に手を置く。

「どうした、転んだのか？　ケガは？」

「早く帰ろうと急いでいたら、鼻緒が切れて。ケガはしてないんですけど……」

　睡はおもむろに転がっていた箱に手を伸ばす。

「ケーキがぐちゃぐちゃになってしまいました……時雨さんのために作ったのに～」

　子供のように声をあげ、瞳に溜まっていた涙がぽろぽろと溢れ出す彼女を見て、時雨は呆気に取られる。箱から飛び出しそうになっているのは、形が崩れたバターケーキだった。

　台紙に乗ったそれをゆっくり箱の中に戻しながら、落胆しきっている彼女は涙交じりに話す。

「菊子さんから、『時雨様はああ見えて甘党なんですよ』と聞いたので、仕事の合間に有美さんたちから作り方を教えてもらっていたんです。何度も失敗して、今回初めて上手にできたんです。初めて、時雨さんを喜ばせてあげられるかもしれなかったのに……」

　嗚お咽えつを漏らす睡を、時雨は目を見開いて見つめる。

（まさか、最近帰宅が遅かったのはケーキ作りの練習をしていたから？　俺を喜ばせたくて？）

　なにかを隠している素振りだったのも、ケーキをいらないと言った理由にも納得すると同時に、どこまでも健気な彼女に胸が強く締めつけられた。

　内緒で精一杯作っていたこのケーキには、きっと彼女の愛情がたっぷり込められているのだろう。それが無になってしまうと感じて子供のように泣く姿にも、愛しさが胸の奥から突き上げてくる。

「君は本当に……いじらしいな」

　内から込み上げる気持ちが優しい声となってこぼれ、時雨はわずかに眉を下げて微笑んだ。そして睡の手を取り、ケーキを箱に戻す際にクリームがついた彼女の指を自分の口へ持っていく。

　冷たい指先を口に含むと、驚いた睡は身体をびくりと震わせて「ひゃっ」と小さな悲鳴を上げた。目をまん丸にする彼女は、一時的に涙が止まっている。

　クリームがついた部分に舌を這わせ、すべて綺麗に舐め取った。濃厚な甘さが広がる口で「うまい」と呟き、睡と視線を絡め合う。

「ありがとう。多少形が崩れていても問題ない、気持ちは十分伝わったよ。君が俺を愛してくれていることも」

「……えっ!?」

　声を裏返らせる彼女に、時雨は小首を傾げて含みのある笑みを向ける。

「違う？　俺が君に惚れ込んでいるからそう感じるだけか」

　涙に暮れていた睡の顔は、みるみる気力を取り戻して頬が染まっていく。

　時雨はとっくに気づいていた。睡を妻にしたときから、確かな愛が自分の中に芽生えていたことに。

　夫という立場は関係なく、ただひとりの男として、純粋で美しい笑顔と心をずっと守っていきたい。仕事や妻としての生活、すべてにおいて一生懸命向き合って生きている彼女が、いつの間にか愛しくてたまらなくなっていた。

　その想いを受け取ったかのように、睡はまた泣きそうになって小さく首を横に振る。

「違わない、です。……好きです。時雨さん」

　暗い夜道の真ん中できらきらと睡の笑顔が輝いた瞬間、時雨は顔を近づけて唇を奪った。

　冷たく、涙の味がする。なのにとても甘美に感じ、時雨の心は温かくなった。

　触れるだけの接吻をして、恥ずかしそうに俯く彼女に笑みをこぼす。今夜は遠慮はしないと決め、「続きは帰ってからにしよう」と囁いた。

　片方の下駄を持ち、ケーキの箱を手にした睡をおんぶするという、なんとも滑稽な姿で家路を急ぐ。その最中、背中から申し訳なさそうな声が聞こえてくる。

「私、ずっとぎこちなかったですよね。あの日から、どう接したらいいかわからなかったんです。その……口づけされたのは初めてだったので」

「ああ、あのときは兼聡ってやつに嫉妬していたんだ。悪かったな」

　やはり気まずかったのだと納得した時雨は、正直に打ち明けた。あっけらかんとしたその言い方に、睡はふふっと笑って首を横に振る。

「本当は、嬉しかった」

　純粋で素直なひと言が聞こえると共に、睡が背中に頬をくっつけるのがわかり、時雨は今すぐに強く抱きしめたい衝動を堪えるのに必死だった。

　家の中に入ると、まず冷え切った睡の身体を温めるために暖炉の前へ促した。彼女はちょこんとしゃがみ込み、「あったか～い」と言いながら両手のひらを広げて炎の前にかざしている。

　その姿すらも可愛いと思いつつ、時雨はあるものを手にして自身も暖炉へと向かう。彼女のそばに寄り添ってしゃがむと、広げている左手を取り、薬指に銀色の輪を滑らせた。

　ゆっくり大きく見開かれる睡の瞳に、揺らめく炎に交ざって輝きが映り込む。

「え……えっ!?」

「籍を入れてから頼んでいて、仕上がりがちょうどこの時期に重なってね」

　動揺を露わにする睡に対し、時雨は落ち着き払っている。

　先日、商店街に出向いたのは、そこに構える宝石店で結婚指輪を受け取るためでもあった。兼聡の件もあり、早く睡が自分の妻だと主張できるものが欲しかったので、嵌はめることができて安堵している。

　ただ、結婚指輪というものはまだ一般的ではない。睡は指輪を目にしたことすらなかったらしく、感極まった様子でまじまじと観察している。

「これが、指輪というものですか……？」

「ああ。君は俺の番つがいだという証だ」

　綺麗な横顔を見つめて告げると、彼女はまた瞳を潤ませて時雨に向き直る。

「こんなに素敵なものを……ありがとうございます。本当に、夢みたい」

　小ぶりなダイヤモンドがひと粒輝く指輪を目の前に寄せて、心から嬉しそうにじっくり眺める。そんな睡を見ているだけで、時雨も満たされた気持ちになった。

　ところが、睡の表情に切なさが入り交じる。

「私、自信がなくて。たまたま仕事の関係で繋がりを持つようになった私が、時雨さんの孤独を癒すのに都合がよかっただけなんじゃないかって、少し疑っていたんです」

　睡がそんなふうに悩んでいたとは知らず、時雨はきょとんとしたあと、彼女を安心させるような笑みを浮かべる。

「孤独を埋めるために結婚したいだなんて考えたことはなかったよ。ただ、睡と会ってから自然に夫婦になるのもありだと思うようになっていた。たまたまなんかじゃない、睡だからだ」

　時雨は穏やかな声色で想いを紡いだ。それを受け取ったかのように、睡は心の奥からじわじわと熱を帯びていく。同時に、時雨は見合いをすべて断っていたという菊子の話を思い出した。

　よくよく考えれば、相手が誰でもよかったのなら時雨はすでに結婚していたはずだ。そんな簡単なことに気づかなかった自分に、睡は呆れてしまう。

　しかし、端はなから見合いする意欲もなかった彼が、自分と出会ったのがきっかけで結婚を意識するようになった。それはとても運命的ではないだろうか。

　錆さびついた歯車を動かすくらいの力が自分にあったのだと思うと、確かな自信が湧いてくる。睡は感謝しきりで、幾度となく「ありがとうございます」と伝えた。

　しばし感動に浸っていた睡は、ふいに眉を下げてしゅんとする。

「時雨さんはいつも私のためにいろいろなことをしてくれるのに、私はなにもあげられなくてごめんなさい。今日は勇気を出してケーキを渡すのと一緒に告白しようって決めていたのに、それを落とすなんて間抜けすぎて嫌になっちゃう」

「まだ気にしているのか。俺は君さえいれば十分だっていうのに」

　時雨はさらりと甘い発言をして、おもむろに立ち上がり食堂へ向かう。テーブルに置いてあった皿とフォークを取り、箱の中から崩れたバターケーキを適当にすくって乗せた。

　再び暖炉の前にしゃがむと、睡が制する前にバタークリームで覆われたそれを口に運ぶ。

　クリームの風味もスポンジの舌触りもよく、濃厚なのに甘すぎない好みの味だ。睡が一生懸命作ったのだと思うと、それだけでこの味が最上級になるのだが。

「本当に、今までで一番うまい。ほら、食べれば一緒だ」

　フォークにひと口分を乗せ、睡の口元へ近づける。彼女は食べさせてもらうのに慣れていないのか一瞬ためらったものの、遠慮がちに口を開けた。

　味わって「うん、美味しい」と言う彼女と微笑み合い、流れるように口づけを交わした。

　互いの口内に残る甘さを確かめるように舌を絡めれば、睡が鼻から抜ける色っぽい声を漏らし、時雨の理性が崩れていく。

（これだけじゃ足りない。もっと、もっと彼女を感じたい。俺の手で、蕾つぼみのままの花を淫らに咲かせてやりたい）

　時雨は一旦唇を離し、皿を置いて睡を立たせる。

「食事はあとにしよう。空腹なんて忘れさせてやるから」

　仕事をしたあとで腹が空いているに違いないと思ったが、高ぶる欲求を抑えられそうになく、強引に彼女を抱き上げた。

　ところが、睡は思いのほかしっかりと首に腕を回してくる。

「もうすっかり忘れていました……胸がいっぱいで」

　そんなふうに言って抱きついてくる仕草からは、彼女も愛を欲しているのであろうことが伝わってきて、時雨の熱をさらに滾らせる。

「じゃあ、心置きなく君をいただく」

　甘く囁いて睡の額に軽く口づけ、時雨は階段を上った。

　寝室に入ると窓から庭のイルミネーションが見え、下ろされた睡は窓際に駆け寄った。そこに張りついて歓喜の声をあげ、想像通り子供のような反応をしている。

　それを微笑ましく思いながら、時雨は彼女が外に釘づけになっている間にゴールドのネクタイピンを外す。片羽の蝶を象かたどった繊細な造りのそれは、時雨にとってかなり思い入れのある品だ。

　少しの間羽を休めているような蝶を見つめ、心の中で呟く。

（……俺にもできたよ、生涯かけて大切にしたいと思える存在が）

　蝶を介してあの人に届くようにと幸福な気持ちを伝え、そっと小物入れの中にしまった。過去の残像を蘇らせるのも、イルミネーションを見せるのもこれくらいにして、早く愛し合いたい。

　睡をベッドに誘いざない、唇を重ね、ようやく契りを結ぶときが訪れた。

　ネクタイの外し方も知らない彼女には笑ってしまったが、そのうぶさも可愛らしい。とにかくすべてが純真で、肌を暴くのもわずかに背徳感を覚えるほどだった。

　真っ白な穢れのない身体に、甘い刺激を刻み込んでいく。背中の痣にもたくさん口づけした。

　指で、舌で触れるたび、彼女の口から艶めかしい声が漏れ、秘められた部分からは蜜が滴る。

　中が柔らかくなり十分に潤うまで慣らしても、狭い入り口に熱く滾った自身を挿れるのは少し緊張した。壊してしまわないように、ゆっくり奥を目指す。

「あ、っ……んぅ」

「……やっと繋がれた」

　枕の端をぎゅっと掴んで痛みに耐えていた睡は、時雨の優しい声と髪を撫でる手に反応して瞼を開ける。

　潤んだ瞳に、愛しそうに見下ろす時雨が映る。睡も笑みを浮かべ、ひとつになれた喜びを露わにした。

「睡、愛してる」

「私も……っ」

　時雨の動きに合わせて、互いの呼吸が荒くなっていく。その合間に愛の言葉を繰り返し、何度も唇を重ね、彼女の奥深くで熱を交じり合わせた。

　やがて限界を迎えた時雨の身体がびくりと震え、律動が止まった。部屋には蜜の匂いと互いの吐息が充満し、曇った窓の向こうの灯りがぼやけている。

　胸を上下させる睡は恍惚とした表情で時雨を見つめ、唇の両端をゆるりと上げる。

「今、はっきり幸せだって感じる……ありがとう、時雨さん」

　感謝の言葉と共に、睡は背中に手を回してくっついてくる。

　結婚する前、彼女は言っていた。幸せというものがなんなのか、まだわからないと。それを自分が与えられているなら、こんなに嬉しいことはない。

　時雨も口元を緩めて「こちらこそ」と返し、脱力した身体で彼女を抱きしめた。

　本能に従ったこの結婚は、極上の契約だった。そう確信して、夫婦の証が輝く左手に指を絡める。

　月冴ゆる夜に、一心に降り注ぐ愛の雨に濡れ、睡蓮の花は美しく咲き乱れた。










心緒繚乱 ―入り乱れる想い―




　年末はあっという間に過ぎ、新しい年を迎えた。

　鉄道が普及してきた頃から、正月に神社や寺に参拝する人がとても増えた。これを初詣と呼ぶようになったのは比較的最近で、全国のあちこちで盛んに行われている。

　睡も時雨と初めて明めい治じ神じん宮ぐうにやって来た。玉砂利を踏みしめて参道を進み、驚くほど大きな鳥居をくぐると本殿にお目見えできる。

　しかし、小柄な睡の目に映るのはごった返す人の頭ばかりで、なかなかしっかりと本殿を見ることができない。

「すごい人ですね。時雨さんがいなかったら揉みくちゃにされています」

「そうだな、君が迷子になるのは目に見えている」

　しっかりと手を繋ぐ旦那様にあっけらかんと言われ、睡はむすっとして目を据わらせた。時雨はいたずらっぽく口角を上げる。

「そういう君も可愛いという意味だ」

「慰めになっていません……」

　可愛いの意味合いが求めているものとは違う気がして、睡は内心さめざめと泣いた。

　ちょっとしたことで喜んだり驚いたりする単純さだとか、ケーキを落として泣いたりだとか、子供っぽい部分が多いと自覚している。

　でもやはり、好きな人にはあまり子供扱いはしてもらいたくない。その相手が大人な男性ならなおさら。

「もっと凛とした大人の女性になりたい……」

　人混みの中なので聞こえないだろうと、ぽつりと呟いた。しかし時雨にも届いたらしく、睡の耳に顔を近づけてくる。

「十分成長しているぞ。身体のほうは特に、少し触れただけでぐっしょり濡れ――」

「意地悪！」

　あられもないことを囁かれ、睡は赤面して時雨の顔をぐいっと押し退けた。彼はおかしそうに笑いをこぼし、「悪い」と一応謝る。

　クリスマスの夜に結ばれてから、すでに何度か身体を重ねた。彼との行為は想像以上に満たされるものだと思い知ったが、同時に自分にもこんなに淫らな部分があったのかと羞恥に襲われる。

　またからかわれてしまったと、睡は少し屈辱的な気分で口を尖らせた。相変わらず意地悪をする時雨だが、睡を見つめる瞳は先ほどからずっと愛おしそうに細められている。

「成熟していく君ももちろん素敵だろうが、俺は睡の子供みたいに純粋なところも好きになったんだから、自分を否定するなよ」

　打って変わって真面目な調子で言われ、睡は一瞬きょとんとした。彼の言葉はどんな自分も認めて愛してくれているのだと思えて、心の棘とげはどんどん丸くなっていく。

　頬を染めて「はい」と従順に頷く自分はやはり単純だなと、呆れた笑いがこぼれた。

　時間はかかったがなんとか本殿にたどり着き、今年もいい一年になるよう参拝をして再び参道に戻る。ゆっくり歩きながら、ふたりはたわいない会話をする。

「帰ったらお雑煮を食べましょう。吉原でもお正月は皆で集まって食べていたんです」

「へえ、雑煮は俺も好きだ。というか、睡に作れるのか？」

「それが作れるんですよ」

　雑煮のような簡単なものは、菊子や有美に聞かなくても前から作れたので胸を張る。

　時雨はくすっと笑い、「すごいな」と褒めてぽんぽんと頭を撫でる。やはり子供扱いされている気がするのは否めないが、それより今度こそ成功させようと睡は意気込んでいた。

　そうして境内を出る頃、時雨が道の両側にずらりと並んだ露店を指差す。

「帰る前に、少し露店を見ていかないか？」

「見たいです！」

　実は来たときから興味津々だったので、睡はふたつ返事で応じた。遊郭にも年に数回、縁日のように賑わう日がある。そういった祭りの際に屋台や露店を回るのは、わくわくして昔から好きなのだ。

　焼き鳥やおでん、飴細工、金魚すくい。いい匂いが漂う中、ずらりと並ぶ誘惑のものたちに胸を躍らせる。ここでも時雨がひょっとこのお面を勧めてくるので、睡はむっと頬を膨らませたりもした。

　お面はさすがにいらないが、露店に交じって装飾品店の店先で展示されている髪飾りには惹かれ、つい足を止める。

　色とりどりの花や毬を象った簪、鼈べっ甲こうやセルロイドで作られた櫛など、華やかで見ているだけで楽しい。

「どれも可愛いなぁ」

「なにか買ってやろう」

「えっ!?　いえ、大丈夫ですよ！　ついこの間、こんなに素敵な指輪と下駄をもらったばかりですし」

　ただ思ったことを口にしただけで欲しいわけではないので、睡は慌てて遠慮した。

　時雨は指輪だけでなく、後日新しい下駄も買ってくれたのだ。さすがにもう贅沢をする気はない。

　隣で展示を覗き込んでいた時雨は、やや物足りなさそうに睡を一瞥したあと、おもむろにひとつの簪を手に取る。

「男が簪を贈るのには〝あなたの髪を乱したい〟という意味があるそうだ」

「あっ、それは知ってます。よく姉さんたちが話していました」

　睡は廓にいた頃を思い出して、ぱっと目を開いた。

　遊郭では、馴染み客が花魁の気を引くために様々なものを贈る。簪だけでなく、豪華絢爛な着物や寝具などもそうだ。それらは客が意味を込めて贈っていると、姉女郎たちは話していた。

「紅には〝あなたの唇を吸いたい〟、帯には〝あなたを長く愛します〟っていう意味があるんだとか。それをもらえる姉さんたちを、新造や禿かむろは羨ましがっていたんですよ」

　自分では手が出せない高価な贈り物をもらえるだけでも羨ましいのに、それに粋な意味があると知って皆うっとりしていたのだ。

　懐かしい目をして笑みをこぼす睡に、時雨は意味ありげに口角を上げてみせる。

「なるほどね。じゃあ、君にはすべて贈ることにする」

　睡は一瞬ぽかんとしたあと、彼の狙いを悟って頬を赤らめる。すべて贈るということは、〝あなたのすべてが欲しい〟と言われているようなものだからだ。

　照れているうちに時雨が簪を持って店に入ろうとするので、「や、だから大丈夫ですって！」と慌てて引き止めた。

　睡にしてみれば、自分が買ってもらうより時雨になにか贈りたい。まだたいした額の金は貯まっていないのですぐには無理だが、いつか形が残るものを。

　なんとか時雨の衝動買いを阻止して再び歩きながら、睡は男性が身につけるものについてなんとなく考える。

　やはり財布やネクタイだろうか……と思案していると、気になっていたことを思い出した。

「そういえば、時雨さんはずっと蝶のネクタイピンをしていますよね。あれがお気に入りなんですか？」

　出会ったときから、時雨のネクタイにはどんなときも美しく洒落た蝶が止まっているのに気づいていた。同じものをずっとつけているので、なにか思い入れがあるのだろうかと軽い気持ちで聞いてみたのだ。

　時雨はぴくりと反応し、一瞬真顔になった。今日もスーツを着ている彼は一度胸元に目線を落としたあと、遠い日を懐かしむように目を細める。

「ああ……そう、これは大切なものなんだ。きっと一生つけ続けるだろうな」

　その口調や表情はとても優しく、そこはかとない切なさも感じて、睡の胸がかすかにざわめいた。

　彼の口ぶりからして、誰かにもらった可能性が高そうだ。ピンそのものというより、贈り主のことを大切だと言っているようにも感じる。

　もしかしたら亡くなった両親の形見なのかもしれない。もしくは親しい友人からの贈り物か、それとも……。

（前の恋人、とか？）

　突如浮かんだ可能性のせいで、胸のざわめきが大きくなってくる。これまで考えたこともなかったが、過去に恋人がいたとしてもまったく不思議ではない。むしろ、いないほうがおかしいだろう。

　時雨の愛情は十分伝わっているので不安になるほどではないが、過去に彼が愛したであろう女性についてはだいぶ気になる。もしこのピンの贈り主がその女性だったとしたら、嫉妬で心が濁ってしまいそうだ。

　とはいえ、妻の前で元恋人をほのめかすような発言をするだろうか。やはり違うかもしれないと、考えがあちこち移って定まらない。

　真実を聞くに聞けず悶々としていると、時雨がなにかを思いついた様子で目線を向けてくる。

「睡もたまには洋服を着てみないか？　着物より着るのは楽だろうし、ひとつ持っておいても損はないぞ」

　思いがけない言葉を投げかけられ、ネクタイピンの贈り主については一旦頭の隅に追いやり、代わりに洋服を着た自分の姿を想像する。

　街でよく見かけるのは上下の服が繋がったワンピースというもので、見ている分にはとても魅力的なのだが、体型にも服選びの感性にも自信がない睡には難易度が高い。

「私も気にはなるんですけど、服を合わせるのが難しそうで……」

「俺が洋装の君を見たいんだ。行こう」

　そう言って微笑まれては拒否できず、睡は素直に手を引かれて洋服屋へ連行されていった。

　結局、高級そうな店で裾がふわっと広がる小花柄のワンピースを買い与えられた。実際に着てみるとなかなか似合っていると睡自身も感じ、なんだかんだ言いつつ新鮮でとても嬉しかった。

　満足げな時雨には『服を贈るのは〝これを脱がせたい〟っていう意味だ』などと言われ、その晩に有言実行されてしまったが。




　新年のめでたい空気もすっかり切り替わった如月の初旬、睡はまたしても吉原にやって来た。今回は仕事ではなく、休日の買い物がてらにひとりで立ち寄ったのだ。

　道順もバスの乗り方も覚えたし門番にも話は通っているので、もうひとりでも特に問題はない。しかしやはり時雨は心配らしく、帰りは仕事の合間を縫って迎えに行くと約束させられた。

　吉原へ行く目的は、もちろん四片に会うためである。

　彼女はだいたい週の真ん中の午後三時頃、仲之町の通り沿いの茶屋で甘味を食べるのがお決まりだ。それに合わせて茶屋へ行くと、今回は難なく会うことができた。

　廓にいた頃のように、縁台に並んで座ってしるこを食べながら、睡は四片にねだられてクリスマスや正月はどう過ごしたかという話をした。

「なにそれ、羨ましすぎるんですけど」

　一部始終を聞いた四片は真顔でそう言ったかと思うと、睡の左手を持ち上げて指輪をうっとりと見つめる。

「いいなぁ～、やっぱり外の世界いいなぁ～。もう早く出たい！」

　駄々をこねる子供のような彼女に笑いつつ、睡は「私も早く外で会いたいよ」と切実に返した。

　ひとしきり羨んだあと、四片は入口の暖簾のれんの向こうに奥二重の瞳を向け、ぼんやりしつつ小さなため息をつく。

「……足抜けしようかな」

　ぽつりと呟かれたひと言に、睡はぎょっとして餅を喉に詰まらせそうになる。

「っ、えぇっ!?」

「大丈夫、本気じゃないよ。いや、半分本気か……」

　四片は笑ってはいるもののどこか上の空のような調子で、睡は急に不安を覚えた。

　なぜ足抜けしようなどと考えているのか聞こうとしたとき、ひと足先に四片が小声で打ち明ける。

「私、好きな人ができたんだ」

　彼女が色恋の話をするのは初めてだった。睡は息を呑み、確認する。

「馴染みの人？」

「うん。玉響さんの間夫だった人」

　まさかの告白に睡はさらに驚愕し、目を大きく見開いた。

「嘘……っ、瑛一さん!?」

「そう。あんたにもずっと言えなかったけど、玉響さんに会いに来てた頃から惹かれてたの。ひと目惚れだよ」

　嘲笑を浮かべる四片の意外すぎる真実に、睡は言葉を発することもできない。そんなに前から、しかも玉響の間夫に恋をしていたとは。

　四片はずっとひた隠しにしていた思いを吐露し始める。

「玉響さんが亡くなったあと、たまたま瑛一さんと外ですれ違ったときに少し話してから私を指名してくれるようになってさ。そっからはもう、止められなかった。好きな人に抱かれる幸せを知っちゃったから」

　その幸せは睡も身をもって覚えたので、彼女の気持ちはよくわかった。

　玉響の死後、ぱったり姿を見せなくなった瑛一が四片の客になっていたのも初めて知ったが、おそらく睡が身請けされてからの話なのだろう。

「瑛一さんは玉響さんのこと本気で好きだったと思うし、私は彼にとってただの愛人でしかないってわかってる。だからなおさら、心は許さないって言い聞かせてたのにね……。恋って、抗えば抗うほど落ちちゃうものなんだね」

「四片……」

「つらいよ。彼を想いながら他の男に抱かれるのは」

　四片の苦悶の表情や声色から悲痛さがひしひしと伝わり、睡も胸を引き裂かれるようだ。

　好いた男だけに身も心も捧げたい――女なら誰しもが持つであろう願いは、花魁でいる限りは叶わない。身体を許す前に身請けされ、その相手と結ばれた睡は特別恵まれた人間なのだ。

　無情な現実にやりきれなさでいっぱいになっていると、四片は「ごめん、こんな話したら睡を困らせるだけなのに」と謝り、力なく笑った。

　睡も沈痛な面持ちで首を横に振る。

「私も今ならわかるよ。足抜けしたいっていう四片の気持ちも、姉さんが死を選んだ理由も」

　それぞれが見つけた〝愛〟というものは、命を懸けるほど尊いものなのだ。

　睡が花魁のときに四片の話を聞いていたら、きっと〝足抜けなんて馬鹿な真似はやめて〟と引き止めていただろう。けれど今は、廓という牢獄を出ることで得られる幸せの大きさを知ってしまった。

「四片が本気で足抜けしたいなら、私も手伝う」

　睡が宣言して四片の手をぎゅっと握ると、彼女は意外そうに目を丸くして勢いよく振り向く。

「絶対に誰にも見つからないように抜け出せる方法を考えて、私が迎えに行くから。そのあとも安全に暮らせる場所を探すし、髪型も服装も変えればバレな……」

「いや、無理でしょ」

　睡もわりと本気になって話しているのに、当の本人に真顔でばっさり断ち切られた。

　仏頂面になる睡を見て、四片はぷっと噴き出す。「あははっ」と笑う彼女は、いつもの明るさを取り戻し始めている。

「睡蓮、ちょっとだけ変わったね。絶対反対されると思ったのに、足抜けを手伝おうとするなんて」

「だって、放っておけないよ」

　心配そうな表情をする睡に、四片は穏やかに微笑む。

「ありがとう。あんたに片棒担がせるわけにいかないし、やっぱり無謀だなって逆に冷静になれたわ。私も瑛一さんに身請けしてもらえるように、もっと女を磨くしかないね」

　大きな口を開けて残りの大福を放り込む彼女からは、吹っ切れたような清々しさを感じた。

　睡が神妙な顔で見つめていると、四片の優しい眼差しが向けられる。

「素敵な人に身請けしてもらえた睡蓮が羨ましいのは本音だけど、その何倍も嬉しいんだよ。今あんたが幸せで本当によかったと思ってる」

「……ありがとう、四片」

　つらいに違いないのに自分以外の幸せを喜べる彼女が健気すぎて、睡は泣きそうになった。

　四片は涙ぐむ睡の肩を抱き、思い出したように「あ、ごめん。もう睡蓮じゃなくて睡だったっけ」と、あっけらかんと言った。そして目線を宙に浮かべ、唇で弧を描く。

「私もそっちに行けたら、本当の名前を教えるね」

「うん……約束だよ」

　肩に回された温かい手にもじんとしながら、睡は親友に幸せな未来が訪れることを切に願った。

　しばしの別れを告げ、ふたりは茶屋をあとにした。四片は藤浪楼へ、睡は大門へと向かう。

　時雨と約束していた時間まで少し余裕がある。四片の恋心を知った睡はそれについてばかり考えながら、複雑な心境でゆっくりと歩いた。

　詰所に寄ってすでに顔馴染みとなった門番に通行証を見せ、再び大門の手前に出たとき、よく見知った人物が歩いているのに気づく。

「兼聡さん!?」

　思わず呼び止めると、彼は驚きと嬉しさを露わにして「睡さん！」と応えた。睡も気を許した笑顔で駆け寄る。

「また四片に会いに来ちゃいました。兼聡さんはお仕事？」

「はい。年末からずっと忙しくて、なかなかヱモリにも行けなかったから会えて嬉しいです」

　兼聡は職人道具が入った入れ物を掲げ、表情をほころばせた。

　年が変わってから会っていなかったふたりは、遅い新年の挨拶を交わしてしばしたわいない会話をする。そうしているうち、兼聡がなにかに気づいて「あ」と声を漏らした。

「簪が取れそうですよ。直しますね」

「わ、本当ですか？　ごめんなさい」

　触ってみると、確かに落ちそうになっている。兼聡の言葉に甘えることにして、道の端に寄って彼に背を向けた。

　こうするのは久しぶりで、睡はなんとも言えない心地よさを感じる。兼聡の手つきはとても優しく、彼自身の人柄が表れているようで好きだ。

　しかし、簪を挿し直すなんて容易いことなのに、彼の手はずっと髪に触れ続けている。顔周りに垂れた髪を指に絡めたり、頭を撫でたりと、まるで愛でるように。

「……あなたの髪に触れると、駄目だな。気持ちを抑えられなくなる」

　ふいに余裕のなさそうな声が聞こえてきて、睡はどういう意味だろうかと小首を傾げて振り返る。

　なにかを我慢しているような彼の面持ちを、睡はまじまじと見上げて「兼聡さん？」と呼びかけた。

　少し逡巡してから、兼聡は口を開く。

「睡さん、俺は――」

　真剣な表情でなにかを言いかけたそのとき、「あれ？」という声と共にふたりの間に見知らぬ男が割り込んできた。

　驚いて兼聡と同時に振り向くと、二十代半ばくらいの男ふたりが睡の顔を覗き込む。

　大柄で軽薄そうな男と、坊主で強こわ面もての男。どちらも着物を着崩し、あまり身なりがいいとは言えない粗野な印象で、睡たちは一瞬怯んだ。

「ねえ君、もしかして睡蓮？　花魁やめたんじゃなかったの？」

「吉原に出戻りか。そいつはいい」

　にやにやと卑しい笑みを浮かべるふたりは、どこかで睡の顔を知っていたらしい。睡は険しい表情で身構える。

「な、なにかご用ですか……？」

「岩政って人知ってるでしょ。俺らあの人の下で働いてて、睡蓮の話はよく聞いてたから一度会ってみたくてさ。君の写真を見ただけで見世の中には入れなかったけど」

「あの人奥さんとうまくいってなくて、ゆくゆくはあんたを愛人として迎える気だったらしいぜ」

　懐かしい名前と、その人の事情まで勝手に暴露され、睡は複雑な気持ちになった。

　睡が振袖新造だった頃から目をつけていたという岩政。時雨が現れなければ、いつかは岩政に身請けされていた可能性が大きいが、やはり彼には正妻がいたようだ。

　予想はしていたが、もしその未来になっていたらと思うと、少し身震いする。

「岩政の旦那は『ただ話を聞いてくれる存在が欲しかった』って言ってたけど、ありゃ嘘だよな。こんな上物に手を出さずにいられるわけがねぇ」

　強面の男が卑しい舌なめずりをして睡の顔を覗き込んでくるので、兼聡がたまらず声をあげる。

「やめてください。彼女はもう花魁ではないし、出戻ったわけでもありません」

　怯まずに毅然と物申すが、男たちは意に介さずふんと鼻で笑う。

「坊ちゃんは引っ込んでろよ。花魁じゃなくなったって身体を売ってたことに変わりないんだからいいだろ、ちょっと遊ぶくらい」

「正直、娼婦にあんな高額な金を払うなんて納得いかなかったんだよな。つってもカフェーの女給じゃ物足りなさすぎるし、まあタダとは言わないからさ」

　遊女を性の道具にしか思っていないであろう彼らの発言に、睡の中でなにかがぷつりと切れる感覚がした。

　玉響や四片、大切な仲間たち皆を侮辱されたも同然だ。見世でこんな言動をする者がいたら、奉公人に摘まみ出されている。ここは廓ではないが、女として黙っているわけにはいかない。

「お前ら、いい加減に――！」

　険しい顔の兼聡が我慢ならず一歩足を踏み出した瞬間、それを制するように睡が彼の前にすっと手を出した。

　睡は普段の朗らかさを消し、美しくもぞっとするほど冷たい表情で男たちをまっすぐ見据えている。物怖じしない堂々とした佇たたずまいは気高き花魁の姿を彷ほう彿ふつとさせ、兼聡は息を呑む。

「私はもう花魁ではありませんが、夫婦の契りを交わしております。人のものに手を出すなら、それなりの覚悟がおありなんでしょうね」

　一段と厳しい声色で言い放つ睡に、男たちは面食らったように口をつぐんだ。

「主人は、私を多額の金と一生分の愛で買った男。あなた方に、それ以上の財力と甲斐性がないのならお引き取り願います。他の誰に対しても同じ。女の肌に触れるのは、決して安くはありません」

　睡はたじろぐ彼らをさらに睨みつけ、とどめの言葉を突き刺す。

「遊女が皆、簡単に身体を売っていると思わないで」

　若い女性にここまで楯突かれるとは思ってもみなかったのだろう。男たちはこめかみに青筋を浮き立たせ、みるみる憤りを露わにする。

「なんだ、この女……お高く留まりやがって」

「つべこべ言ってないでさっさと来い！」

　大柄な男が睡のほうへ手を伸ばしてきたので、兼聡は咄嗟に「やめろ！」と叫び、男の腕を掴んだ。しかし、体格差では圧倒的に相手のほうが勝っている。

　男が手を振り払い、逆に拳を振り上げる。兼聡は身構え、睡は彼を逃がすために押し退けようとした。

　――次の瞬間、大柄な男が横に吹っ飛んだ。「うっ!?」と苦しげな呻うめき声を漏らして地面に転がり、周囲が騒然とする。

　兼聡も睡も、なにが起こったかわからなかった。もうひとりの強面の男が、「てめぇ！」と憤慨して向かっていくほうを見やり、睡は目を見開く。

「時雨さん……！」

　男が殴りかかる先にいるのは、冷静沈着な時雨だった。拳が当たりそうになって睡は小さく叫んだものの、顔を少しずらして避けた彼はすかさず胴に一撃を与え、腕を捻り上げた。

　痛みで声をあげる男を、時雨は先ほど転んだ大柄な男のほうへ放り投げる。彼は首の辺りに蹴りを入れられたらしく、そこを押さえている。

「すまない、あまりにも汚い手が妻に触れようとしたのでつい」

　冷徹な表情を少しも変えず、男たちの前に立ちはだかる時雨に、睡たちだけでなく周りの人間も固唾を呑んで見守る。あっという間の出来事で、詰所から出てきた門番たちも状況を把握するので精一杯のようだ。

　時雨はやや乱れたスーツを直し、彼らを軽蔑の眼差しで見下ろす。

「女性と遊びたいのなら見世に行け。ただし、それ相応の振る舞いを忘れないことだ。金だけでなく女性への敬意も払えないのなら、吉原の敷居を跨ぐ資格はない。下げ衆すな精神はそこのどぶに捨てて出直せ」

　抑揚を抑えているものの怒りが滲んでいる声が、尻もちをついた男たちに降り注ぐ。睡は時雨が吐いた最後の台詞にはっとした。

『下衆な心はお歯黒どぶに捨ててきな』

　以前、まだ幼い禿に手を出そうとしてきた無礼な客に対して、玉響が放ったその台詞とよく似ていたからだ。あのときの玉響の毅然とした態度はとても格好よく、深く尊敬した。

　今また似たようなやり取りが行われて睡は胸を熱くするが、時雨の怒りは冷めやらないらしい。彼は男ふたりの前にしゃがみ、威圧感に満ちた鋭い視線を突き刺す。

「つまり、今すぐ俺の前から消えろと言っている。その脆ぜい弱じゃくな頭では理解できなかったか？」

　峻しゅん厳げんなこの男には敵わないと悟ったのか、ふたりは悔しそうに顔を歪め、「クソッ」と吐き捨ててさっさと退散していった。

　騒然としていた周囲も徐々に落ち着きを取り戻し、門番にも軽く事情を説明した。丸く収まったところで、睡はやっと礼を言う。

「時雨さん、ありがとうございました。……ごめんなさい」

　続けて謝ると、時雨は先ほどとは打って変わった安堵の表情で睡の頭を撫でる。

「遠目でも男たちと張り合っているのがわかったから焦ったよ。無事でよかったが、あまり無茶をするな」

「はい」

　確かに、時雨も兼聡もいなければどうなっていたかわからない。それに、啖たん呵かを切る姿を見られたのも少し気まずく、睡は肩をすくめる。

「でも、とてもしたたかで美しかった。君の度胸にますます惚れたよ」

　反省していたものの、時雨は意外にもそう言って口角を上げた。

　睡は目をぱちくりさせたあと、じわじわと頬を火照らせる。今の言葉を、難なく男ふたりを懲らしめた時雨にそっくりそのまま返したい。

　勇敢だったのは時雨だけではなく、兼聡も同じだ。睡は自分を守ろうとしてくれていた彼に向き直る。

「兼聡さんも、巻き込んでしまって本当にすみません。助けてくださってありがとうございました」

「いや、俺はなにもできませんでしたから」

　深々と頭を下げる睡に、兼聡は手のひらを振って苦笑を漏らした。

　睡は時雨がまた誤解してしまわないよう、「偶然お会いして、少し話をしていたらあの人たちが来たんです」と説明する。時雨は軽く頷き、兼聡と視線を合わせる。

「迷惑をかけた。すまない」

　端的に謝った彼は睡の手を取る。そうしてこの場を去ろうとしたとき、睡は急に反対側の腕を掴まれた。

　驚いて振り返ると、兼聡は驚きと困惑が交ざったような表情で一点を見つめている。その瞳が捉えているのは睡ではなく、時雨だ。

「あなたが、睡さんの……」

　瞠どう目もくして呟く彼を見て、睡は怪訝そうに首を傾げる。

「どうしたんですか？」

「睡さん、行っては駄目だ」

　腕を掴む手の力を強める兼聡は、これまでに見せたことのない険しい顔で時雨に告げる。

「俺は、あなたが睡さんを幸せにできるとは思えません」

　突然そんなふうに物申す彼に、睡は動揺して歪んだ笑みがこぼれた。

「兼聡さん、なにを言って……」

「君は、睡を愛しているのか？」

　睡に構わず、表情を変えない時雨が冷静に核心を突く。兼聡も目を逸らさず、「はい」としっかり答える。

「睡さんが好きです」

　兼聡の気持ちを今初めて知った睡だけが唖然としている。これまで彼の好意を感じてはいたが、友愛の類だと思っていたから。

　時雨も繋いだ手に力を込め、恋敵をまっすぐ見つめ返す。

「俺も同じなんだ。悪いが彼女は譲れない」

　力強い光を宿した瞳からは彼の本気さが感じ取れ、兼聡はわずかに目を見張った。動揺を隠せずにいた睡も、とりあえず返事をしなければと思考を切り替える。

　兼聡の気持ちは素直に嬉しいが、もちろん応えることはできない。それは今はっきり伝えておいたほうがいいだろう。

　ただ、睡が気になるのは『あなたが睡さんを幸せにできるとは思えません』というひと言。挑発しただけなのかもしれないが、兼聡の鬼気迫ったような表情を見ると、なにか別の理由があるのではないかと漠然と感じたのだ。

　しかし、それがなんなのか見当もつかない今、睡は自分の気持ちを信じるしかない。時雨への揺るぎない愛を。

　睡は「兼聡さん」と呼び、真正面から彼と視線を合わせる。

「私は、なにがあっても時雨さんと一生を添い遂げると決めたんです。この選択に後悔はしません。たとえ彼が悪い男で、幸せになれなかったとしても」

　しっかりとしたその意思に、兼聡ははっと目を見開いた。

「時雨さんと一緒にいられなければ、生きている意味がない……そう思うくらい、私も彼を愛しているんです」

　儚げな笑みを浮かべて正直に伝えながら、睡の脳裏には玉響の姿がよぎる。

（……姉さん、こういうことだったんだね。本気で人を愛するって）

　愛する人と共にいられないのなら、生きている意味さえ見失う。その感覚がようやくわかった。時雨がいなくなったら、睡も一度は死を考えるかもしれない。

　睡の想いの強さを知った兼聡は返す言葉が見つからず、睡を掴む手の力を緩める。

　悲しげに瞼を伏せる彼に、睡は胸がきりきりと痛むのを感じながらも「すみません」と頭を下げ、背を向けて歩き始めた。

「……よかった、君が俺を選んでくれて」

　大門を抜けて車に向かう最中、時雨がわずかに安堵が滲む声で呟いた。睡は眉を下げて微笑む。

「心配しましたか？」

「まあ、少し。あんなふうに挑発されたらな」

　時雨も兼聡の発言はただの挑発だと受け取っているようだ。誰にそそのかされたとしても、先ほども言った通り睡の気持ちが変わることはない。

　しかし四片や兼聡の想いを知った今、悠々と暮らしていることの申し訳なさも募っているし、遊女の存在を罵られて、やはり自分は時雨に相応しくないのではないかと自信を削がれてしまった部分もある。

　車に乗り込むと、睡は時雨の手に自分のそれを重ねてぎゅっと握る。

「私は今、人生で一番幸せです。ただ、手放しでは喜べないけれど」

「睡……」

「でも、だからこそ時雨さんをずっと大切にします。私たちを取り巻く人も、皆」

　心苦しくなると同時に、自分はとても幸せであり、その運命に感謝してかけがえのない人をいつまでも大切にしたいと改めて強く思った。

　真剣な表情になる時雨に、睡は熱のこもった眼差しを一直線に向ける。脳裏に玉響や四片の姿をよぎらせながら。

「あなたと離れたらきっと生きていけないし、いつまでも愛されていたいし……あなただけに抱かれていたい」

　溢れる本音を声にした直後、唇を塞がれた。性急な口づけにも愛を感じて、睡は瞼を閉じる。

　ついばむように唇を重ねたあと、甘く微笑んだ時雨は「今日は君にときめかされてばかりだ」と、鼻先が触れる距離で囁く。

「俺も同じ気持ちだよ。罪悪感を抱くのもわかる。周りには恵まれない人もいるからな」

　誰かを思い浮かべているのか、時雨の表情は憂いを帯びた。それもつかの間、再び瞳に力強さを取り戻していく。

「だからって、自分の幸せをおろそかにはしたくない。睡と生きることが今の俺のすべてなんだ。一生かけて君を愛する」

　真しん摯しな言葉に胸を打たれ、睡は熱いものが込み上げるのを感じていた。想いがひとりよがりではないことが、たまらなく嬉しい。

　視線を絡め、どちらからともなく唇を寄せる。車に揺られながら、愛を確かめるように何度も口づけを交わした。




　帰宅するなり、ふたりは示し合わせたように寝室に向かった。

　茜色から藤色に染まっていく空が、無造作に脱ぎ去った着物とスーツをぼんやりと照らす。今が何時なのかも忘れ、ふたりは夢中で身体を繋げる。

「はぁ……あ、んっ」

「睡……っ」

　時雨の扇情的な声や仕草が、いつもに増して睡に強い快感を与える。敏感な部分を愛撫されつつ揺さぶられる睡は、身体の中心からなにかが迫り来るような感覚を覚え、咄嗟に彼の腕を掴んだ。

「あっ、待っ、て……！」

　時雨は一度動きを止め、余裕のなさが表れた瞳で、はあはあと肩で息をする睡を見下ろす。

「達しそうか？」

　呼吸を乱す彼に赤裸々に尋ねられ、睡は真っ赤な顔を手の甲で隠して曖昧に頷く。

「気をやってはいけないと教えられてきたから、ちょっとだけ抵抗が……妊娠するかもしれないとも言われていたし」

　遊郭では、絶頂に達するのは避けるべきだと教育されていた。下級の遊女はひと晩に何人も客を取るため身体が持たないという現実的な理由があったが、気をやると妊娠してしまうという言い伝えもあったのだ。

　睡の言葉に、時雨も少々呆れ気味の笑みをこぼす。

「そんなのはなんの確証もない迷信だぞ。まあ、可能性はあるが」

　彼は上体を屈めて睡の手に指を絡め、情熱を帯びた瞳で見つめる。

「この戯れで子を身ごもったとしても心配するな。もうひとりじゃないんだ。俺が君たちを守るから」

　頼もしい言葉をもらえて、睡の胸は熱くなり、視界がぼやけた。

　もしも彼との子供を授かったら、今よりもっと幸せになるのだろうか。そんな素晴らしい未来が訪れてほしいが、幸せすぎて怖くもなる。きっと満たされることに慣れていないせいだ。

　漠然とした不安がくすぶる心情を見透かしているかのごとく、時雨は唇を寄せて優しく微笑む。

「なにも怖くない。今は俺だけを感じていろ」

　甘美な口づけと共に、まるでまじないのような言葉が睡の心に浸透して、不安は徐々に薄れていく。

　再び腰を揺さぶられ始めると、収まったかと思ったあの感覚が波のように迫ってくる。今度はもう逃げられず、睡はひと際甘く切ない声をあげて背中をのけ反らせた。

　あとを追うように時雨も限界を迎え、抑えきれない愛を放った。




　翌日、睡は意を決して江森夫妻に自分が遊郭にいたことを打ち明けた。今後ヱモリでも昨日のように絡まれたらいけないと懸念し、迷惑をかける前に話しておこうと思ったのだ。

　店のテーブルに座る有美は目をしばたたかせている。彼女の隣に座る夫は普段から寡黙なので声は発さないが、驚いているのは見て取れた。

「睡ちゃんが、花魁……!?」

　信じられないといった調子で聞き返す有美に、睡は沈痛な面持ちで頭を下げる。非難されても仕方ない。

「黙っていて申し訳ありませんでした」

「本当に、どうして言ってくれなかったの!?　もっと早くに知ってたら、いろんな話聞いて盛り上がってたのに！」

「……へっ？」

　有美の口から出たのは非難ではなく興奮気味の声だったので、睡はぽかんとして顔を上げた。

　彼女は拝むように手を組み、なぜかうっとりしている。

「遊郭の粋な世界、私好きなのよ～。まさか睡ちゃんがそこにいたとは予想外すぎるけど、九重さんが身請けしたってことでしょう？　そういうなれそめも素敵じゃない！」

　頬をぽっと染めて楽しそうにしている有美に、今度は睡が目をぱちくりさせる。受け入れてもらえないかもしれないと思っていたので、この反応は予想外だ。

　少なくとも有美は好意的に捉えているようだが、睡の不安要素はまだある。

「でも昨日、私のことを知っている男性に少し絡まれたんです。もしこのお店にもそういう人が来たら、絶対に迷惑をかけてしまうので……」

「そんなの気にしなくていいわよ。万が一無礼者がやってきたら、この私が片っ端から追い払ってやるから。ねぇ？」

　あっさりと言い切った有美は、夫に同意を求める。彼もひとつ頷き、「うちの味を好んでいる客は、なにがあっても通い続けてくれるから大丈夫だ」と頼もしい言葉を返した。

　目を見張る睡に、有美は眉を下げて微笑みかける。

「あんたも大変だったんだね。でも過去は過去、大事なのは今どう生きるかよ。ここで働いていたいならこのままいればいい。私らは睡ちゃんの味方だからね」

　温かい言葉に睡の胸はじんとして、澄んだ双眼に涙が滲んだ。

　かけがえのない人に出会えた幸運に幾度となく感謝し、「ありがとうございます」と深く頭を下げた。

　自分は本当に恵まれていると、睡は思う。これまで世話になったのは素敵な人ばかりだ。

　中でも、やはり姉女郎は特別だった。感謝を伝えられないまま別れてしまった彼女に、無性に会いたくなる。

　そこで、睡は玉響の月命日に休みをもらい、ひとりとある場所へ向かった。

　遊女の投げ込み寺と称される浄じょう閑かん寺じだ。ここに玉響も眠っている。ようやく状況が落ち着いたこともあり、墓参りをしようとやって来たのだ。

〝生まれては苦界、死しては浄閑寺〟

　そう川柳で詠まれた通り、悲しい人生を送った身寄りのない遊女が何万人も葬られた場所である。玉響も両親は他界しているそうで、無縁仏としてここに埋葬された。

　道順は有美が教えてくれ、吉原からもさほど離れていないため迷わずに行くことができた。

　本堂の裏手に回ると、遊女たちの霊を慰めるために建てられた立派な石積みの塔がある。この基壇の中に骨壺が積み重なっており、生々しく異様な雰囲気を醸し出している。

　話には聞いていたが、実際に見るとかなり心にくるものがある。それでも玉響がいると思うと、目を逸らすことができなかった。

　しばし供養塔を呆然と眺めていたとき、足音がしてはっとする。振り返ると、この時期には珍しい山茶花の花束を抱えたひとりの男性がやってきた。

　やや光沢のある上質な着物を纏った端整な顔立ちの彼は、睡に笑顔を向けて「こんにちは」と挨拶する。

　その瞬間、睡は目を見開いた。

「瑛一様!?」

　思わず名前を口にした。久しぶりに会ったその人物は、間違いなく玉響の間夫であり、四片の想い人でもある瑛一だったから。

　驚いて目を丸くした彼も、まじまじと睡の顔を見て瞠目する。

「あれ……君、睡蓮ちゃん？」

「はい。ご無沙汰しております」

　頭を下げると、瑛一は「久しぶりだね」と返して爽やかに表情をほころばせた。時雨ほどではないが、瑛一もなかなか遊郭に似合わない好青年だと、睡は改めて思う。

「廓を出たんだってね。四片から聞いたよ。だいぶ印象が違っていてわからなかった」

　四片の名前が出され、瑛一の中にちゃんと彼女がいると感じただけで、睡はなんだか少し嬉しくなる。

「瑛一様も、玉響姉さんの月命日だからここへ？」

「ああ、年が明けてまだ来れてなかったからね。あと、今は客じゃないから〝様〟はやめてよ」

　瑛一は愛想よく笑い、睡もつられて笑う。

　瑛一が玉響の命日を覚えていたのも嬉しかった。今は四片とうまくいってほしいが、玉響の存在も忘れないでいてもらいたいから。

　ふたりで供養塔の前に並び、花と線香を供えて手を合わせる。きりりとした冬の空気と、小鳥のさえずりがより一層感じられる。

「睡蓮ちゃんは、今幸せ？」

　目を開けるとふいに問いかけられ、睡はほんの少しためらいながらも「はい」と頷いた。

　玉響の前でそう答えるのはなんとなく後ろめたさを感じるが、なにも悪いことではない。時雨も言っていた通り、自分の幸せをおろそかにはしたくないから。

　瑛一は穏やかに微笑む。

「それならよかった。玉響はずっと君を気にかけていたから、きっと向こうで安心してるよ」

　おそらく玉響を一番理解していた彼が言うのだから出まかせではないだろうし、そうであってほしい。彼の言葉にも救われ、睡は心が少し軽くなるのを感じた。

「僕もそろそろ、自分の幸せを考えないとな」

　瑛一は、続けてひとり言のようにぽつりと口にした。

　彼も玉響の死に囚われて、新たな一歩を踏み出せずにいるのかもしれない。〝自分の幸せ〟の中に、四片のことも含まれているのだろうか。

　まず彼に恋愛感情があるのか気になり、睡は複雑な表情で静かに問いかける。

「……四片のことは、どうなさるおつもりですか？」

　瑛一の気持ちを確かめたくて、少々試すような質問をしてしまった。それに加え、四片の恋心まで感づかれそうな言い方だったかもしれない。

　失敗しただろうかと内心焦るも、瑛一は前を向いたまましっかりと答える。

「迎えにいくよ。なるべく早く」

　期待した以上の答えが聞けて、一瞬目を丸くした睡は次第に口元が緩んだ。

（四片……よかったね。瑛一さんはちゃんとふたりの未来を考えているよ）

　彼女の想いが一方通行ではなくて本当になによりだと、睡は胸を撫で下ろす。瑛一が玉響を愛していたなら次の恋に進めないのではないかと懸念したが、心の整理はついているようだ。

　睡は瑛一に向き直り、深く頭を下げる。

「どうか四片を幸せにしてあげてください。大切な人が絶望する姿は、もう二度と見たくないから」

　愛する人と一緒になれなくて命を投げ出すような悲惨な事態は、四片の身には絶対に起きないでほしい。

　そんな思いを込めて頭を垂れていた睡は、はっとして上体を元の姿勢に戻す。

「あっ……決して瑛一さんを責めているわけではありませんよ！」

「少し思ってるでしょう、僕が玉響を身請けしてあげればよかったのにって」

　瑛一に含みのある瞳を向けられながら言われ、睡はぎくりとして口をつぐむ。

　確かに玉響が亡くなった直後は、どうして早く瑛一は身請けしてあげなかったのだろうと恨む気持ちも確かにあった。それから次第に、瑛一にも事情があるのだし簡単な話ではないのだと、納得するようになっていたが。

　瑛一は切なげな笑みをこぼす。

「……僕も、できれば出してやりたかったけどね」

　憂いをたっぷりと含んだ声で呟いた彼は、薄い雲がかかった藍白色の空へと目線を上げる。

「玉響は、蝶になりたかったんだよ。誰のものにもならずに、自由に空を舞う蝶に」

　――〝誰のものにもならずに〟

　その部分に引っかかりを覚えた睡は、空を見上げる瑛一を、戸惑いが生まれた瞳で見つめる。

「姉さんは、瑛一さんのものになりたかったのではないのですか？　あなた以外の方に身請け話を出されたから悲観して……」

　そこまで口にしたとき、すぐ間近にある骨壺の存在を思い出して睡は唇を噛んだ。瑛一は俯く睡に宥めるような笑みを向ける。

「それ以上はやめておこう。玉響が聞いているかもしれないよ」

　ほんの少し茶化すように言い、彼は供養塔に背を向けて歩き始めた。睡もあとに続き、紺こん青じょう色の背中を追う。

　瑛一が話を切り上げたのは、ただあの場でする話ではないと配慮しただけなのか、はたまた別の理由があるのか。

　なんとなく後者だと感じた睡は、境内を出る辺りで彼の背中に向かって声を投げかける。

「瑛一さん、姉さんが死を選んだ理由は他にあるのですか？　なにか知っているなら教えてください」

　瑛一は足を止め、感情を読み取れない表情でゆっくり振り返る。

「私、生前に姉さんの気持ちをわかってあげられなかったことが心残りなんです。今やっと理解できたと思っていたけれど……もしそれが間違っていたら、本当に寄り添えたことにはならないから」

　切実に訴える睡を見つめ、瑛一はわずかに眉を下げて口を開く。

「すべてを悟るのがいいことだとは限らない。事実を聞いたら、君は後悔するかもしれないよ？」

　睡の心臓がどくんと重い音を奏でる。彼の口ぶりからして、玉響の死に睡の知らないなにかが隠されているのは明白だ。そしてそれは、決していい話ではないのだろう。

　睡は一度目線を落として思案する。覚悟を決め、きりりとした瞳で再び瑛一を見つめる。

「教えてください。どんな運命も受けて立たなきゃ、女が廃すたりますから」

　その言葉に目を見開いた瑛一は、ふっと苦笑を漏らす。「ずるいな、玉響の座右の銘を出すなんて」と、観念したようにまつ毛を伏せた。




　――鼓動が乱れてどくどくと不快な音を立てているのは、走っているせいだけではない。覚悟を決めて聞いたはずの事実は、やはり衝撃的だったから。

　瑛一と話したあと、睡はその足で四片に会うため吉原に向かっている。ひとつだけ、どうしても確かめたいことができたのだ。

　時刻は午後四時の五分前。四片は一服しに廓を出ていたとしても、もう戻っている頃だろう。

　藤浪楼に着くと出入りしている遊女たちがおり、以前の仲間たちに睡蓮だと気づかれて驚きの悲鳴があがった。

　皆は再会を喜んでくれたものの、ゆっくり話している余裕がない。申し訳なく思いつつも、四片を呼んでほしいと頼んだ。

　しばらくして入り口の向こうから四片が表れ、睡を見て嬉しそうに破顔する。

「睡！　なに、そんなに私に会いたかったの？」

「ごめん四片、今日は見せてもらいたいものがあって」

　朗らかないつもの睡と違って焦っている様子に、四片はなにかあったのだとすぐに察したらしく真面目な表情になる。

「さっき浄閑寺にお参りしに行ったら、偶然瑛一さんに会ってね」

「えっ!?」

　すっとんきょうな声をあげる四片に、睡はつい先ほど瑛一から聞いた話の真意を確かめる。

「そこで玉響姉さんとのことを話したんだけど、姉さんの遺体が見つかった場所の辺りで、四片の禿が簪を見つけたって本当？」

　彼女はすぐに思い当たり、「あーそうそう、いつか睡に渡そうって思ってたんだ」と話し出す。

「禿が見たこともない簪を持ってたから、それはどうしたの？って聞いたら、玉響さんが亡くなった直後にあの場所で見つけたって言うのよ。だからたぶん、遺体が運ばれるときにつけていたものが落ちたんじゃないかな」

「本当に姉さんのものなの？」

「そうだと思う。禿から預かって瑛一さんに見せたら、玉響さんのものだって言ってたから」

　四片と瑛一が語った内容は一致していて、先ほど聞いた話の信しん憑ぴょう性せいが高まる。

　ここへ来た目的は、玉響が最期につけていたその簪を見せてもらうためだ。彼女が隠していた秘密を、睡は暴こうとしている。

「それ、今持ってこれる？」

「ん、わかった。ちょっと待ってて」

　四片はやや不思議そうにしつつも、了承して廓の中へ戻っていった。睡はひとり外で待ちながら、胸のざわめきをなんとか抑えようとする。

　瑛一は物憂げな表情で打ち明けた。『玉響が愛していたのは、僕じゃない』と。

『玉響は、その相手とは決して結ばれないとわかっていたから、僕が代わりになって受け止めていただけなんだよ』

　睡はずっと、ふたりが恋仲なのだと信じて疑わなかった。ところが、玉響は別の人への想いを瑛一に重ねていただけだという。愛し合っているように見えた情事も、報われない気持ちを慰めているだけだったのだと。

　瑛一でなければ誰なのか。その手がかりとなるのが、玉響が最期につけていた簪なのである。瑛一いわく、それが本当に愛していた男からもらったものらしい。

　玉響は多くの客から贈り物をもらっていたので、誰から贈られたのかを特定できるかはわからない。しかし睡は無性に胸騒ぎを覚え、確かめなければいけないという使命にも似た感情を掻き立てられたのだ。

　もどかしい気持ちで四片を待っていると、どこからか妙な匂いと、なにやら騒がしい人々の声が聞こえてくる。

「なに、この匂い……煙？」

　きょろきょろと辺りを見回してすぐに、藤浪楼の奥のほうから黒い煙が上がっているのを発見した。たき火などではない異常な黒煙が空を呑み込み始め、血の気が引く。

「火事だ！　早く逃げろ！」

「誰か消防組を呼んで！」

　大声と共に廓の中から次々と人が飛び出してきて、辺りは一気に混乱状態に陥る。睡の頭には、中へ入っていった親友の姿が真っ先に浮かぶ。

　彼女の部屋は二階の奥まった場所にある。逃げ遅れたらひとたまりもない。

「四片……！」

　睡は震える声を漏らし、咄嗟に駆け出した。自分は無力だとわかっていても、なにもせずじっとしてはいられない。

　建物から出てくる人の流れに逆らって、睡は意を決して空気が灰色に濁った廓の中へ飛び込んだ。

　奥に進むにつれて煙の濃度が濃くなり、揺れる炎も見えてくる。二階に続く階段のほうへ向かおうとするが、景色は見慣れたそれとは様変わりしていてどう進めばいいかもわからない。

「四片！　四片、どこ!?」

　着物の袖で口元を覆いつつ、必死に叫ぶ。

　あちこちで木が焼けるぱちぱちとした音が鳴っていて、いつ崩れ落ちてもおかしくない。恐怖に負けないよう気持ちを奮い立たせ、名前を呼びながら目を凝らす。

　そのとき、黒煙に交ざって着物の袖が揺れるのが目の端に映った。

「す、い……っ」

　よろよろと現れた四片が、建物の柱に手をついて咳せき込む。目を見開いた睡はすぐさま駆け寄り、彼女の身体を支える。

「四片！　大丈夫!?」

「うん……ちょっと煙吸っちゃっただけ。もう、なんで来るのよ……このお人好し」

「いいから、とにかく逃げるよ」

　苦しげな四片の腕を、睡が自分の肩に回そうとしたとき、彼女の手からなにかがこぼれ落ちた。

「あっ、簪が」と言う彼女の声で、頼んであった玉響の簪だと気づく。睡は四片に先に行くよう促し、急いで手を伸ばしてそれを拾い上げる。

　迫る炎で明るくなった手のひらの中を見た一瞬、睡は時間が止まったかのごとく静止した。

　――金色に輝く、片羽の蝶。

　玉響の髪に止まっているのを見た覚えはないが、睡は同じ蝶をよく知っている。愛しい彼のネクタイで、毎日羽を休めていたから。

（姉さんが本当に愛していたのは、まさか……）

　心に衝撃を受けて動けない睡の頭上で、木が裂けるような異様な音が響く。

「睡！」

　四片の叫び声が響くとほぼ同時に、はっとして上を見上げる。

　崩れた柱が暗黒の悪魔のように向かってくる中、美しく恐ろしい、赤い炎が優雅に踊り狂っていた。










片羽蝶々 ―飛べない蝶は空へ舞う―




　大正時代が始まったその年、玉たま紀きは七歳にしてその名を捨てた。

　もちろん自ら望んだわけではない。女手ひとつで玉紀を育てていた母親が病で突然亡くなり、途方に暮れているところを女衒ぜげんに連れ去られていったのだ。母親が作った借金も多かったため、玉紀は働くしかなかった。

　母親は、父親である男には迷惑になるからとずっと玉紀の存在を知らせていなかった。しかし亡くなる少し前、玉紀と出かけていたときに偶然彼と再会したのをきっかけに父親に事実を打ち明けたのである。

　父親は社長という立場の別世界にいるような人で、とても裕福な暮らしをしていた。正妻と、ひとりの息子と共に。

　玉紀の母はただの愛人であり、玉紀自身も存在すら知られていなかった。父親はともかく、彼の家族はこれからもなにも知らずに生きていくのだろう。その事実を理解したときは虚しさしかなく、皆が憎いと思った。

　ところが、玉紀の存在に気づいた者がもうひとりいた。父親と会ったとき、たまたまこちらも一緒にいたひとり息子である。

　異母兄妹の兄に対しても玉紀はまるで子犬のように威嚇していたが、彼はそれをものともせず、目線を合わせてこっそり声をかけた。

『玉紀、寂しくなったらいつでもうちにおいで。父さんと母さんには内緒でね』

　そんなふうに優しく受け入れられると思っていなかった玉紀は面食らって、すぐさま母の後ろに逃げ隠れてしまった。どうやら彼は、父たちの会話を聞いて玉紀がどういう関係かも理解したらしい。

　四歳年上の兄はこのとき十一歳だったにもかかわらず、とても聡明で大人びて見えた。なにより、王子様と見紛うほど整った容姿と態度は、一瞬で玉紀の頭と心に焼きついたのだった。

　結局、彼とはそれきり会えないまま、玉紀は吉原で生きていかざるを得なくなった。

　玉響と名づけた女将や、同じ遊女見習いの仲間たちとはいつしか家族のようになり、居心地は悪くなかった。もともと器量よしの彼女は、成長するにつれてさらに美しさに拍車をかけていく。

　そうして、美貌も能力も優れた藤浪楼一の花魁として有名になった頃。

「玉紀か……？」

　廓の外で忘れかけていた名前を呼ぶスーツ姿の人物を見て、玉響は呼吸困難に陥りそうなほど驚いた。

　十年以上前にたった一度会ったきりなのに、ひと目でわかった。成長した彼はきっとこんなふうに眉目秀麗な男性になっているだろうと、何度も想像していたから。

「時雨、兄さん？」

　心の中でだけ使っていた呼び方を初めて口にすると、彼は安堵したように微笑んだ。

　どうやら兄は、以前から玉響の行方を探していたらしい。最近、私立探偵を始めた友人のおかげでここにたどり着いたのだという。

　父親が玉響たちに金銭的な援助をしようとしていた矢先に行方がわからなくなり、申し訳ないことをしたと彼は謝ったが、玉響にはもう恨む気持ちなどなくすぐに許した。なにより、直接関係のない息子が謝る必要はない。

　玉響も大人になったせいか自然に会話ができるようになっていて、二度目の再会では楽しいひとときを過ごせた。

　時雨は、最初はただ妹が元気に生きているか確認できればそれでよかったようだが、玉響を気にかけてたびたび会いに来るようになっていた。客としてではなく、あくまで吉原の町中で偶然会ったという体で。

　玉響なら身体の関係を持たずに客として招くこともできるが、彼に対してはそんな扱いをしたくなかったから。

　父親の会社に勤め若くして役付きとなっていた彼は、まるで貴族のように高貴な風貌で吉原にはそぐわない。一緒にいると嫌でも注目を浴びてしまう。

　しかし、玉響は「兄さんみたいな人がここにいると目立ってしょうがないよ」と文句をつけながらも、本当は彼が会いに来てくれることが嬉しくて仕方なかった。自分を〝玉紀〟と呼び続けてくれることも。

　なんとか人目を忍んでふたりで光晶屋に入ってみたときも、玉響は子供のように胸を躍らせていた。

　そこで見つけた、片羽の蝶のネクタイピン。彼のネクタイにあてがってみると、意外にも女性らしさはあまり感じられず、とても洒落た雰囲気を醸し出している。

「これ、兄さんにあげたい」

「いいよ、金がもったいない」

「どうせ借金は山ほどあるんだもの、これくらい使ったって変わらないわ」

　玉響は自虐的にそう言って笑い、彼の意見をよそに番頭に金を支払った。形あるものを贈ることで、自分の存在をいつも思い出してほしいという乙女心を抱きながら。

　ところがその直後、なぜか時雨も番頭に金を渡している。

「じゃあ、玉紀にも」

「え？」

「揃いの簪があったから」

　得意げに口角を上げる彼に差し出されたものは、同じく片羽の蝶を象った簪だった。

　男からものをもらうのは、客以外では初めてだ。玉響の心臓が軽やかに飛び跳ね、驚きと喜びで喉がきゅっと締まり、なにも言えなくなってしまった。

　呆気に取られている玉響に、時雨は「つけてやろう」と言い、骨張った指で髪に触れる。それだけで体温が上がり、客との行為の最中よりもずっと鼓動が激しくなっていた。

　髪に挿してもらい、「似合うよ」のひと言にも歓喜しつつ、ほんのり頬を染めた玉響はようやく口を開く。

「男が女に簪を贈るのには、〝あなたの髪を乱したい〟っていう意味があるのよ」

　照れ隠しでもあるが、時雨がどんな反応をするかが気になり、意味深な言葉を口にした。彼は一瞬きょとんとして、面白そうに頷く。

「へえ、粋だな。でも俺は、妹にそんなことするつもりはないから安心しな」

　邪気のない彼の笑みを見た瞬間、玉響は心が一気に冷えていく感覚を覚えた。

〝妹〟――その事実は当然心得ているし、彼になんの非もないのに、はっきり口にされると深く傷ついた。この関係は決して変わることはないのだと、改めて思い知らされる。

「わかってる」と無理やり口角を上げて明るく返したが、いつまでもそうしていられず、暗くなる表情を見せまいと顔を逸らした。

　このとき、玉響は初めてちゃんと自覚したのだ。決して許されない、兄に恋をしていると――。




　数日後、玉響の部屋にやってきた瑛一は、小物入れにしまわれたままの簪を眺めていた。

「綺麗な蝶だね。君みたいだ」

　瑛一は息をするように甘い台詞を吐く。その軽さは意外と嫌ではなく、玉響にとっては一番気の合う客である。馴染みとなったときにはすでに気心の知れた仲となっていた。

　この日も、初めて時雨以外の人に簪を見せ、自嘲気味の笑みを浮かべて本音を吐露している。

「馬鹿よね、ほんと。あの人は私を妹としか思っていないのに。こんなものもらっても、切なくなるだけなのに……」

　簪はあの日以来一度も使っていない。身につけると頭が時雨のことばかりでいっぱいになってしまうので、こうして密かに保管してある。

　以前から玉響に想い人がいると感づいていた瑛一は、彼女から本心を引き出し、その切ない想いにただただ寄り添っている。自分にだけ素を露わにする玉響が、いつしか放っておけなくなっていたのだ。

　それは同情や愛情が入り交じった、単純に名前をつけて呼べるものではない複雑な感情だった。

　瑛一は、儚げな表情をする玉響の肩を押し、寝具の上に優しく倒して覆い被さる。

「僕をその彼だと思って抱かれてみなよ。この一時だけでも、幸せを感じられるかもしれない」

　玉響は一度目を見開いたあと、眉を下げて覇気のない笑いをふっとこぼす。

「あなたは本当に物好きね。花魁に間夫の話をさせて、さらには自分がその男の代わりになろうとするなんて」

　花魁はすべての客の一夜妻。他の男の話をするなんてもってのほかであり、それをされて許す客は滅多にいない。気に入った遊女に間夫がいると知って、事件を起こした者も少なくない。

　にもかかわらず、瑛一は玉響の想いをさらけ出させた上で、好んで通ってくる。玉響にとってそんな男は初めてだった。

　ちなみに、他人行儀な苗字ではなく名前で呼んでほしいと頼んだのも彼自身で、玉響は最初から風変わりで面白い人だと感じていた。

　それは瑛一も自覚しているので嘲笑を漏らすが、ここに通うのには彼なりの思いがある。

「僕みたいなやつがいれば、少しは君たちも救われるだろう？」

　その言葉に、玉響は目を見張った。

　遊女は皆なにかしらの事情を抱えているが、それを客には見せず気丈に振る舞っている。そんな自分たちに寄り添ってくれる瑛一のような男は確かに必要だと、玉響は納得すると共にありがたみも感じた。

　瑛一は紅をひいた唇に口づけを落とし、帯を解く。衿を開いてふくよかな胸を弄り、瞳を細める玉響に少々意地の悪い言葉をかける。

「彼はこうやって優しく触れるかもしれないね。それとも、情事の最中は多少乱暴になるのかな」

「あ……っ、やめて、瑛一さ……」

　そんなふうに言われては、嫌でも想い人の顔がよぎる。快感で目を閉じれば、今自分の身体を愛撫しているのは時雨だと錯覚しそうになる。

　身体の相性がいい瑛一との行為は、それなりに気持ちのいいものだった。それに加えて兄を想うと、これまでにない快感を得てしまうことを知る。

　瑛一への罪悪感や、時雨への背徳感に襲われながらも、玉響はそうやって自分の心を慰める方法を覚えたのだった。

　翌朝、瑛一を見送ったあと、早起きしていた妹女郎の睡蓮と会った。本当の姉のように慕ってくれている、とても純粋で可愛い子だ。玉響も睡蓮のことは大好きである。

「素敵な人だね、瑛一さん」

　彼女は後朝の別れを見ていたらしく、うっとりとした様子でそう言った。眠い目をこすっていた玉響は、いたずらっぽく口角を上げる。

「睡蓮はああいうのが好み？」

「そうじゃないよ！　瑛一さんと姉さん、ふたりを見てるのがいいの」

「なにそれ」

「だって、自然体でいる姉さんが見られるのは瑛一さんといるときだけだから。姉さんをちゃんと想ってくれているんだなって嬉しくなるの」

　無邪気な笑顔を浮かべる彼女は、おそらく玉響と瑛一が恋仲だと思っている。

　そう勘違いしていてくれたほうが、玉響にとってはありがたい。半分血の繋がった異母兄を愛していると知られては、姉女郎としての面子が立たないだろう。

「……そうね。彼に会えてよかったと思うわ」

　瑛一に対してそう思っているのは本当なので、穏やかな表情で返した。睡蓮は嬉しそうに微笑み、目線を宙に浮かべる。

「姉さんが白無垢を着るところ見たいなぁ。絶対、世界で一番綺麗だから！」

　大袈裟な彼女は子供みたいに愛らしくて、玉響も破顔した。しかし、表情は徐々に憂いを帯びていく。

　その願いはきっと叶わない。廓から出られたとしても、自分が幸せな結婚をする想像すらできない。

　それよりも、花魁にするには忍びないほど純真無垢ないい子の睡蓮自身にその夢を叶えてほしくて、玉響は彼女の華奢な肩を抱く。

「あんたが着てくれれば十分だよ」

　もうひとりの家族である大切なこの子が、幸せな結婚をしてくれればそれでいい。心からそう思い、ふたりで寄り添いながら部屋に戻った。




　変わらぬ日々が一年ほど続いたある日、久しぶりに会いに来た時雨が驚くべきひと言を告げた。

「俺が玉紀を身請けする」

　玉響はこれでもかというほど目を見開き、戸惑いの声を漏らす。

「えっ……」

「ようやくまとまった金が用意できそうなんだ。ここから出て、俺と暮らせばいい」

　二カ月ほど前、父親が亡くなり彼が跡を継いで社長になるという話を聞いた。そのおかげもあって金のやりくりができるようになったのだろうが、まさか身請け話を出されるとは。

　ここから出そうとずっと考えていたのだと思うと、感極まって涙が出そうになる。

「ありがとう、兄さん……すごく嬉しい」

　玉響は瞳を潤ませつつ、笑顔で礼を言った。

　しかし、その申し出を受けるわけにはいかない。涙を堪え、役者になりきってしっかりとした声を紡ぐ。

「でも、ごめんなさい。私、間夫がいるの」

　時雨は不意打ちを食らったように瞠目した。

　彼は残されたたったひとりの家族を救おうとしているが、玉響は彼を愛してしまっている。決して報われない想いを抱きながら兄妹として一緒に暮らすのは、きっと廓にいる以上につらい。

　だから、世界がひっくり返っても彼のもとには行けない。

「その人が身請けしてくれるって約束しているから、それまで待つわ」

　腹を括ると、不思議と堂々と嘘をつくことができた。時雨は半信半疑の様子で、凛々しい眉根を寄せて確認する。

「本当に？　そいつは信用できる男なのか？」

「大丈夫よ。兄さんって案外心配性よね」

　玉響は軽く笑い、でたらめな説明をしてなんとか彼に納得してもらった。

　最終的に「よかったな、いい人が見つかって」と、安心したような笑みを浮かべる彼に心はきりきりと痛み、玉響は別れたあとひとり隠れて泣いた。




　――ぐらりぐらりと、視界が歪んで回る。

　そんな異常を感じ始めたのは、時雨からの身請けを断って数カ月経った頃からだ。時々強い眩暈めまいを覚え、平衡感覚を失って床にへたり込むことがあり、その頻度は日に日に増している。

　今日もそんな状態で布団の上でうずくまっていたとき、襖の向こうから「姉さん、ご飯だよ」と睡蓮の声が投げかけられた。

　それをぼんやり耳に入れるだけで玉響が答えずにいると、不思議に思った睡蓮がそっと襖を開ける。

「姉さん？　どうしたの？」

「ごめん、月のもので身体がつらくて……ちょっと休む」

　はっとした玉響は咄嗟にそう口にした。睡蓮は納得した様子で「あらら、そっか。お大事にね」と優しく声をかけ、静かに襖を閉めた。

　こんな調子でなんとかやり過ごすことが多くなる中、玉響は薄々気づき始めていた。眩暈がただの体調不良ではないことに。

　瑛一を迎えた晩も眩暈に加えて頭痛に襲われ、相手をするのもままならず横になった。しばらくして症状は落ち着いたが、放っておいていいものではないことくらい瑛一にもわかる。

「頭は心配だ。すぐに医者に診てもらったほうがいい」

「いいの……たぶんもう手遅れよ。母さんが同じ症状で死んだからわかるの」

　玉響が力なく言い、瑛一は言葉を失う。

　玉響の母も、亡くなる何日か前から眩暈や頭痛に襲われていた記憶がある。そこからはあっという間で、倒れたときに呼んだ医者からはおそらく脳の病気だろうと言われた。

　もしかしたら、今すぐに病院へ行けば助かる可能性もあるのかもしれない。しかし、玉響にその選択をする意思はない。そうまでして生きたいと思わないからだ。

「昨日、大地主の旦那が身請けを願い出てきたわ」

「……受けるのか？」

「まさか。私は誰のものにもならない。死に場所くらい選ぶつもりよ」

　近いうちに死が待っているのなら、好きなときに逝きたい。愛する人のものにも、誰のものにもならずに、自由に舞う蝶のように生涯を終えたい――それが、今一番に望むことだった。

「玉響、まさか……」

　思惑を察した瑛一は、焦りや悲しみを入り交じらせて表情を歪める。玉響は上体を起こし、〝なにも言わないで〟と伝えるように唇を塞いだ。

「私との最後の秘密にしておいてね」と囁き、瑛一の顔を両手で包み込む。

「瑛一さん、私はあなたにすごく救われた。本当に感謝してる。あなたにも、心から愛した人と幸せになってほしい」

　笑顔で伝えると彼の瞳に涙の膜が張るのがわかり、つられて込み上げるものを玉響は必死に堪えていた。




　翌日、睡蓮に最後の思いを伝えたあと、皆が寝静まった頃に玉響はひとり部屋を抜け出した。新造たちが眠る部屋の前を、名残惜しさを感じながら通りすぎる。

（睡蓮、ごめんね。あんたも素敵な人と幸せになるんだよ。絶対にね）

　大切な人たちの明るい未来を想像すると、絶望で真っ暗な心に希望の光がほんのり灯る。その小さな灯りと、片羽の蝶の簪を道連れに、玉響は藤浪楼を抜け出した。

　見回りの者がいなくなったのを確認し、歩みを進める。眩暈が酷くなってきてふらつきつつも、なんとかお歯黒どぶの淵までたどり着けた。

　息を吐いてゆっくり見上げた夜空には、朧月が浮かんでいる。ぼんやり眺めながら短い人生を振り返り、口元を緩めてぽつりと呟く。

「私……結構幸せだったじゃない」

　瑛一にも、妹女郎や仲間たちにも慕われて、楽しい時間をたくさん過ごせた。

　愛した人から贈り物をもらって、『身請けしたい』と言ってもらえて、大切にされていた。男女のものではなかったが、確かに彼からの愛情があった。

　それだけで十分だ。生きた意味があったと胸を張れる。

　涙がひと粒こぼれ落ちた次の瞬間、頭に刺すような強い痛みを感じ、呻き声を漏らして思わず手を当てた。これまでにない、ガンガンと殴られているかと思うほどの痛みで意識が朦朧とし始める。

　ああ、ここまでか。そう諦めたとき、不思議なことに痛みを感じなくなり、力が抜けた身体がぐらりと前のめりに傾く。

　脳裏に最後に映るのは、やはり愛しい人の顔。

「し、ぐれ……」

　意識を手放す寸前に口にした彼の名前は、とても優しい響きで夜の闇に消えていく。

　白い袷の袖が、蝶のごとく濃紺の空に舞った。




＊　＊　＊




『時雨』

　夢の中に時々現れる彼女は、現実ではほとんど呼んだことのない名前を口にして微笑む。

　その夢から醒めて真っ先に視界に映るのは愛しい妻の寝顔で、それを見るととてつもなく安心するのだ。大切な人が今生きていることに感謝したくなる。

　そしてネクタイピンをつけるとき、再び彼女を思い出す。

　時間にすれば、会ったのはほんのわずかな異母妹。彼女が身請けされる前に自ら命を絶ったと知ったときは、放心状態でなにも手につかなかった。

　愛する人と結ばれるはずだったのに、なぜ。

　酷い仕打ちでも受けたのか、騙されたのかなどと様々な憶測が渦巻いていたが、いつしか考えるのはやめた。それが明らかになったところで、玉紀が帰ってくるわけではないのだから。

　ただ、遊郭に対してさらに失望したのは否めない。元から女性を売り物にするのは否定的だったが、命さえも奪う恐ろしい場所だという印象が植えつけられた。

　きっともう関わることはないだろう。……そう思っていたのに、峯村哲夫の頼みでまた吉原に行くことになるとは。

　唯一事情を知っていた茨には『お前は本当に遊郭に縁があるね』と気の毒そうに言われた。その通りで少々悔しいが、これをきっかけに時雨にはまた新たな考えも生まれていた。

　以前睡にも言ったように、ひとりでも廓に囚われた子を出してやれるのなら協力しようと思ったのである。玉紀にしてやれなかった分、その子には幸せになってもらいたいと。

　そうして身請けした睡が今では最愛の人になっているのだから、運命とは不思議なものだ。




（玉紀が亡くなって、今日で半年か……）

　早いものだと時の無常さを感じながら、今日一日はたびたび彼女の面影を蘇らせていた。おかげで感傷的になったのか、無性に睡に会いたくなる。

　本日最後の仕事はヱモリの近くにある取引先での商談だったため、そのまま帰宅することにした。

　早く妻を抱きしめたい気持ちに駆られながらヱモリがある通りを歩いていると、ちょうど店の中からひとりの青年が出てきた。何度か見たその中性的な顔立ちは、髪結い師の兼聡だ。

　わずかに眉を上げる時雨に、彼も気づいて目を見張る。

「九重、さん……」

　兼聡はぎこちなく名前を呼び、軽く頭を下げた。時雨は彼に歩み寄り、落ち着いた調子で問いかける。

「睡に会いに来たのか？」

「……ええ。でも、今日は休みだったんですね」

「残念だったな」

　正直に答えた兼聡は、声に感情がこもっていない時雨を一度睨み、軽蔑するような笑みをこぼす。

「さすがは色好みの旦那だ。奥様に男が迫るかもしれないっていうのに、余裕ですね」

　あからさまな嫌味にも時雨は動じないが、なぜ色好み呼ばわりされるのかは腑に落ちない。

　それに、兼聡がこんなに敵対心を剥き出しにしてくるのは、ただ単に睡を取られた恨みからなのだろうか。

　なんとなくそれだけではない気がして、時雨は気だるげにポケットに片手を入れて彼を見据える。

「君が俺に突っかかってくるのは恋敵だから？　なにか他にも気に食わない理由がありそうだが」

　ぴくりと反応した兼聡は表情を強張らせ、ひと呼吸置いてから口を開く。

「俺、遊郭で見たんです。あなたが何度かやってきて、玉響さんと逢引しているところを」

　意外な話に時雨は目をしばたたかせるも、そういうことかと納得した。兼聡は、時雨が玉紀と恋仲だったと誤解しているのだ。

「あなたは玉響さんが好きだったんですよね？　睡さんを彼女の代わりにしていませんか？」

　否定したいところだが、睡を代わりにするという意味がよくわからず眉をひそめる。

「どうして睡を代わりにするんだ」

「睡さんは玉響さんの妹女郎だったじゃないですか！　重ねて見ていたっておかしくない。そうだとしたら、睡さんが哀れです」

　兼聡はたまらず声を荒らげた。それを聞いた時雨は、思わぬ事実に瞠目する。

「妹女郎……睡が、玉紀の？」

　まったく気づかなかった。睡も玉紀も、女郎のことはたびたび話していたが、その名前を口にしたことはなかったから。

　時雨も、妹とはいえ腹違いの子であり、しかも亡くなっているなどという話はあえてするものではないだろうと思っていた。おそらく睡も似たような考えで話さなかったのだろう。互いに気づかなくても無理はない。

　そもそも、遊郭には何人も花魁がいる。まさか、ふたりがそんなに近い関係だとは予想もしなかった。

「玉紀……って、玉響さん？　ふたりの関係を知らなかったんですか？」

　唖然としたままの時雨を、兼聡は怪訝そうに覗く。時雨は頭と心の中を整理し、落ち着いたところで彼をまっすぐ見つめる。

「君が遊郭で見たのは確かに俺だし、玉紀も睡も、どちらも大切な人だ」

「なっ……！」

「睡は女性として愛しているし、玉紀は俺の異母妹だからな」

　物申そうとした兼聡は、次いで明かされた事実に驚き息を呑んだ。だいぶ意外だったらしく、「い、異母妹……!?」と呟いている。

　時雨はふっと苦笑を漏らし、穏やかに宥めるような口調で言う。

「妹が気がかりで時々会いに行っただけで、君が思っているようなやましいことはなにひとつない。俺たちがいがみ合う必要もないんだよ」

　兼聡が複雑な表情で黙り込んだ直後、店の中から今度はごみ袋を手にした有美が出てきた。彼女も時雨に気づいて笑顔を見せる。

「あら、九重さん！」

「こんにちは」

　時雨が挨拶すると、有美はなんだか物々しい様子に変わって話し出す。

「ねえ、さっき吉原で大きな火事があったみたいよ。火元はどこかの廓だって」

　ふたりは目を見開き、兼聡がすぐに驚きの声をあげる。

「火事!?」

「遊女が逃げるために火をつけたんじゃないかって話よ。江戸時代にはよくあったみたいだけど、今また起こるとはねぇ。兼聡さん、知らなかったの？」

「俺、今日は早く上がったんで……」

　動揺する兼聡の隣で、時雨は酷く胸騒ぎを覚えた。今日、睡は吉原に行くとは言っていなかったが、妙に嫌な予感がする。

「江森さん、すみませんが電話を貸していただけますか？」

「電話？　ええ、いいけど」

　有美は不思議そうにしながらも承諾した。時雨はすぐさま店内に入り、カウンターの奥の壁にかけられた電話機の受話器を取る。

　ダイヤルを回して自宅にかけると、しばらくして菊子の穏やかな声が聞こえてきた。「時雨だ」と短く名乗り、焦燥感を抱いて問いかける。

「菊子さん、睡は？」

『睡様は午後になって出かけてから、まだお戻りになりませんよ』

　時刻は五時半を過ぎている。睡が休日にひとりで長時間外出することは滅多にないため、不安が募る。

「どこへ行くか言っていたか？」

『ええ、花屋へ行くとだけ……。それにしては遅いですし、他の用事ができたんでしょうかねぇ』

「花屋……」

　生け花をするために花を買ったならすぐに戻ってくるはずだし、菊子の言う通りなにか別の用があったのだろう。やはりまた友人に会いに吉原へ行ったのではないかという推測が膨らむ。

　もしそうなら、火事に巻き込まれた可能性も否定できない。いてもたってもいられず、時雨は電話を切ってヱモリを飛び出す。

「あっ、九重さん!?」

　有美と兼聡の困惑した声を背に、夕闇が迫る街を駆け出した。

　心配のしすぎならそれでいい。以前、玉紀に心配性だと言われたし、時雨自身も最近は特に過保護になったと自覚しているが、なにかあってからでは遅いのだ。二度と後悔しないために、時雨は走る。

　運よくバスに乗ることができたものの、吉原に近づくにつれて騒然とした様子が見えてくる。バスから降りて大門に向かうと、人々の喧騒とわずかな異臭が待ち受けていた。

　炎は見えないが、まだ煙は残っているのがわかる。場所は藤浪楼があるほうで、不安がますます駆り立てられる。

　行き交う人々の顔を確かめながら、藤浪楼を目指す。だんだんと焦げ臭さが強くなり、焼け落ちた廓の無残な情景が視界に入ってくる。

　何台もの消防車や医者の姿もあり、至るところで怪我人の処置をしている異様な現場となっていた。

「睡!?　睡！」

　周りを見回しながら名前を呼んでいたとき、どこからか「あの！」と声がした。

　自分が呼ばれたのか定かではなかったが振り向くと、横兵庫の形の髪を少々乱した、遊女らしき女性が立っている。

「九重さん、ですか？」

　頬や着物がすすで汚れた彼女に苗字を当てられ、時雨は眉をひそめる。

「君は……」

「睡の友人の四片と申します。あの子の名前を呼んでいるのが聞こえたので、もしかしたらと」

　目を見張る時雨に、四片は深刻そうな面持ちで告げる。

「火事があったとき、私は睡と一緒にいました」

　予想が当たり、時雨は焦燥を抑えきれずつい四片の肩を掴んだ。

「睡は!?」

「それが……一緒に廓から逃げ出したあと、少し目を離した隙にひとりでどこかへ行ってしまったんです。足に怪我をしているのに」

　悪い報告に、時雨の心臓がどくんと大きく波打つ。

　怪我は一体どの程度なのか、そしてどこへ向かったのかを瞬時に頭の中に巡らせたとき、「四片！」と呼ぶ男の声が耳に届いた。

　それに反応して時雨がぱっと手を離した直後、声の主らしき男性が横からやってきて四片を抱きしめた。彼女は目を白黒させている。

「え、瑛一さん!?」

「よかった、無事で……！」

　しっかりと腕に囲われた四片の丸い瞳に、うっすらと涙が滲むのがわかった。

　おそらくこの男性も彼女の身を心配してやって来たのだろう。花魁のためにそこまでするとは、間夫なのだろうか。

　そんな考えがよぎると同時に男性の顔が見え、時雨は目を見開く。

「……富井さん？」

　紺青色の着物を纏った彼は、これまでに仕事で何度も顔を合わせている呉服屋の当主だったのだ。

　驚きを含んだ声で苗字を口にすると、富井瑛一は四片から身体を離して振り向く。彼も時雨に気づいたが、驚くよりも不思議そうな顔をする。

「九重さん、あなたも来ていたんですか。奥様はもう花魁ではないのに」

　時雨はまたしても唖然とした。妻が睡だと知っているのか。

　頭が混乱するも、四片がなにかを思いついたように「あっ」と声をあげたので、意識がそちらへ向く。

「瑛一さん、今日睡と会ったんでしょう。あの子、玉響さんの簪を探しにここへ来て、火事のあとそれを持ってどこかに行っちゃったのよ。心当たりない？」

　その内容を聞き、時雨は再び瑛一に視線を戻す。

「睡と会ったんですか？」

「ええ、浄閑寺で偶然。今日は玉響の月命日だから」

　瑛一の言葉で、睡が花屋へ行った理由にようやく気づいた。姉女郎の墓に供えるためだったのだと。

　なぜ玉紀の簪を探しに来たのかはわからない。しかし、それを持ってどこかへ行ったのだとすると、考えられる行き先は……。

「まさか、また浄閑寺に？」

　ふいに浮かんだ予想と瑛一の声が重なった直後、時雨は再び駆け出した。睡がそこにいる確証はないが、可能性がある場所はすべて捜す。

　睡の身をひたすら案じながら、火事の騒ぎで混沌とした吉原の街を駆け抜けた。










天命一途 ―どんな運命も共に―




　夕闇が迫る街を、睡は肩で息をしながらひとり歩いていた。片方の足をかばってよたよたと歩く姿をすれ違う人が怪訝そうに見ているが、構わず進み続ける。

　火事の騒ぎの混乱に乗じて、通行証を見せなくても大門を出ることができた。

　廓に火をつけた者、おそらく遊女はそれが狙いで、足抜けするためにやったのだろう。そうやって吉原では何度も火事が起きているが、まさか今の時代で巻き込まれるとは。

　そんな非常事態の中でも、睡の手にはしっかりと玉響の簪が握られている。先ほどの状況を思い返した彼女は、今になってぞっとする。




　――四片と逃げ出そうとした際に落とした簪を拾った直後、「睡！」と呼ばれると同時に頭上から柱が落ちてきた。

　一瞬もう駄目かと思ったが、咄嗟に四片が腕を引っ張ったことで身体が動き、間一髪で避けることができた。

　しかし、右の足首辺りが柱の下敷きになり、すぐに抜け出せたが立とうとした瞬間に痛みが走る。

「うっ……」

「睡、大丈夫!?　掴まって」

　今度は四片が睡の身体を支え、なんとか立たせる。幸い歩けないほどではなく、ふたりは無我夢中でその場から逃げ出したのだった。

　命からがら廓の外へ出て、ふたりは咳き込みながら地べたにへなへなと崩れ落ちた。ようやく綺麗な空気を吸い込むと、生きていることを実感する。

「はあ……助かった……」

「ごめん、四片……私が足手まといになっちゃって」

「なに言ってんの！　睡が助けに来てくれなかったら、私は諦めてたかもしれない。私こそ本当にごめん……！」

　脱力したまま睡が謝ると、四片は今にも泣きそうな顔でうなだれた。とにかく少し負傷しただけで済んで本当によかったと、ふたりは胸を撫で下ろした。

　周りでは同じように座り込む人が多々いて、怪我をした者は順に医者が来るのを待っている。

　騒然とする中、睡はしっかり握り続けていた手のひらを開いた。片羽の蝶を見ると足よりも胸が痛みだし、再びぎゅっと握る。

　しかし、玉響の形見が燃えてしまわなくてよかったと思い、四片に声をかける。

「姉さんの簪を持ってきてくれてありがとう。四片のものは燃えちゃっただろうに……」

「いいんだよ、欲しいものはまた馴染みの旦那にねだるから」

　あっけらかんと茶化す彼女はやはり逞しくて、睡もやっと少し笑うことができた。

「でもこの焼け方じゃ、もう藤浪楼も終わりかもね……」

　四片は焼け落ちた廓をちらりと見て、無念そうに呟いた。消防組が必死に水をかけているが、火の勢いはあまり弱まっていないように感じる。

　今後は、藤浪楼を再建するかはわからないが、とりあえず遊女たちは行き場がなくなるので他の見世に入ることになるだろう。勝手の違う場所へ行くとなると、不安はかなり大きいはずだ。

　しかし、先ほど瑛一の想いを知った睡は、四片に穏やかな笑みを向ける。

「四片は大丈夫。必ず救ってくれる人がいるから、もう少しの辛抱だよ」

「え？」

　四片は意味がわかっていない様子で首を傾げるが、きっと瑛一が有言実行で迎えに来てくれるはずだと、睡は信じている。

　瑛一との会話を思い返すと自然に玉響のことも蘇り、簪を握る手に力が入る。

（姉さんと時雨さんは両想いだったの？　でも、ふたりはいつ会って……？）

　考えを巡らせているうち、ふと以前の兼聡の言動が脳裏をよぎった。

『俺は、あなたが睡さんを幸せにできるとは思えません』

　時雨に向かってそう言い放った彼は、なにかを確信している様子だった。もしかしたら、時雨と玉響が会っているのを見たことがあったのかもしれない。

　ふたりが恋仲だったと兼聡が知っていたとすれば、睡を引き止めようとしたのも納得できる気がした。時雨が今も玉響を想っている可能性も否定できないから。

　肺の酸素が抜かれていくような苦しさを感じ始めたとき、四片が「あっ」と声を発した。彼女の視線の先を追うと、少し離れたところで成す術もなく呆然と廓を眺める女将の姿に気づく。

「女将も無事だったんだね、よかった。四片の元気な姿、見せてあげなよ」

「そうしようかな。睡はちゃんと医者に診てもらって」

　四片に気遣われ、睡は曖昧に微笑んだ。腰を上げた彼女は、近くの医者に「足を怪我している人がいるからお願いします」と伝えて、女将のもとへ歩いていく。

　四片に感謝しつつも、睡はここに留まるつもりはなかった。玉響が死ぬときまで大切にしていた簪を、早く本人のもとへ返しに行きたい。

　痛む右足をかばいながらなんとか立ち上がり、四片たちとは反対の方向へ歩き出す。

「女将！　よかった、無事で～」

「よかったのかどうなのかねぇ、全部燃えちまって……。まあ、生きてさえいりゃなんとでもなるか」

　無事を喜び合うふたりの声を背に、睡は人だかりの中へと紛れていった。




　そうして辺りが闇に呑まれる頃、ようやく浄閑寺の供養塔の前にたどり着いた。当然ながら人はひとりもおらず、静寂に包まれている。

　睡は力が抜けたようにその場に座り込んだ。足は痛みと疲労が限界で、もう立ち上がれそうにない。

　昼間供えたばかりの花に囲まれた供養塔をぼんやり見上げ、そこに眠る姉女郎にぽつりぽつりと話しかける。

「玉響姉さん……好きな人からもらったっていう簪、届けに来たよ」

　手のひらを開き、片羽の蝶に視線を落とす。

「時雨さんも、お揃いのネクタイピンをずっと大切にしてる。姉さんたちには、それだけ強い絆があったっていうことだよね」

　正月にネクタイピンについて聞いたとき、彼は『きっと一生つけ続ける』と言っていた。相思相愛だった証拠ではないだろうか。

　時雨が遊廓を嫌っていたのは、玉響が閉じ込められていたから。睡が今の幸せは手放しでは喜べないと話したとき、『周りには恵まれない人もいる』と言って切なげな顔をしたのは、玉響を想っていたから。

　そうやって、すべてふたりが繋がっていたのだとすれば納得できる。

　わからないのは、玉響を身請けしてあげられたはずなのになぜそうしなかったのか。なぜ、彼女が亡くなってから妹女郎である自分を身請けしたのか。

　時雨からの愛は、本当に自分だけに向けられているのか。

「彼の隣にいるべきなのは、姉さんだったんじゃないかな……」

　白い息と共にか細い声がこぼれ、込み上げるもので鼻の奥が痛くなった。時雨に真実を問い質してそれを打ち明けられたとき、どんな未来が待っているのかも見えなくてとても怖い。

（でも……どんな運命も受けて立たなきゃ）

　ぐっと手を握り、自分を奮い立たせていたそのとき。

「睡！」

　足音と名前を呼ぶ声が聞こえ、睡の肩がびくっと跳ねた。驚いて振り向くと、時雨が必死な表情で駆け寄ってくる。

「時雨さん、なんで……」

　呆然として呟いた直後、すぐそばにやってきた彼が、服が汚れるのも構わず膝をついて睡を抱き寄せる。

「よかった……やっぱりここにいたんだな。足の怪我は――」

　安堵と心配が交ざった声が耳元で紡がれ、はっとした睡は時雨の胸を押し返した。

「やめて、姉さんの前で」

　力なく俯く睡を、時雨は戸惑いに満ちた瞳で見つめる。睡はゆっくり目線を上げ、苦しげな表情で重い口を開く。

「玉響姉さんは、時雨さんを愛していたんでしょう」

　時雨の瞳が大きく見開かれた。

「……え？」

「今日、姉さんの間夫だった……いえ、間夫だと思っていた人から本当のことを聞いたんです。姉さんは、この簪を贈った人を密かに愛していたと」

　再び手のひらを開いて簪を見せると、彼はなんの声も出せなくなったように押し黙った。

　しばしの沈黙のあと、信じられないと言いたげにわずかに首を振る。

「まさか……そんな」

「違うって言うんですか？　時雨さんだって、揃いのネクタイピンをずっと大切にしているじゃありませんか！」

　堪え切れずに放たれる睡の声が、寒かん凪なぎの夜の空気を震わせる。時雨を責めたいわけではないのに。

「どうして、私と結婚したの？　あなたの心の中には、今も本当に愛する人が――」

「違う！」

　気持ちを吐き出していた最中に強い声が響き、睡は口をつぐんだ。

　時雨の手に両肩をしっかりと掴まれ、涙を溜めた瞳には彼の真剣な顔が映る。

「睡、君は誤解している。玉響……玉紀は、俺の腹違いの妹だ」

　言い聞かせるように口にされたのは、まったく想像もしなかった事実。睡は大きく目を見開く。

「妹……？」

「ああ。父親も俺も、玉紀の存在を知ったのは彼女が遊郭に入る少し前でね。初対面のときに一度会ったきり行方がわからなくなって、再会したのは彼女が花魁になってからだった」

　玉響の本名は玉紀で、父親が同じ異母兄妹。新たな情報が、思考停止寸前の睡の脳に次々と入ってくる。

「藤浪楼に入ったことはないが、玉紀が心配で会ってはいたよ。簪やネクタイピンを買ったのもそのときだ。ただ、俺はすべて妹としてしたことで、それ以上の感情があったわけじゃない」

　静かに打ち明けられて、睡は初めて瑛一が言っていた〝決して結ばれない〟という本当の意味を理解した。

　花魁に恋愛はご法度だからだと思っていたが、実際は相手が半分血の繋がった兄だからだったのだ。

「睡が妹女郎だというのも知らなかった。君の名前は一切出なかったから。さっきたまたま兼聡くんに会って、そこで聞いて驚いたよ」

「そう、だったんですか……。そういえば私も、姉さんの名前を出したことはありませんでしたね」

　だから互いに気づかなかったのだと納得しているうちに、時雨は伏し目がちになっていく。

「俺も玉紀を身請けしようとしたんだが、間夫がいるからと断られたんだ。あれは、俺から離れるための嘘、だったのか……？」

　ひとり言のように口にされた言葉で、玉響の心情を悟った睡は胸がしくしくと痛みだす。

　時雨の言う通り、間夫がいるというのは嘘だろう。おそらく、結ばれない相手と生きていくのがつらくて断ったのではないか。その気持ちは睡にもなんとなくわかる。

「一緒にいるのが苦しくなるくらい、姉さんは本気で時雨さんを愛していたんだと思います。私にも見せることなく大事にしていたこの簪を、道連れにしようとしたんですから」

　玉響の一途な想いを知るほど、どうしようもなくつらくてたまらなくなる。

「あなたと結ばれないなら誰のものにもなりたくないと、死を選んだんじゃないでしょうか。それほどまで愛した人を……私が、奪った」

「そんなふうに言うな」

　すぐさま時雨が強く否定するも、睡の罪悪感は消えない。

　いくら禁断の想い人だったとはいえ、玉響が命を捨てるほど愛した人を取ってしまった。自分の幸せは彼女の犠牲の上に成り立っていると、睡には思えて仕方ない。

　瞳からいくつもの雫がぱたぱたと落ち、蝶の羽を濡らす。

「このまま時雨さんのそばにいていいのか、正直わかりません。姉さんの気持ちを思うと、罪悪感で一杯ですごくつらい」

「睡」

　時雨は眉根を寄せ、焦りを浮かべて諭そうとするも、睡は「でも」と言葉を続ける。

「私はあなたを諦められない。どうしようもなく好きなんです。誰にどう思われようと、なにがあってもこの気持ちは変えられない」

　遊郭で行われていることを理解したときや、義父に連れ戻されそうだったとき、本意ではなくても最終的には仕方ないと諦められた。

　しかし、時雨と別れるのだけは嫌だと心が叫んでいる。玉響への申し訳なさをずっと抱き続けるとしても、それでも構わないと思えるほど愛してしまっている。

　駄々っ子みたいだと嘲あざけりながらも、溢れる気持ちを止められない。

「死ぬときまで、時雨さんのそばにいたい」

　大粒の涙をぼろぼろこぼして本音を吐露した直後、切なげに顔を歪ませる時雨に強引に引き寄せられた。今度は拒否せず、ぎゅっと服を掴んでしがみつく。

「俺も同じ気持ちだと言っただろう。いてくれよ、ずっとそばに」

　彼は睡を強く抱きしめ、耳元で切実な声を紡ぐ。

「もし本当に玉紀が俺を好きだったとしても、その想いには応えられなかった。それはただ兄妹だからってだけじゃなくて、俺が愛せる女性は睡だけだからだ」

「っ、時雨さん……」

「俺の想いは、君だけのものだよ」

　慈愛に満ちた声が優しく響き、むせび泣きながらも安堵と切なさで胸が一杯になる。報われなかった遊女たちの前で愛を確かめ合うなど、不謹慎だとわかっているのに。

（姉さん、ごめんなさい）

　背徳感に襲われ、心の中でそう繰り返す。時雨の腕に抱かれたことで、疲れ果てた身体から一気に力が抜け、意識が遠退いていく。

　温かい胸に身を委ねたまま、夜に眠る睡蓮の花のごとく重い瞼を閉じた。




　――名前を呼ばれた気がして目を開けると、滝のように藤色の花が垂れ下がる立派な藤棚が飛び込んできた。見慣れたそこは、吉原の中にある庭園だ。

　こんなところで昼寝をしてしまったんだっけ？と、ぼんやりしている睡の背後に誰かが近づく。

「睡蓮、なんで謝るの」

　懐かしい声が聞こえて振り向いた睡は、目を大きく見開いた。長い髪を下ろした、美しい姉女郎が微笑んで立っている。

　毎日会っているはずなのに、なぜこんなに泣きたくなるほど心が震えるのだろう。妙な違和感を覚えたのもつかの間、彼女はいたずらっぽく口角を上げる。

「時雨兄さんは素敵な人だもの。好きになったのは私とあんただけじゃないわよ、きっと」

　茶化すように言われ、睡の心臓がどくんと揺れ動いた。

　ああ、ここは夢の中なのだ。そう理解して呆然とする睡の頬に、玉響は白く細い手を伸ばす。

「私は自分に正直に生きた。睡蓮もそれでいいんだよ。なにも悪くない」

　彼女はとても綺麗な笑顔を浮かべ、いつかと同じように「幸せにおなり」と温かい声を紡いだ。

「……姉さん」

　瞳に涙を溜めて玉響の手に触れようとした瞬間、目の前を一匹の揚羽蝶が横切り、まばたきをした一瞬で彼女の姿は消えていた。

　蝶はひらひらと空に舞っていく。その儚さにまたすすり泣くも、胸の痛みは心なしか和らいでいた。




　次に目を開けたとき、視界に映るのは藤の花ではなく愛しい人の顔だった。目尻からこめかみにかけて濡れているのがわかる。

　心配そうな表情で「睡」と呼ぶ彼をぼんやり見つめ、握られていた手に少し力を込める。

「時雨、さん……」

「大丈夫か？　ここは病院だ。足の骨にヒビが入っていて、しばらくは入院になるらしい」

　時雨は心配そうな表情でゆっくり説明しながら、指でそっと涙を拭う。睡は足が固定されている感覚を覚えて小さく頷いた。

「迷惑をかけてごめんなさい。今、姉さんの夢を……」

　脈絡なく言葉を紡いでいる最中、今日一日の出来事を鮮明に思い出してはっとする。

「あの簪は？」

「供養塔に供えておいたよ」

　時雨の返答に、睡はほっと胸を撫で下ろし「ありがとうございます」と礼を言った。そして、今しがた見た夢に思いを馳せる。

　あれはただの都合のいい妄想に過ぎないかもしれないが、睡には玉響のほうから会いに来てくれたように思えてならない。

　しばしの沈黙のあと、夢の中の、未練がなさそうな彼女の笑顔を蘇らせて口を開く。

「姉さんは、納得してあの世へ行けたんでしょうか……」

「そうだと思うよ」

　睡が呟いた直後、時雨とは違う男性の声が聞こえてきて、ふたりは目を見合わせる。病室の入口のほうへ同時に顔を向けると、瑛一が戸口に寄りかかって腕を組んでいた。

「瑛一さん!?」

「富井さん」

　ふたりの声が重なり、睡は目を丸くして時雨を見やる。

「なんで瑛一さんをご存じなんですか？」

「取引先の呉服屋の当主なんだ」

　そう教えられた睡は、納得しつつも奇妙な繋がりに驚きを隠せなかった。

　瑛一は穏やかな笑みを浮かべて「四片も念のためここで診てもらってたから、ついでに寄らせてもらったよ」と言い、睡が横たわるベッドに歩み寄る。

「やっぱりふたりは夫婦だったんだね。睡蓮ちゃんの結婚相手は紡績会社の社長だと四片から聞いていたから、そうなんじゃないかと思っていたよ。九重さんも、ネクタイにいつも見覚えのある蝶が止まっていたから、玉響との関係にも実は気づいていました」

　睡は彼が語るのを聞き、だから『事実を知ったら、君は後悔するかもしれない』と忠告したのだと腑に落ちた。

　時雨も納得している様子だが、まだ気になることがあるらしく瑛一に問いかける。

「富井さんは、玉紀の馴染みだったのですか？」

「ええ。それ以上でも以下でもなく……でも、玉響の気持ちは他の人よりかは理解していたと思っています」

　瑛一の切なげな表情からは、玉響と愛し合っていたわけではなくても、互いにとって特別な存在だったのだろうと感じ取れる。

『彼に会えてよかった』という玉響の言葉に嘘はなかったのだろうと睡が推測していると、瑛一の顔に真剣さが帯びていく。

「やはりふたりには真実を話しておこうかと。彼女から口止めされていたから迷いましたが」

　妙な緊張が走り、睡と時雨は息を呑む。

「玉響は、おそらく脳の病気を発症していて、どのみち長くはなかったと思います」

　瑛一の口から語られた思いもよらぬ事実に、ふたりは言葉を失い瞠目した。

（姉さんが、脳の病気だった？　そんな素振りは……）

　動揺を露わにしつつ記憶を遡らせる睡は、玉響が亡くなる数日前から月のもので具合が悪そうにしていたのを思い出した。

　当時は疑いもしなかったが、まさか本当は別の病気だったのだろうか。

「彼女の死は避けられないもので、それを本人も自覚していたんです。だからというわけではありませんが、もしふたりが罪悪感を抱いているなら、自分を責める必要はないのだと伝えたくて」

「そ、んな……」

　睡の震える声が漏れた。時雨は表情を強張らせて絶句したままだ。

　瑛一も伏し目がちになり、言葉を選びながら続ける。

「時々眩暈や頭痛に襲われると言っていたけれど、病院へ行くのも拒否して、自分で死に場所と時を選んだ。彼女は〝誰にも干渉されない自由〟を求めて旅立ったのだと、僕には思えました」

　睡はずっと、玉響は愛する人と一緒になれない人生に絶望して死を選んだのだと思っていた。しかし実際は少し違い、死期を悟っていたからこそ、せめて自分が望むときに命を絶とうとしていたようだ。

「姉さんは、悲観して死んだわけではなかったと……？」

「最後に会ったときも、負の感情は感じられなかったよ。とても美しい表情をしていたからね」

　呆然としつつ確認する睡に、瑛一は眉を下げて微笑みかける。

「でも、死んでしまった者の気持ちを知る術はないし、結局は生きている人間が推測することしかできない。だったら僕は、玉響をかわいそうな人にはしたくないな」

　彼の言葉で、睡は心に落ちていた影がすうっと薄れていくのを感じた。

　玉響が本当はなにを思ってあの世へ旅立ったのか、真実は本人しか知らない。無論、結ばれた睡と時雨をどう思うのかなど永遠にわからない。

　それなのに勝手に自分を責めたり、玉響の人生の最期は悲しいものだったと決めつけたら、それこそ彼女は報われないだろう。

　いくらか表情が和らいだ時雨も、瑛一に同調して「そうですね」と静かに頷く。

「幸せだったとは言い切れないかもしれないが、あの子が精一杯生きたのは確かだ。それに、俺たちの幸せを恨んだり、責めたりするような人じゃないだろう、玉紀は」

「……私もそう思います」

　時雨に優しい瞳を向けられた睡は、ようやく自然に口元が緩めることができた。

　手を繋ぎ直すふたりを、瑛一は温かく見守り、ひとつ大きく息を吐き出す。

「実は僕もずっと玉響に罪悪感を抱いていて前に進めずにいたんだけど、こうやって話せてやっと踏ん切りがついた。影響力ありすぎですよ、彼女」

「俺の妹ですからね」

　時雨がなぜか得意げに言い、皆で笑いをこぼした。こうして茶化せるくらいになれているのはいい傾向だろう。

　話が一段落し、瑛一はすっきりとした様子でふたりに告げる。

「じゃあ、僕はそろそろ行きます。藤浪楼はあんな状態だし、四片を迎える準備を早くしないとね」

「瑛一さん……！」

　表情を明るくする睡に、瑛一は「お大事に」と微笑みかけて病室を出ていった。

　四片の幸せも、すぐそこまで近づいている。心から嬉しくて口元をほころばせていると、時雨の綺麗な瞳と視線が交わった。

　合わせる双眼と繋いだ手から、身体中へじんわりと熱が流れ込んでくる。

「睡」

「はい」

「これからも、俺と共に生きてくれ」

　改めて真摯な気持ちを伝えられ、睡は目を細めて「もちろんです」と頷いた。そして、ふと気づく。

「そっか……時雨さんと結婚したってことは、姉さんとも家族になれたんですよね」

　本当の姉のように慕っていた彼女とも家族になっていたとは、とても不思議で素敵な縁だ。睡の中で、今は罪悪感よりも嬉しさのほうが上回る。

　慈愛に満ちた笑みを浮かべる睡に、時雨も自然に口元を緩めて「そうだな、家族だ」と返す。

「でも、俺にとって睡はずっと好きな人だよ」

　彼の言葉に、睡の胸は心地よく締めつけられた。家族であることの前提に〝好き〟という想いがあるのだと実感できて、幸せに包まれる。

　ほんのり頬を染める睡を時雨は愛おしそうに見つめ、ゆっくり顔を近づける。額に、唇に優しい口づけが降るたび、睡は心が完全に晴れていくのを感じていた。




　二日後、四片と兼聡が見舞いにやってきた。偶然にもふたりが来る時間が被ったので、三人で景色が見渡せるホールに向かい、椅子に座って話すことにした。

　車椅子に乗った睡が、柔らかな冬の日差しを受けながら玉響について打ち明けると、やはりふたりも衝撃を受けている。

「まさか玉響さんが病気だったなんてね……」

「俺も全然気づきませんでした……」

　亡くなる数日前から月のものが来たと偽っていた玉響は、最後に瑛一が来た日以外は休みを取っていた。兼聡も髪を結うことはなかったので、睡は「無理もないですよ」と苦笑した。

　しんみりとした雰囲気を変えるように、睡はしっかりと目線を上げる。

「姉さんのことは、私も時雨さんも絶対に忘れない。月並みだけど、やっぱりそれが一番の供養になるんじゃないかなと思ってる」

「そうだね……。瑛一さんの心からも、きっと消えはしないよ」

　しっとりと言う四片を、睡は複雑そうに見つめる。

　あれから瑛一は、すぐに四片と会って想いを伝えたらしく、彼女は夢のようだと喜んでいた。

　ただ、瑛一と玉響は恋仲でなかったとはいえ、特別な関係であったのは確かだ。好きな人の過去の女性関係は気になってしまうだろう。

　悩んでいるのではないかと懸念したものの、四片の表情は曇りもなく凛としている。

「でも、そういうのも全部ひっくるめた瑛一さんが好きだから、一生ついていきたい」

　どうやら心配はいらないらしい。強い意思を持っている彼女に胸を打たれ、睡は安堵の笑みをこぼした。

「睡さんも四片さんも、本気の愛を貫く人は美しいですね」

　四片の恋愛事情も察している兼聡が、切なげな笑みを浮かべてそう呟いた。睡たちが気恥ずかしさで目を泳がせていると、彼はさらに続ける。

「俺も睡さんへの愛を貫こう――」

「それはやめときな」

　すかさず四片が深刻そうな顔になって制すると、兼聡は「途中で止めないでください」と口の端を引きつらせる。どうやらまだ続きがあるらしい。

「貫こうと思ったけど、少しずつ目線を変えていくことにします。俺の人生はまだ続くので」

　吹っ切れた様子の彼を見て、睡は申し訳なく思いつつも胸を撫で下ろした。

　先日、時雨と会ったときも敵対心を露わにしていたと聞いていたが、なんとか気持ちに折り合いをつけられそうなのだろう。

　自分を好きになってくれたことに改めて感謝すると共に、彼も素敵な出会いに恵まれてほしいと願う。

「ありがとう、兼聡さん。四片も、絶対幸せになってね」

　切実に伝える睡に、ふたりも穏やかに微笑み返した。

　病院の窓から見える梅の木には、寒さをじっと耐えた蕾が大きく膨らんでいる。百花の魁さきがけが、春がすぐそこまできていることを知らせていた。










純潔花嫁 ―穢れなき愛を誓う―




　桜の花びらが舞う頃、足もすっかり完治した睡は時雨に付き添い、ヴィクトリアン様式のハイカラな洋館に来ていた。今ここで行われているのは、名だたる企業の社長や重役が集う交流会である。

　時雨に『関係各所に睡を紹介したいが無理強いはしない』と言われ、心英社社長の妻としてもっと自覚を持つためにも参加を決めたのだ。

　今日は、裾の長いスカートに鎖骨が露わになったセミイヴニングドレス姿で挑んでいる。この服装も、明らかに裕福な雰囲気を醸し出す富豪たちの中にいるのも、慣れなくて緊張しっぱなしだ。

　会場に来てからずっと時雨について挨拶をしていたが、会も中盤となった今、ひとり向かったお手洗いから戻ってきたところである。

　たくさんの人が優雅に立食を楽しんでいる中、時雨の姿を探す。彼は睡のために先ほどの場所から動かずにいてくれたようで、すぐに見つけることができた。

「ねえ、九重社長よ」

「いつ見ても素敵だわ～」

　ふいに近くからそんな会話が聞こえ、睡はつい反応して足を止めてしまう。

　さりげなく辺りを見回すと、二十代後半と三十代くらいの着飾った女性ふたりがグラスを片手に話し込んでいる。どちらも夫のパートナーとしてやってきた夫人仲間だろうか。

「でも社長って結婚したんでしょう」

「しかも吉原の花魁だったって噂よね。本当なら、ちょっと社長を見る目が変わるわ」

　声を控えてはいるようだが、睡の耳はしっかり捉えてしまいぎくりとする。

「今見てもそれらしい人がいないし、連れてきていないのかしら」

「他の男に色目使われるかもしれないからじゃない？　花魁だったなら心配にもなるわよ」

　蔑むような笑いをこぼすふたりに、睡の眉毛がぴくりと上がった。これは比較的最近気づいたのだが、花魁をけなされるとどうも黙っていられない性分らしい。

　一度深呼吸をすると、背筋を伸ばして女性たちのもとへ歩み寄る。悪口を続けているふたりの前で足を止めると、彼女たちはきょとんとして口を閉ざした。

「こんばんは」

　綺麗な笑みを作って会釈する睡を、彼女たちは品定めするように眺める。

「いつも主人がお世話になっております。九重の妻の睡と申します」

「……えっ!?」

　たった今話していたからなのか、はたまた想像していた花魁の印象とかけ離れているせいか、ふたりは心底驚いた様子で声をあげた。そして慌てて姿勢を正す。

「こっ、こ、こちらこそお世話になっております！」

「と、とてもお若くて可愛らしい奥様で驚きましたわ！　ねぇ？」

　彼女たちは勢いよく頭を下げたあと、口元に手を当ててぎこちなく笑う。それとは対照的に、睡はまったく動じず微笑みを絶やさない。

　そのとき、睡はふとあることに気づいて年上らしき女性に話しかける。

「間違っていたら申し訳ありませんが、お琴を弾かれますか？」

　急に問いかけられた女性は、目をしばたたかせるも素直に頷く。

「ええ、最近趣味で始めたんです。どうしておわかりに？」

「失礼ながら、指に練習の跡が見えたので共感してしまって」

　睡のひと言ではっとした女性は、自分の指先に目をやる。

　確かに、中指と人差し指にうっすらと青痣ができていた。これは琴を弾くとき特有のものだ。

　遊廓で琴を習っていた睡も同じ経験があり、昔を思い出して苦笑いする。

「私も習い始めたばかりの頃は、押し手の指が痛くて苦労しました」

「あら、あなたも？　そうなのよねぇ、やっぱり慣れるしかないのかしら」

「慣れももちろん必要なんですが、ちょっとしたコツがあって……」

　話し始めると、先ほどまで睡の陰口を叩いていたふたりから嫌味な雰囲気はなくなり、自然に会話が弾んでいた。

　睡が夫人たちと話している姿を、時雨はやや離れたところで見つけた。なかなか戻ってこない彼女を心配して探していたのだ。

　睡の明るさや愛嬌、話し方などは相手の心を解ほぐすような力があるのだろうと、遠目でもわかる。慣れない場でもすぐに順応する姿にも、時雨は改めて感心していた。

「睡」

　呼ばれた睡が振り返ると、今日は一段と凛々しい社長姿の時雨が微笑んでいる。

　彼も夫人たちに挨拶をして、自然に睡の腰に手を回す。彼女たちも先ほどの陰口はどこへやら、すっかり上機嫌だ。

「遅ればせながら、ご結婚おめでとうございます。素敵な奥様ですわね」

「ありがとうございます」

　礼を言った時雨は、わずかに苦笑を漏らす。

「ですが、少々大変で」

「それはどうして？」

「心が騒がしいんですよ。毎日妻に恋に落ちているようなものなので」

　なにを言うかと思いきや、さらりと甘い言葉を放つので、睡も夫人たちもぽっと頬を染めた。

　時雨は妻が大好きであることを隠さない。睡が花魁だったという噂はどこからか流れているようだが、彼女の飾らない性格や時雨の愛妻家っぷりを見た者は、そんな噂はどうでもよく思えてくるのだった。

　ふたりはその他の参加者ともしばし歓談したあと、バルコニーが見える窓を背にしてひとり料理をいただいている男のもとへ向かう。

　今日はいつものカンカン帽は被っておらず、袴に羽織を合わせた格式ばった姿の茨だ。口元の無精髭も綺麗に剃られ、普段よりも若くさらに男前に見える。

　そんな彼も睡たちに気づき、軽く手を振る。

「やあ、お疲れ」

「いつも主人がお世話になっております」

　うやうやしく頭を下げる睡に、茨はいたずらっぽく口角を上げて尋ねる。

「それ、今日何回目？」

「十五回目です」

　胸を張って答えると、彼はおかしそうに笑った。他人行儀の挨拶をしたのはもちろん冗談である。

　茨は探偵事務所の所長として今夜の会に出席しているが、実際はとある仕事の依頼で参加者の調査も兼ねているのだとか。調査のほうがついでに思えるほど、しっかり食事を楽しんでいるところが彼らしい。

　睡にとっては、息の詰まるようなこの場に気心の知れた茨がいるだけで心強く感じていた。

　重要な面々にはひと通り挨拶を終えたので、時雨も睡も気を楽にしてまともに食事をし始める。高級食材の味をやっとしっかり感じられるようになって表情を緩める睡を見て、茨も微笑ましげに言う。

「睡ちゃんは慣れない場だから大丈夫かなってちょっと心配してたけど、ちゃんと社長夫人って感じで立派だよ。堂々とした振る舞いはさすがだね」

「いえいえ、粗相があったかもしれませんし」

　謙遜して首を横に振る睡に、シャンパンを口に運ぶ時雨が「そんなことはない」と否定する。

「十分、よくやってくれていたよ。ひとりで来ようか迷ったが、やっぱり睡も連れてきて正解だった」

　本音をこぼされ、睡は先ほどの夫人たちの陰口を思い出してちくりと胸が痛む。もしや時雨も、実は元花魁を連れてくることには抵抗があったのだろうか。

〝私は色目なんて使いませんよ〟と物申しておこうかと喉元まで出かかったとき、時雨が続きを口にする。

「君を男たちの目に触れさせたくなかったんだ。ひと目惚れされたら困るからな」

　独占欲を露わにした瞳に捉えられ、睡はきょとんとして言葉を呑み込んだ。ひとりで来るか迷った理由はそういうことかと理解した途端、睡の頬にみるみる熱が集まる。

　時雨は最初から、睡を花魁としてではなくひとりの女性として見てくれている人。それはわかっているはずなのに少しでも疑ってしまい、睡は心の中で反省した。

　人目を気にせずのろけるふたりを、茨は呆れつつもにんまりとして眺める。

「相変わらずお熱いねぇ。この調子なら結婚式も楽しみだな」

「祝しゅう言げんは挙げないぞ」

　時雨の意外なひと言に、睡は目をしばたたかせた。

　祝言とは自宅で挙げる婚礼の儀式のことであり、昔から日本で一般的に行われているもの。花嫁は自宅で支度をし、日が落ちる頃に花嫁行列を成して新郎の家へと向かうのだ。

　以前、茨が『時雨ほどの地位にある人は、お披露目の意味でも結婚式は避けられないだろう』と話していたが、しなくてもいいのだろうか。茨も意外だったようできょとんとしている。

「え、そうなの？」

「俺たちは互いに家族がいないんだから、やる必要ないだろ」

「あー、まあ確かに」

　淡々とした時雨の意見を聞き、茨と同じく睡も納得する。祝言は家と家を結ぶためのものなので、親交のある親族がいないふたりにはできないといったほうが正しいかもしれない。

　どうりで一向に式の話が出ないわけだと腑に落ちるも、睡はほっとしたような、少々残念なような複雑な気持ちになる。

　自分には相応しくないと思っていた結婚式だが、挙げないとなると正直物寂しい。神聖な儀式や白無垢は、睡だけでなく玉響の夢でもあったからだ。

　しかし、式を挙げたいとわがままを言う気は毛頭なく、「俺も花嫁行列に交じりたかったのに」などという茨の冗談にただ笑っているだけだった。




　翌週の日曜日、睡は時雨と急きょ出かけることになり、なぜかいつにも増してにこやかな菊子に見送られて家を出た。

　桜の花びらに交じって蝶が舞う中、下駄を鳴らして時雨の隣を歩きながら問う。

「急にお出かけなんて珍しいですね。今日はどこへ行くのですか？」

「富井さんの呉服屋だ。ぜひ来てほしいと呼ばれてね」

　なんの用かはわからないが、行き先を聞いた睡はぱっと表情を明るくした。瑛一の呉服屋に行くということは、四よつ葉ばにも会えるかもしれない。

　四葉とは四片の本名である。藤浪楼が焼けてしまったあと瑛一が身請けし、ふたりは一緒に暮らしているのだ。

　あとで聞いたところ、瑛一の家族が花魁を招くことを最初は反対しており、時間をかけて説得していたのだそう。しかし四葉本人と会った家族は、彼女の人柄や着物の知識が豊富なところにほだされ、今では良好な関係を築いている。

『将来、私も女将って呼ばれるかもね～』なんて上機嫌でいるくらいなので、心配はいらないだろう。

　睡と四葉は、今もヱモリや自宅で時々会っている。以前約束した通り、互いに普通の女性としての生活を送れていることを喜んでいるのだった。

　晴れ晴れとした気分で車に乗り、十五分ほどで呉服屋に着くと、さっそく瑛一が出迎えた。

「ようこそおいでくださいました。どうぞ、お二階へ」

　当主として振る舞う彼に促され、ふたりは二階へ上がる。瑛一が座敷の襖を開くと、花魁の気だるげな雰囲気とはまた違う、凛とした着物姿の四葉が真っ先に目に入った。

「四葉……あれっ!?」

　たいして日は経っていないが再会を喜びながら座敷へ上がろうとした睡は、四葉のそばに座っていた人物に気づいて目をまん丸にする。睡のほうを振り向いて微笑むのは兼聡だ。

「兼聡さん！　どうして？」

「こんにちは、睡さん」

　立ち上がって会釈する彼に、とりあえず「こ、こんにちは」と挨拶を返したものの、状況が呑み込めない。挙動不審になる睡に、四葉が近づいて肩を抱く。

「睡、元気そうでなにより」

「あ、うん、四葉も。ねえ、今日は一体……」

　なにが行われようとしているのか聞こうとしたとき、部屋の端に真っ白な着物がかけられているのに気づいた。花の刺繍が美しい、真珠のような輝きを放つ白無垢だ。

　睡は目を見開き、瞬時にひらめく。あれは四葉の結婚式の衣装で、今日は婚約の報告をしようとしているのではないかと。

「もしかして、あれを四葉が着るの!?」

「違うよ。着るのは私じゃなくてあんた」

　軽く笑い飛ばす彼女にぽんと肩を叩かれ、睡の口から「へっ？」と変な声が漏れた。

　ぽかんとしていると時雨が隣に並び、意味ありげに口角を上げる。

「今日は白無垢を選びに来たんだ。着たかったんだろう？」

　そのひと言に驚くと同時に、今日は自分のために用意された一日なのだと気づいた。しかしすぐには信じられず、睡は目を見開いたまま固まる。

「な、なんで……」

「確か入籍した日の夜、茨たちと話していたよな。あのときは遠慮しているようだったが、本当は着たいんじゃないかなって気がしたから」

　あのとき電話していた時雨は、おそらく席に戻ってきた際に話が耳に入ったのだろう。はっきり白無垢が着たいと口にしたわけではなかったにもかかわらず見抜かれていたとは、どれだけ顔に出ていたのか。

　時雨はくすっと笑って「睡は正直だから」と言う。恥ずかしくなって俯くも、口には出せなかった願望を察して実現させようとしてくれていることに感動して、睡は胸を震わせた。

　とはいえ、式をしないのであれば着る機会はないではないかと、睡は疑問を抱く。

「でも、結婚式はしないんじゃ……」

「祝言を挙げないと言っただけで、神前式をしないとは言っていない。そのふたつは別物だぞ」

　したり顔をする時雨に、睡は目をしばたたかせた。

　確かに、神前式は神社で神様に誓いを立てるもので、自宅で行う祝言とは違う。しかし、どちらも結婚の儀式であることに変わりはないため、睡は結婚式自体しないものだと思い込んでいた。

　時雨の表情を見るに、睡が勘違いしているのを知っていて、あえて訂正しなかったのであろうことが窺える。

　ここにいる皆だけでなく、菊子も妙ににやけていたところからして、睡以外は神前式を行うと知らされていたのだろう。

（私だけ内緒にされていたってこと？　やっぱり意地悪……だけど、やっぱり大好き）

　まんまと驚かされたのはちょっぴり悔しくて頬を膨らませるも、夢を叶えようとしてくれている彼への愛おしさは隠しきれず、すぐに破顔した。

　四葉たちに冷やかされて照れている睡を横目に、瑛一が時雨に向かって口を開く。

「今は黒引き振袖が主流ですけど、九重さんがどうしても白無垢がいいって言うから、あなたの好みなんだと思っていました」

「俺はなんでもいいんです。きっと睡はどれを着ても可愛いので」

　時雨は茶化されても涼しげな顔を崩さずあっさり返すので、瑛一は「これは白無垢ひとつ選ぶのも大変そうだ」と楽しげに笑った。

　時雨の溺愛ぶりを目の当たりにした四葉も無邪気な笑いをこぼし、兼聡はもはや呆れ気味だ。

　そんなふたりは、照れっぱなしの睡に声をかける。

「着付けは私が手伝うからね」

「俺も、本番のために一度髪を結わせてください」

　ふたりの厚意に睡の胸はじんと熱くなり、「ありがとう」と優しい笑みを返した。

　数十分後、睡はひと目で気に入った花の刺繍があしらわれた白無垢に身を包み、久しぶりに髪を結ってもらって、完璧な花嫁の姿になっていた。

　ついでに紅を差してくれた四葉が感極まって瞳を潤ませるものだから、睡もつられて泣きそうになった。今からこの調子では本番が心配だが。

　瑛一いわく、花嫁の衣装選びには両親が来て、新郎は式当日でなければ花嫁姿を見られないことが多いらしい。

　しかし、時雨が一緒にいる今日は『睡の花嫁姿は何度でも見たい』という彼ののろけた希望もあり、支度を終えたら披露することになった。

　すべての人が出払うと、入れ替わりで時雨が入ってきた。ずっと別の部屋で待たされていた彼は、正装した睡と対面した途端、幻でも見ているかのような顔でその場に立ち尽くす。

　汚れのない雪のような純白に、一点の紅が際立って、儚くも凛然とした美しさに目を奪われる。

「……また落とされた」

　ぽつりとこぼれた言葉の意味を理解して、睡はぷっと噴き出した。

「本当ですか？　嬉しい」

「やっぱり式は中止にするべきか」

「えっ」

「綺麗すぎて誰にも見せたくない」

　突然彼の口から飛び出した発言にぎょっとするも、その理由はなんとも大袈裟なものだった。そんな冗談でも単純に嬉しくて、睡はくすくすと笑う。

　時雨は睡のそばに歩み寄り、穏やかさの中に真剣さが窺える表情で頬に手を伸ばす。

「君は出会ったときから心まで美しかった。芯が通っているのに純粋で、俺の感情を揺さぶるような子は初めてだった」

　身請けした当時の心情を明かされ、喜びが込み上げる。睡も、頬に触れる彼の手に自分のそれを重ねて応える。

「時雨さんは、出会ったときから私自身を見てくれていましたね。私も、あなたほど特別に感じた人は初めてでした」

　素敵な運命だったと今なら思える出会いが蘇り、自然に笑みがこぼれる。

　金で買われた睡の人生だが、願ってもない愛に満ち溢れていた。その世界に連れ出してくれた時雨には感謝しかない。

　永遠の愛を見つけた時雨も同じ気持ちなのだろう。

「俺と生きる道を選んでくれてありがとう。その選択は間違ってないと、一生証明し続けるから」

　頼もしい声や一直線に捉えるぶれない瞳から、彼の強い意志が伝わる。

「俺のそばで、幸せになれ」

　それは、睡の幸福の在り処はここなのだと示すひと言。胸に温かく沁み込んで、瞳が潤む。

　睡自身も揺るぎない想いを再確認し、「はい」と返事した直後、舞い落ちる花びらのような優しい口づけが降ってきた。

　きっともう、この幸せに罪悪感を覚えたりはしない。ここへたどり着くまでに手にしたもの、失ったもの、かけがえのないすべてを大切に胸に抱いて生きていく。

　愛を誓い合うふたりを映す窓の外で、一羽の蝶が青く澄み渡る空にひらひらと飛び立っていった。










【番外編】未来明々 ―希望を託して―




　文月、神前式を無事終えた数日後に、睡と時雨は鎌かま倉くらに来ていた。

　高級な別荘地だった鎌倉は早くから東京と鉄道が通じており、旅行に訪れる者も多い。睡たちも同様で、新婚旅行のつもりでやって来たのだ。

　ふたりで遠出をして一泊するのは初めてである。睡は何日も前から楽しみでそわそわしてしまい、時雨に『子供か』とお決まりの茶々を入れられた。

　鎌倉の街は風情があり、東京とはまた違った魅力がある。昼過ぎに由ゆ比いヶが浜はまにやってくると、海水浴を楽しむ人々で賑わっていた。睡は遠巻きにその様子を見て、目をまん丸にしている。

「これが海水浴……！　皆あんなに肌をさらしていてすごいですね」

　カラフルな海水着を着た女性がひしめき合っている様は、初めて海水浴を目の当たりにした睡にとっては異様な光景だ。大胆に生脚を出した姿は、見ている彼女のほうが緊張するほど。

　花柄の可憐なワンピースと、下ろした長い髪を潮風になびかせて驚いている睡に、時雨は穏やかな眼差しを向けて問いかける。

「睡も着たいか？　海水着」

「無理です！」

　睡が食い気味に即答してぶんぶんと首を振るので、時雨はおかしそうに笑う。

「俺も嫌だよ。好きな子の肌を他人に見られるのは」

　なにげない調子で言われ、睡の心がほんのり熱を帯びる。いまだに〝好きな子〟と言ってくれることに、ささやかな幸せを感じる。

　しかし、「俺の前でだけならいくらでもどうぞ」とつけ加えた時雨がいたずらっぽく口角を上げるので、睡は笑ってごまかすのだった。

　その後も気の向くままに散策していたふたりは、大だい巧ぎょう寺じにたどり着いた。四季折々の花で彩られるここは、今は蓮や桔梗が咲き誇っている。

　手を繋いで花に囲まれた参道を歩いていると、睡はふと気づく。

「なんだか妊婦さんが多いですね」

「ここは産うぶ女め霊れい神しんが祀られていると有名だからな。安産や子宝祈願をしに来る人も多いんだろう」

　時雨に教えられて納得した睡は、お腹の大きな女性たちを眺めて頷いた。そして、照れながら提案する。

「……私たちも祈願しておきましょうか」

　その意味をすぐに理解した時雨は、意外そうな顔をした。子供のことを睡のほうから口にするのは珍しいからだ。

「最近、四葉と会うたびに話すんです。私たちはちゃんと母親になれるのかなって」

　伴侶を見つけたふたりは、自然に子供について考えるようになっていた。幼い頃に両親と別れ、ずっと遊郭で育ってきたため不安は計り知れない。十分な愛情を得られなかった自分たちに、子供を精一杯愛して育てていけるのかと。

　しかしそうやって相談し合っているうちに、子供ができたらああしたい、こうしたいという願望がたくさん出てきて、いつしか期待のほうが膨らんでいる。

「話していたら、不安以上に私たちの赤ちゃんに会いたい気持ちが大きくなってきたんです。女将には出産について散々脅されましたが」

　四葉と行った甘味処で、たまたま藤浪楼の女将と再会したときのことを思い返して、睡は苦笑を漏らした。

　正確に言えば、もう藤浪楼の女将ではない。火事のあと見世は再建せず、女将は小さな旅館を営み始めたのだ。

　実は息子がいる彼女は睡たちの悩みを聞き、出産がどれだけつらく苦しいものかを語った。正直ますます怖くなったが、脅す以上に励ましてくれたので勇気をもらえたのも確かだ。

　すれ違う妊婦を微笑ましげに眺める睡を見て、時雨の表情も緩む。

「そうか。嬉しいよ、君が俺との子を望んでくれて。参拝していこう」

　指と指を絡めて繋ぎ直す時雨を見上げ、睡は嬉しそうな笑みを浮かべて頷いた。




　その日の晩は、由比ヶ浜の近くに宿を取っていた。畳の香りが心地いい綺麗な和室で、襖を開けると縁側があり、開放感のある窓から海と富士山が見渡せる。

　夕日に染まる景色はとても美しく、睡は感嘆のため息を漏らした。

「絵に描いたみたいな景色……。時雨さんと見られるなんて幸せ」

　うっとりしている睡を、時雨は背後からそっと抱きしめた。そのまま頬に口づけをして、おもむろに話し出す。

「俺が君に『いろいろな場所に連れて行って、反応を見てみたくなる』と言ったこと、覚えているか？」

「はい。吉原を出た日、車の中で話しましたよね」

　すでに懐かしく感じる記憶を蘇らせる睡に、時雨は慈愛に満ちた声を紡ぐ。

「今もそう思っている。君を何度でも感動させてやりたいし、驚いた顔も笑顔もたくさん見たい」

　彼の一途な想いが、睡の胸にじんわりと沁み込んでいく。睡は回された時雨の腕に手を重ね、彼をすくい上げるように見上げて問いかける。

「見せるのがみっともない顔でも、変わらず愛してくれますか？」

「わかりきったことを聞くな」

　呆れ気味に返されてくすくすと笑うと、時雨の大きな手に頬を包み込まれる。視線が絡む瞳は、綺麗な橙色に染まっていてとろけそうだ。

「どんな君も目一杯愛すよ」

　甘く囁いた唇が寄せられ、睡はこの上なく満たされるのを感じながら瞼を閉じた。

　濃密な口づけに酔わされていると、そのままボタンをはずされ胸元が露わになってしまいそうになり、睡は慌てて制する。

「っ……待って、時雨さん」

「ん？　立ったままは嫌か」

「そうじゃなくて！　もうすぐ夕食の時間ですよ。温泉にも入りたいですし」

　赤面しながら言うと、時雨はむっと仏頂面になる。まるでお菓子を取り上げられた子供のようで、睡はおかしそうに笑った。

　そうやって焦らしたせいか、はたまた旅先の非日常感のせいか。その日の晩はいつもに増して情熱的に抱かれ、睡は何度も気をやってしまうほど快楽に溺れたのだった。




＊　＊　＊




　水面に浮く睡蓮の花が見えるサンルームで、睡は長細い煙管の手入れをしていた。主を失くしてから長い間使われていなかったため、少々埃っぽくヤニも詰まってしまっている。

　丁寧に汚れを取り除いてから煙管を人差し指の上に乗せ、親指と中指で挟んで持つ。それを日の光にかざすように持ち上げたとき、居間のほうから時雨がやってきた。

　三十歳を過ぎても変わらず秀麗な彼は、お腹の大きな妻が煙管を手にしている姿を見て眉をひそめる。

「妊婦がなにをやっている」

　なんだか懐かしく感じるひと言を投げかけられ、睡はぷっと噴き出した。

「吸うつもりはありませんよ、もちろん。部屋を片づけたついでに、姉さんの形見も綺麗にしていたんです」

　煙管と、掃除用の布をひょいと持ち上げてみせる。時雨はそれをわかっていながら発言したらしく、ふっと軽く笑いをこぼした。

　睡はあっという間にもうすぐ臨月となった腹に手を当て、以前も似た出来事があったなと記憶を蘇らせる。

「いつだったか、同じようなやり取りをしましたよね」

「ああ、君がここへ来たばかりの頃だろ」

「覚えていたんですか」

　何年か前の話なのに忘れずにいてくれたことが嬉しくて、睡の頬が緩んだ。時雨はなにげない会話もよく覚えていて、そのたび心が温かくなる。

　そばに歩み寄ってきた時雨も、膨らんだお腹にそっと手を重ねる。

「あのときは未成年だった君が、今は俺の妻で、母になるとはね」

　感慨深げに言う彼に、睡も同じ気持ちでこくりと頷く。不安を抱えて煙管を弄っていたあのときからは、こんな未来はまったく想像できなかった。

　妊娠してからも時雨は変わらず過保護で、常に睡の身体を気遣っている。

「いまだに着物で苦しくないか？」

「締めつけないようにしてるから大丈夫ですよ。でも赤ちゃんに押されて胃が苦しくて、あんまり食べられないのが残念」

「じゃあ、もう一気に大福五個はいけないな」

　いたずらっぽく口角を上げる彼に、睡は頬を赤らめてむっとむくれた。

　つわりが終わった頃の食欲はすさまじく、普通の大きさの大福五個をぺろりと平らげたことがあったのだ。時雨にも「君が大福になるぞ」と、からかうより若干心配された。

　そんな少々恥ずかしい思い出も、順調に命が育っている証拠である。あとは何事もなく産まれてくることを願うだけ。

「幸せがまたひとつ増えるな」

「そうですね」

　時雨の優しい声に同意して頷き、睡は顔を上げる。微笑み合ったふたりは、どちらからともなく口づけを交わした。

　軽く触れるだけかと思いきや、時雨は舌を差し込んで艶めかしく口内を愛撫する。淫らな水音が響き、睡の呼吸も心拍数も乱れ始める。

　絡めた舌が唾液で繋がったまま離れ、互いに甘い吐息を漏らした。時雨の口は耳元に移動し、切なく官能的に囁く。

「早く帯を解いて、滅茶苦茶に愛したい」

「っ、そんな……」

　出産したあとも夫婦の営みが途絶えることはなさそうだ。むしろ、当分の間我慢を強いられている彼が禁欲から解放されたら、おそらくひと晩は寝かせてもらえない。

（まあ、一度経験済みだけど……）

　とろけそうな脳内に数年前のある一夜をよぎらせ、抱き合って口づけを再開しようとした、そのとき。

「ただいまー！」

　玄関のドアが開くと同時に元気な声が響き、ふたりは丸くした目を見合わせてすっと身体を離した。

　軽やかな足音があっという間に近づいてくる。ものの数秒で、肩につくくらいの髪を揺らした少女が現れ、ふたりを見てくりっとした瞳を三日月のように細めた。

　睡と時雨も自然に笑顔になり、声をそろえる。

「揚あげ羽は、おかえり」

　四歳になる彼女の名は、九重揚羽。ふたりの間に第一子として産まれた娘だ。

　初めて妊娠が発覚したのは、鎌倉旅行から三カ月ほど経った頃だったので、大巧寺で子宝祈願をしたおかげかもしれない。

　病院から帰って報告したとき、時雨は感激のあまり挙動不審になっていた。滑稽でありながらも愛しいその姿を見た睡は、彼も一緒に親になるのだと当たり前のことに気づき、自信が湧いてくるのを感じていた。

　揚羽は幾何学模様の着物を蝶の羽のように広げて駆け寄ってくる。時雨に抱き上げられ、「きゃははっ」と嬉しそうな声をあげた。

　そして、手に持っていた紅こう紫し色の小花を睡に差し出す。散歩の最中に摘んできたのだろう。

「これ、あかちゃんにあげる～」

「ムラサキカタバミ？　可愛い。ありがとう、揚羽」

　妹か弟ができるのをずっと楽しみにしている娘にほっこりしながら、睡は小さな小さな花束を受け取った。

　遅れて部屋に入ってきた菊子に、揚羽を抱き上げたまま時雨が声をかける。

「菊子さん、面倒見てもらって悪いね」

「いいえ、私が揚羽ちゃんに遊んでもらっているんですよ。もう、ばあばの気分で」

　菊子は風呂敷の包みをテーブルに置き、目尻の皺を深めて嬉しそうに笑った。

　まだまだ足腰も丈夫な菊子は、たびたび散歩や買い物に揚羽を連れ出してくれる。揚羽もだいぶ懐いており、本当の家族のような関係になっているのだ。

「こういうときくらい、夫婦の時間をお楽しみくださいな。もうすぐまた大変になりますから」

　菊子は睡のお腹に目をやってお茶目に笑った。時雨は意味深な笑みを浮かべ、睡にだけ聞こえるようにこそっと呟く。

「楽しむ前に時間切れになったけどな」

「……十分ですよ、今は」

　娘の前で先ほどの接吻を思い出させないでほしいと内心物申しつつ、睡は頬を火照らせてそっぽを向いた。

　揚羽は大人のやり取りなどそっちのけで、物欲しそうな顔をして言う。

「いばらのおじちゃんにもらったおかしたべるー」

「はいはい。帰ったら食べようってさっきお約束したものね」

　菊子は従順に返事をして、この間遊びに来た茨が揚羽のために置いていった駄菓子を取りに台所へ向かった。

　その間、揚羽は散歩中の出来事をふたりに一生懸命話して聞かせる。

　午前中に降った雨でできた水溜まりに入りそうになったこと、睡蓮の花が綺麗だったこと、指先に蝶が止まったこと。

　微笑ましく耳を傾けていると、揚羽は一段と目をきらきらさせる。

「あとねあとね、あかちゃんにもあったんだよ！　こーんなにちっちゃくて、おめめがにこあって、すごいかわいかったの」

　林檎くらいの大きさを手で示し、目がふたつあると当たり前のことを言う、そんな娘が可愛いと、両親ふたりは内心悶えてしまう。

　時雨は揚羽を床に降ろして同じ目線にしゃがみ、彼女の小さな手を取って睡の腹にそっと当てる。

「揚羽ももうすぐ会えるぞ」

「うん！　おなまえは？」

「まだ迷い中」

　いくつか候補はあり、ふたりは最終的に顔を見て決めようと話しているのだ。

　産まれるまで性別もわからないが、胎動やお腹の膨らみからなんとなく男の子ではないかと睡は感じている。揚羽のときは勘が当たっていたので、ふたり目もそうなったらとても神秘的だ。

　お腹に耳を当てながら「そっかぁ」と呟いた揚羽は、なにかを思い出したようにぱっと顔を上げる。

「さっきのあかちゃん、おなまえ〝たまきちゃん〟なんだって」

　睡と時雨は目を見張り、一度顔を見合わせた。

　偶然、ただ同じ名前だっただけ。それでも、〝たまき〟と名づけられた子がこれから新しい人生を歩んでいくのだと思うと、なんだか胸が一杯になる。

　睡はふいに瞳に込み上げるものを瞬きで散らし、揚羽のさらさらの髪を撫でて微笑みかける。

「いい名前だね。きっとたまきちゃんも幸せになるよ」

　もしも輪廻転生というものがあるのなら、来世では愛する人と幸せに暮らしてほしい――。

　そんな願いを込めて姉女郎の笑顔を蘇らせていると、時雨が母子ふたりを腕の中にしっかりと包み込んだ。

　母と共に抱き寄せられた揚羽は、不思議そうにきょとんとして父を見上げる。

「おとーさん？　どうしたの？」

「……なんでもない。大好きな君たちをぎゅってしたくなっただけだ」

　可愛らしいことを言う時雨に、睡は笑いをこぼしつつも、その気持ちにつくづく共感して胸にすり寄った。

　――もし自分も生まれ変わったら、またこの人と出会って、恋に落ちて、素敵な家庭を築きたい。

　そんな夢物語を真剣に願い、睡は溢れんばかりの愛に囲まれて幸せを噛みしめた。




＊完＊










あとがき




　今作をお読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。

　現代のラブストーリーが主なベリーズ文庫の中では異色の作品だったかと思いますが、昭和初期の世界をお楽しみいただけたでしょうか。

　遊郭は江戸時代から大正時代くらいが舞台になることが多い気がしますが、昭和初期にもまだ残っていたんですよね。建物や交通手段、人々の服装などがとても発展した頃なので、睡が廓にいる間に変わった街に出たらどう感じるかな、と想像を膨らませて書きました。

　艶やかでドラマティックな魅力を持つ花魁。しかし実際は、遊女たちはつらく厳しい環境で生活していたと思われます。遊郭を舞台にしたお話には悲恋がつきものなので、玉響にもとても悲しい運命を背負わせてしまいました。それでも、最後にせめてもの救いを感じてもらえたら幸いです。

　ちなみに、呉服屋の瑛一は「見習い夫婦～エリート御曹司と交際０日で妊活はじめます～」に登場するトミーの曽祖父、という裏設定があったりします。あちらでは華族が絡んでいますが、富井家のゴタゴタについてもいつかどこかで書けたらいいなと思っています。あと、駄菓子をくわえながら華麗に謎を解き明かす変人探偵、茨のお話も……書きたいけど、力量が足りないのでたぶん無理ですね（笑）




　最後に、マカロン文庫の担当だった頃から毎度雑談にも付き合ってくださる今林様を始め、詳しい資料を提供してくださったライターの森岡さん、制作に携わってくださった皆様、本当にありがとうございました。

　イラストレーターのわいあっと様、語彙力を失うほどの美麗なイラストをありがとうございました！　可愛さと色っぽさ全開の素敵な世界観で、サブキャラまで描いていただけて本当に幸せです。

　そして、サイトでお読みくださった方も含め、最後まで見届けてくださった読者の皆様へ、心から感謝申し上げます。今作は特に皆様の反応が気になるので、ご感想などお気軽にお寄せくださいね。今後ともどうぞよろしくお願いいたします！




葉は月づきりゅう
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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